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桜乃きらほの夏色救急箱

月見草平
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Karte C-XX

blanc et noir

（智子と鞠菜）



Karte C-XX

hoo-ha

（ドクター朝永の華麗なる半日）



Karte C-01

An Early Summer Night's Dream

（桜乃きらほの夏休み）



    

  
    
      
KarteXX　blanc et noir　智とも子こと鞠まり菜な





「ふう」

　薄暗い廊下で鞠まり菜な・大おお江え・ビュートリッヒは息を吐く。金糸の長髪を揺らしながら首を振り、面前の扉に紺こん碧ぺきの瞳ひとみを向ける。画が鋲びようで留められた画用紙に毛筆で、「物理部」と書かれていた。

　鞠菜は再び息を吐く。先ほどのが彼女の苦悩を表すため息だとしたら、今度は諦てい観かんのため息だ。艶なまめかしく後ろ髪を梳すくと、意を決したように頷うなずいて扉を叩たたく。

　華麗で華きや奢しやな彼女の容姿とは不釣り合いなやや乱暴なノック音である。上品だと中の人間に気がつかれず、結果として見てはいけないものを見てしまうことがあることを知っているから。

　微かすかに「どうぞ」という声が聞こえたので、鞠菜はノブに手をかけた。

　扉を開け、部屋へ一歩入ったとたん高周波の音とモワっとした熱気に包まれる。目に入ってきたのは、パイプ机の上に並べられた大量の電源の入ったパソコンと、そのモニター。音と熱気の発生源だ。

　その一つのモニターを制服姿の少女が熱心に覗のぞきこみ、せわしなくキーボードを打っている。ガーネット色のバレッタで前髪を留めた、オデコを強調した髪形。その下には、モニターの明かりが映りこんでチカチカと輝く分厚いガラスの眼鏡めがねがある。鞠まり菜なのクラスメイトで、その容よう貌ぼうと性格から実際には委員長ではないのに委員長と呼ばれている、田た中なか智とも子こだ。

　鞠菜が入ってきたことに気がついていないかのように、智子はモニターへ顔を向けたままだった。その口にはアーモンドクラッシュのポッキーが咥くわえられている。鞠菜はキーボードの横にうずたかく積み重ねられたポッキーの空箱に気がつく。どうやら智子の部活動のお供らしい。

　少しの時間の後、智子は扉の前で突っ立っていた鞠菜の方を向いた。意外そうに目を大きくしたが、すぐに口元を綻ほころばせる。

「大おお江えか……。今日は一人なのか？」

「ええ」

「そうか」

　智子は立ち上がると、鞠菜を部室の奥に置かれたソファーの方へと導いた。

「お茶はティーバッグしかないのだが、大丈夫か？」

「問題ありませんわ」

　鞠菜はソファーに座りながら答える。古ぼけた合皮の安物だが、坐部に花柄の刺し繍しゆうの入った綿のカバーが追加されてあった。ポッキーの空箱の山からはうかがえない、智子の女の子らしい配慮である。

　智子はソファーテーブルに紅茶の満たされたティーカップを二つ置くと、パイプ机の方からオフィスチェアを運んできて、自分はそこに座った。その手には食べかけのアーモンドクラッシュポッキーの袋が携えられている。

「よかったらお茶うけにどうぞ」

「ありがとう。いただきますわ」

　智子から伸ばされた袋から一本を取って口に運ぶ。リスのように前歯でカリカリさせながら食べると、ちょっぴり幸せそうに微笑ほほえんだ。

「それで……、今日は何の用だ？」

「ちょ、ちょっと文化部棟に用があったので、ついでに寄らせていただきました」

「ふーむ」

　智子は不思議そうな顔をしていたが、つっこんで訊たずねようともしなかった。先週、きらほとここに訪れた理由も知らないはずなので、疑問に思っているには違いない。

「それで……、もう体の方は大丈夫なんですか？」

　鞠菜は落ち着かない様子でティーカップを口に運びながら、智子の顔をうかがう。

　先週の木曜、田中智子はプールの授業中に原因不明の金縛りにあい溺おぼれるという事故にあった。大事をとって翌日の金曜日は休んだので、今日は事故後、初めての登校日である。

　鞠菜がソワソワしているのは、彼女がその事故にまつわる裏の事情を知っており、またその事故の直後にあったもう一つの「ちょっとした事件」について、穏やかならぬ感情を持っているからである。

「ああ、問題ない。金曜日も登校できたのだが、母がどうしてもというので休んだだけだ。それよりも大おお江えの方は大丈夫だったのか？　私よりも先に早退したらしいが」

「だ、大丈夫ですわ。久しぶりの水泳で、少々、体に負担がかかってしまっただけです」

　顔を赤らめながら答える。実際の負担の原因が水泳ではないことは、鞠菜自身、よく理解していた。

「……」

「……」

　唐突に会話が止まり、物理部室はパソコンの発する高周波の音だけの世界となる。智とも子こは無口な性格であるから話題をふることが苦手だし、鞠菜はどちらかと言えば社交的なのだが、智子に対して後ろめたい気持ちがあるので積極的に話せないでいたのだ。

（やはり、きらほにも一緒に来てもらった方がよかったのでしょうか……）

　鞠菜は胸の中でそんな風に呟つぶやく。しかしそれでは来た意味が減ずるのも確かである。

　鞠菜が今日、物理部を訪れた理由の一つは、贖しよく罪ざいである。自分勝手なやっかみから智子のデートを追跡し、その妨害までした。それだけでも人道から外れるのだが、さらにはそのやっかみがまったくの誤解で、鞠菜のとった行為は智子の体に迫っていた危機の回避を困難にする可能性すらあった。いろいろあった末、智子の問題は無事解決されたが、鞠菜の中に罪の意識は残されたのだ。

　自分はトモコに謝らなければいけない。

　ここ数日の間、鞠菜はそのことばかり考えていた。そして、今がその時である。

「その……トモコ」

　鞠菜が重そうに口を開く。

「うん？」と、智子が顔を上げたその時、ルルルル、ルルルル、と電話の呼び出し音のような電子音がパソコンの方から聞こえてきた。

「おっと。ちょっと、すまない」

　智子はオフィスチェアを滑らせて音のするパソコンの前まで移動し、キーボードを打ち始めた。

　覚悟を決めていた鞠菜は、出鼻を挫くじかれて脱力する。小さく息を吐いて気持ちを仕切りなおし、去って行った智子の方を向く。

　智子はジ――ッと、熱心にモニターを見つめていた。

（何をやっておられるのかしら？）

　ソファーから立ち上がると、スルスルと智子へ近づく。モニターを横から覗のぞきこんだ。

　画面には黄土色のバックに黒い格子が切られた盤があった。盤の中央付近では、格子の交点に白と黒の丸い斑はん点てんが連なるように並んでいる。

　白と黒の斑点は交互に盤上へ現れながら増えていっている。智子が何か操作しているわけでもないので、どうやら勝手に現れているようだ。

「智とも子こ、これはもしかして碁ですか？」

「いや、碁ではなく連れん珠じゆ。いわゆる五目並べだ」

「はあ。五目並べ、ですか」

　名前は聞いたことがあったがルールはよく知らない。

　唐突に、パソコンのスピーカーからファンファーレの音が流れ、碁盤上に置かれた全すべての斑点が消えたかと思うと、再び中央に黒いのが一つ現れた。さらにその近くに白い斑点も現れる。どうやら、再びゲームが始まったらしい。

「これは今、なにが行われているわけですか？」

　鞠まり菜なは首を傾かしげながら訊たずねる。

　すると智子は碁盤から外れて、画面の右端のウインドウに書かれた文字列を指差した。そこには「Tomozo_ver3.2.1」と書かれた文字列が並んでいる。

「トモゾー？」

「そう。私の作った連珠のプログラムだ」

「プログラム？」

「よくチェスでコンピュータが世界チャンピォンを倒したというニュースがあるだろう？　あれの五目並べ版」

「まさか、智子が作られたんですか!?」

「『六りつ花か学がく院いん物理部』の数少ない活動の一つ。と、いっても、私が好きで勝手に始めたことなんだが」

「へえ。こんなことをされていたんですか」

　鞠菜は感心するように何度も頷うなずく。智子が物理部でいつも何をしているのか、きらほと話したことがあった。一人で物理実験をしていたわけではないようである。

「五目並べのプログラムを作っている人間は全国に結構いて、私はそのコミュニティに属しているのだ。このようにオンライン上でのプログラム同士を戦わせて優劣を競ったり、助言しあったりする」

「なるほど。それで、今、トモゾーが誰だれかのプログラムと戦っている、というわけですね。勝っていますか？」

「今、一勝して、もうすぐ二勝目をあげそうだ」

　その言葉通り、再びファンファーレが鳴り響く。

「トモゾー、強いじゃないですか」

「この相手はまだ始めたばかりのようだから」

　結局、そのまま三本を先取し「Tomozo_ver3.2.1」はゲームに勝利した。その瞬間、右端のウインドウ表示が切り替わり、「２７９位」という文字が現れる。

「コミュニティの中でのランキングだ」

「トモゾーより強いプログラムがけっこうある、ということですか」

「海外勢を含めると三千人近くが参加しているからな。上位を狙ねらうのはなかなか難しい」

「へえ。でも世界で一割に入っていると考えるとすごいですわね」

　鞠まり菜なは興味を抱いたような表情で、決着のついた碁盤を見つめた。

「大おお江えは連れん珠じゆ・五目のルールは知ってるか？」

「今の試合を見ていて、大体、分かりましたわ。格子上に黒と白の玉を交互に打ち合って、先に碁石を五つ先に並べた方が勝ち、というわけですわね」

「よく知られている五目並べはまさにそうだ。とにかく先に碁盤上に縦か横か斜めに五を先に作ってしまえば勝ち。しかしこのルールは、実は先手必勝の定石が発見されているんだ。定石さえ知っていれば、先手は百戦して百勝してしまう。そこで生まれたのが連珠・五目並べ。複雑なルールなので簡単には説明できないのだが、先手に禁じ手を設定し、さらに抽選で決められた仮の後手、つまり白側が二手目以降も白を打つかどうかを選択可能にした。それで決まった真の後手は、真の先手の三手目を二つの候補から指定できるようになった」

「う――ん。よく分かりませんが、そんなことをコンピュータにさせるプログラムを作るのはかなり難しそう、ということだけは分かりましたわ」

　そう答えながら、鞠菜は顎あごに手を当てて碁盤の碁石の配置をじっくり眺めていた。この手のゲームやパズルが大好きなのだ。

「試しにトモゾーと打ってみるか？　連珠ルールは難しいので普通の五目並べで」

「ええ。ぜひ、やってみたいです」

　智とも子こはキーボードにコマンドを入力すると、席を鞠菜に譲る。

「初めてだから、大江の先手に設定したが」

「ええ、それでかまいません。ちなみにトモコはトモゾーに勝てるのですか？」

「時間無制限ならたまに」

「まあ。作った本人が勝てないのですか？」

「私がプログラムしたのは私の考え方だけだからな。読みの手数の深さでコンピュータに勝つのは、素人しろうとにはしんどい」

「そういうものですか」

　智子から簡単に操作の方法を教わると、鞠菜はモニターと対たい峙じした。

「最初は何も考えずに自由に打ってみたらいいと思う。あと、一応、思考時間に制限が設定されていて、それを過ぎたら自動的に負けになるから気をつけるように」

「了解しましたわ」

　マウスで碁盤をクリックする。と、碁盤の中央（天元）に黒の碁石が現れる。ほとんど同時に、白がその横に配置された。

　智子に言われた通り、鞠菜はテンポよく黒の碁石を並べていく。と、七手目を打った時、パソコンのスピーカーからベートーベンの『運命』のイントロが流れ、同時に碁盤の枠外に大きめのドット絵が表示された。デフォルメされた茶髪の女の子が、ニコニコ笑いながらなにやらお弁当箱らしきものをこちらに差し出してくるアニメーション付きである。

「な、なんですか？　何が起きたわけですか？」

　鞠まり菜なが大いに驚きながら振り向くと、智とも子こが口に手を当てて笑っていた。

「それはツミを意味する。大おお江えは次の手でどこに打ってももう勝てない」

「そういうサインなんですか！　じゃあ、もしかしてこの絵は……」

「『自分のためにきらほがお弁当を作ってきてくれた』の図」

「……なるほど。ツミ、というわけですね。トモコは絵の才能もありますわね」

「両側の髪のハネがポイントだ」

　二人してケラケラと笑う。

「でも、まだ私の負けとは限りませんでしょう？　もしかしたら、プログラムの抜け穴があるかもしれないですし」

「いや、これはもう大江の負けは明らかだ。次の手でトモゾーは三を作る。それをブロックしたら、その次の手で四・三ができる」

「でしたら三が作られないように、今の手で止めておけばいいんじゃないですか？」

「ところが今、フリーの二が、三つあるんだ。一つの二を止めても、違う二からリーチが続いて、結局、三手目に四・四ができる」

　智子が碁面を指差して説明する。

「う――む。思っていた以上に奥が深いのですね。このゲームは」

「本物の碁に比べるとシンプルではあるが、シンプルなりに戦略やコツがあるんだ」

「よく作れますわね。そんなゲームで人に勝てるプログラムなんて」

「五目並べは碁や将棋に比べて、比較的ツミまでの手数が短いから作りやすい」

「トモゾーはどういう考え方で、手を決めているんですの？」

「私のプログラムは、『つみ手検索』と『評価打ち』の二つで構成している。『つみ手検索』は、その時の局面を全部調べて、三か四を連続してツミまで行けるパターンがないかを検索する。『評価打ち』は『つみ手』がない時、将来、一番、良い局面になりそうな場所を探して、そこに打つ」

「ふ――む。『つみ手検索』の方は、全部の三か四になる箇所を調べ続ければいいですから簡単そうですわ。でも、『評価打ち』というのは、どうやるんですか？」

「私の考えた、局面の善よし悪あしを判断する『評価関数』がプログラムされている。その関数に基づいて何手か先までの全すべての局面のパターンを評価して、一番点数の高くなる場所を探す。あと、それとは別に、学習させておいた過去の勝ちの定石を参照して評価するアルゴリズムも入っている。この『評価関数』と『定石』が『評価打ち』の二本柱だ」

「なるほど」

　鞠菜が頷うなずきながら再びディスプレイに戻り、適当に打つ。智子の言葉は正しかった。その二手後でトモゾーは四・三を作り、鞠菜は負けてしまう。

　鞠菜はお手上げのように手を上げる。

「さすがに今のトモコの話を聞くと、私の力ではトモゾーに勝てる気がしませんわ」

「コンピュータの力を落とそうか？」

「あ、落とせるんですの？　どうやって？」

「トモゾーの場合、先読みする手数の上限値を下げる。本当ならば勝てる手に気がつかない、または一番望ましい手を見つけられない可能性が出てくるわけだ」

「じゃあ、読める手数の深さで難易度を段階的に落とせるわけですわね」

「三段階で切り替えられるようにしているが、どうする？」

「じゃあとりあえず、一番弱いやつでお願いしますわ」

　横から手を伸ばした智とも子こがキーボードを打つと、画面に『最弱』の文字が浮かんだ。

「ちょっと本気を出しますわよ」

　鞠まり菜なはブラウスの袖そでをまくる。

　再戦一ゲーム目は、先ほどのように最初の数手で負けが決まることはなかったが、粘った上、結局、例のきらほの絵が現れて鞠菜の負けが決まる。「最弱」に負けて鞠菜は悔しそうな顔をしつつも、無言のまま次のゲームを始める。今度は三を連続していい形を作ったが、攻撃ばかりに目が行き、三を止められた手が相手の三になっていたことに気がつかないという初歩的なミスをしてしまい敗北。圧おしていただけに悔しさもひとしおらしく、白い頬ほおを風船のように膨らませて不満を露あらわにした。

　しかし、その次のゲームでは鞠菜は見事に十手目で勝ち、さらにその次も勝って連取する。鞠菜は機嫌を直すと、ちょっぴり誇らしげな顔を智子に向ける。

「ちょっと分かってきましたわ。最初は三が続くように打っていって、勝ち手が見つかるのを待つのがいいですわね。追い詰めるだけに入ったら、読みも楽になりますわね」

「一般的な五目並べのプログラムの『評価関数』も、三ができることは基本的に高評価されるように作られているから、その方向性は間違ってはないと思う」

「なるほど」

　鞠菜は対局を続ける。最初はほとんど五ご分ぶの戦いを繰り広げていたが、やがて鞠菜が圧倒し始め、ついには五回に四回ぐらいの割合で勝ち星を伸ばすようになった。

　智子は感心したように腕を組むと、モニターの局面を眺めながら頷うなずいた。

「すでに大おお江えはトモゾーの最弱より深い手数を読めていると思う」

「本当ですか？」

「うん。五目並べはつみ手が始まってから勝敗がつくまでの手数が少ないから、読みの深さの違いが結果にはっきりと現れる。もうこの後は、何度やっても鞠菜が勝つだろう」

「じゃあトモゾーの難易度を上げても大丈夫ですか？」

「それもいいが……、コンピュータとやるのは止やめて、私と対局しないか？」

「トモコと？　でもどうしてですか？」

「対局の学習は、プログラムの強化に有効だから。トモゾーの『評価打ち』のプログラムは、私の局面の評価法そのものだ。それゆえに限界もある。以前から他人の血も入れた方がよいと思っていた」

「でも、学習なんてできるのですか？」

「大おお江えの勝ち筋を『定石』として覚えさせればいい」

「だとしたら、私がトモコに勝つ必要がありますわ」

「大江なら、私が後手で早打ちならいい勝負になると思う」

「分かりました。そういうことなら、協力させていただきます」

　智とも子こは鞠まり菜なの横に置かれた別のパソコンの前に座る。人間同士のゲームでも、二台のパソコンを使ってネットワーク越しに行わなければいけない仕様のようだ。

　智子の向かっているパソコンのモニターにも同じ碁盤の画面が現れ、間もなく鞠菜の見ている画面との間にネットワークが構築される。

　ゲームが始まる。

　事前の宣言通り鞠菜の長考に対し、智子は早打ちで返していく。

　通常の五目並べにおいて、先手は圧倒的に有利である。それは交互に並べていき、先に五を作った方が勝ちというルールからも明らかだ。すなわち、もし平行に並べていけば先に五になるのは先手だからである。実際、先手側には必勝の定石が存在し、それさえ完全に記憶していれば確実に勝てるのだ。

　しかし、それにもかかわらず、はじめ鞠菜は智子に勝てないでいた。最初の五対局を連続して落としたのである。

　最弱とはいえトモゾーに勝てるようになって多少なりとも自信をつけていた鞠菜は、再び不機嫌な顔になった。彼女もこのゲームの先手有利の意味はすでによく理解していた。それでも勝てないのが屈辱的なのだ。序盤、三で先行していっても全すべて防がれ、逆に、手をなくした後は防戦一方になり、そのまま負けてしまう。このパターンを何度も繰り返している。

　六敗目が決まった時、鞠菜は再試合しようとはしなかった。不満げにすぼめた唇を、智子に向ける。

「智子は嘘うそつきですわ。全然、いい勝負にならないじゃないですか」

「いや、読みの深さは、それほど変わらないと思う。ただ、大江は攻めしか考えてないので、リーチのラッシュが止まった時、一気に崩れてしまう。もっと防ぐことも考えないと」

「それは分かっているのですが、どうやればいいのか」

「何手か先かで手が止まることが分かったら、逆に、後手側のつみ手を探せばいい。もしあるようならそれを止やめて、かつ三を作れそうな手を打つ」

「あっ、なるほど」

　この助言は的確だった。続いて行われた七ゲーム目こそ後おくれを取ったが、その次のゲームは鞠菜が初めて智子に勝利し、その後も何度かに一回は負かすようになる。序盤のラッシュでそのまま勝ったり、あるいは一度優勢を奪われても、再度、奪い返し、最初に作っておいた有利な配置を利用して四・三を作るパターンが増えていた。

「どうでしょう？　少しでも私の思考はトモゾーの糧になっているでしょうか？」

　黒碁石の配置を追いながら、鞠まり菜なは智とも子こに尋ねる。ゲーム中に話せるぐらいの余裕が出てきていた。

「恐らくは。やはり大おお江えの打ち方と私の打ち方には違いがあるようだ。初めてだからか、パターン的でない手で、局面を打開することが多い気がする。それも出で鱈たら目めではなく、一貫したある思想に基づいているようだから、何らかの学習はしているとは思う」

「お役に立てて、嬉うれしく思いますわ」

「では、私も長考してもいいかな？　早打ちではそろそろ勝てなくなりそうだから」

「望むところです」

　二人は顔を見合わせるとニッコリと微笑ほほえみ合う。

　その時、鞠菜は初めて田た中なか智子という少女と心が通じ合った気がした。転校以来、智子とは何度か会話を交わしたが、無口で掴つかみにくい性格の上、いつも間にきらほがいたために、「きらほの親友のトモコ」以上の認識を持ちえなかった。しかし、今日、ここに一人で来て、五目並べの話を聞いて一緒にゲームをしていくうちに、彼女がどんな子なのか、なんとなく分かってきた。そしてその人物像は鞠菜にとって好ましいものである。

　それに気がついた時、鞠菜は同時にあのことを思い出した。鞠菜がここにいる理由のうちの一つで、ゲームに興じるあまり、忘れていたことだ。

　すなわち贖しよく罪ざいである。

　――ゲームが再開される。

　宣言通り、智子が長考を使い始めた。設定された思考時間をフルに使って、手を考えるようになる。今までのようなどちらかが勝ったらすぐに新ゲームを再開するというテンポのよい展開は終わり、じっくりとよく吟味された重い一手を打ち合うゲームへと質が変わる。

　顎あごに手を当ててモニターをやぶ睨にらみする智子の横顔に対し、鞠菜がポツリと呟つぶやいた。

「ねえ……。トモコ」

「ん？」

　委員長は答える。顔はモニターに向けられたままだ。

「実は……その、私、トモコに謝らないといけないことがあるんですの」

「……うん？　大江に謝られるような心当たりがないが」

「実は……その」

　鞠菜は組んだ手をモゾモゾと動かした。

「この前、トモコは、その、朝とも永ながと、そのデートをされましたでしょう？」

「あれをデートというか分からないが、映画には行ったな」

「実はあのデート、私、ずっと見ていました」

　ピクッっと、智子の体が震え、鞠菜の方を向く。その顔はほんのりと色づき、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがパチパチと瞬まばたきをしていた。

「ずっと、というと」

「御ぎよ苑えんの入り口での待ち合わせから、トモコのアパートで別れるまで」

「そ、それはつまり……、尾つけていたということか？」

「ゴメンナサイ」

　鞠まり菜なは頭を下げる。

　告白と謝罪で罪が償われるとは思っていなかったが、何よりもまず、そこから始めないといけないのも確かである。これから智とも子こと親しくなるつもりであれば尚なおのことだ。

　きらほの許可は得ている。もし智子から共犯者のことを聞かれたら、きらほの名前を出してよいとまで言われた。

　智子はプイっとモニターへ顔を向ける。制限時間ギリギリのタイミングで白玉を打つと、碁盤を見つめたまま口を開いた。

「まあ、見られて困るようなことはしていないから別にいいのだが……。ただ、理由を聞いてもいいか？」

「それは……」

　今度は鞠菜の方が頬ほおを染めて口くち篭ごもる。

「あの時、私はどうかしていましたわ。前日に物理部で、その、トモコと朝とも永ながが……」

「キスを、か。だからあれは誤解だと言ったのに……」

「あまりにショッキングで、頭がボーっとして、正常な判断ができませんでした」

　答えながら鞠菜もモニターに視線を戻す。あんな告白の後でも、智子はこの対局を終わらせるつもりはないらしい。ならばこちも真剣に取り組むべきだろう。

　鞠菜の意識が局面に入りこもうとした時、

「もしかして、大おお江えは朝永のことが好きなのか？」

　集中が一気に切れた。

「ず、ずるいですわ。このタイミングにそんな話題を出すというのは」

「すまない。しかし、さっきの大江の告白も大概酷ひどいタイミングだったとは思うぞ。……で、実際のところどうなのだ？」

　人形のような顔の上に小さな逡しゆん巡じゆんを巡らせた後、鞠菜ははっきりと告げる。

「好きです」

　答えながら盤面に黒玉を打つ。その瞬間、『運命』が、智子の向かっているパソコンのスピーカーから流れてきた。智子のモニターの端に、お弁当を差し出すきらほのドット絵が現れている。

　鞠菜はキョトンとする。今の手は、制限時間に迫られて苦し紛れに三を作っただけで、先を読んで打ったものではない。しかし、「きらほと弁当」が表示されたということは、この後、鞠菜が正しく三か四を続けていけば、勝てることを示している。

「この手から私が勝てるのですか？」

「私にもちょっと読めていなかったな」

　智子は三をあっさり止めながら答えた。

　鞠まり菜なに番が戻ってくる。鞠菜は碁盤の黒玉の配置を頭の中に入れながら、『つみ手』を探す。必ず勝てる手があると思うと、モチベーションが高くなる。

　と、再び、智とも子こが話しかけてきた。

「大おお江えはまだ転校してきてそう長くはないな。どうして朝とも永ながのことを好きになったのだ？　噂うわさで流れている通り、以前から知った仲なのか？」

　鞠菜は一瞬、動揺する。鞠菜と朝永のなれそめのきっかけが彼女のかかっていた病気であることは、朝永がオカルトドクターをしているということを含めて秘密だからだ。

　さらに、きらほによると智子はそのことについて疑念を抱いているらしい。鞠菜がうっかり口を滑らせようものなら、勘のいい彼女のことだ、一から百のことを導き出してしまう恐れがある。

「一ひと目め惚ぼれですわ。だってかっこいいじゃないですか」

「なるほど。一目惚れか」

「そうですわ」

　そう言って鞠菜は黒の三を続ける。

　智子のモニターからリーチの絵は消えない。最短でつむルートを進んでいるかどうかは分からないが、チャンスを逃すことになる手でもなさそうだ。

「そういうトモコはどうですの？」

　長考を始めた智子に鞠菜はチラリと視線を送る。

「どうとは？」

「朝永のこと、好きではありませんの？」

　実際に知りたいのが半分、お返しの気持ちが半分である。

　しかし智子は、少なくとも表面上は欠片かけらも動揺を見せずに、鞠菜の三を止める手を打つ。

「先週、同じことをきらほにも聞かれた」

「それで、なんと答えられたのですの？」

「好き……だったかもしれないと。中学生の頃ころは。ただ、今はそんなことはないとはっきりと答えた。事実だからな」

「そうですか……」

　その言葉を聞いた時、鞠菜は自分の胸がホッと安らいだことに気がついた。

「しかし……私よりも、もっと気にするべき相手がいるのではないか？」

　智子からお返しのお返しが飛んでくる。鞠菜は「と言いますと？」と、惚とぼけてみせる。

「きらほは朝永に特別な気持ちを抱いているかもしれない」

「どうしてそう思われますか？」

「大江が転校してくる以前の話だが……しばらく、きらほは調子が悪かった。体のどこかが不調というわけではなく、そう、精神的に参っていた。傍そばで見ていられないほど」

「……」

「ところが、六月に入ったぐらいからかな、少しずつ元気を取り戻してきた。きらほに、知り合ってすぐの頃ころのような笑顔が返ってきた。そして、その回復の兆しが見られた時期と、突然、きらほが朝とも永ながの話題を出すようになった時期が重なっている。だから私は、その時に二人の間に何かあったに違いないと思っている。なんというか、強い人間関係が生まれるような事件が……。さらに、その関係は今も続いていると予想している」

「なるほど」

　鞠まり菜なはモニターに視線を張りつけて冷静を装いながら、心の中では大いに驚いていた。きらほが言っていた通り、智とも子この想像は秘密のかなり核心近くにまで到達している。きらほと朝永に関していえば、もしかすると鞠菜以上に理解しているかもしれない。

「私も……。きらほが朝永に対して、なにか特別な感情を持っている、というのは同意ですわ。実際、つい最近、きらほに朝永のことをどう思うか聞いてみました」

　再び三を作りながら鞠菜。

「ものすごい勢いで否定しただろう？」

「そうそう。そうでした」

「あれは高い関心がある、と言っているのと変わらないのではないかな」

「そうかも……しれませんわね」

　鞠菜は唇を小さく噛かむ。きらほが朝永を意識していることは、彼女も心の底では分かっていた。だが無理に、きらほの否定を額面通りに受け取ろうともしていたのだ。一人の男子のことを友人同士の二人が好意を抱く状態がよくないとは思わないが、心乱れるものがあるのもまた事実だから。

「逆に、朝永はどう思っているのだろうな？」

　長考に入っていた智子がそんなことを言った。

「えっ？」

「いや、朝永はきらほのことをどう思っているのだろうか、と思って」

「さあ。どうでしょう」

「実は変わったのはきらほだけではない。奴やつも、昔に比べて学校での口数が増えた」

「……」

　朝永がきらほのことをどう思っているか？

　不思議なことに鞠菜はそのことについて、あまり考えたことがない。朝永は誰だれに対してもつっけんどんで、それはきらほに対しても同じだと思っていた。

　しかし、本当にそうだろうか。きらほの気持ちと同じで、自分の都合のよいような解釈をしているのではないか……。鞠菜は急に不安になる。

　きらほは週に二回ほど朝永のいる医院に通っていて、彼の下で働いている。きらほが受けた手術の費用の代わりに働かせているらしいが、しかし、分割払いでよいなら自分の医院で雇わなくても、どこかで勝手にバイトをさせて定期的に現金を納めさせてもよいのではないか。あの潔癖症で人嫌いの朝永が、わざわざ自分の医療にきらほを交ぜたのはどうしてか。

　鞠まり菜なは自分が手術を受けた時、あるいは智とも子この病気のことで話しあった時の、朝とも永ながのきらほに対する態度を思い出そうとする。冷たく突き放すそぶりの中に、何か他ほかのものがありはしなかったか。

　あったかもしれない……。と鞠菜は思う。

　それは信頼。ブツブツと文句を言いながらも、朝永はきらほを信頼してはいなかったか？　そしてそれは、きらほから朝永に対する態度にも見え隠れすることである。

「そうですわね。もしかしたら、二人の間にはすでに確かな関係が生まれているかもしれませんわ……」

　人形のような鞠菜の顔に、うっすらと陰が浮かんでいた。

「だとしたら……、私はもう二人の邪魔はしません」

　鞠菜はきらほのことを朝永と同じくらい命の恩人だと思っているし、大好きなのだ。友情と朝永に対する気持ちが背反していたとしたら、どちらを諦あきらめるかは決まっていた。

「それは早計ではないか？　関係といってもいろいろあるわけだし。その辺がはっきりと宣言されるまでは、大おお江えには朝永へのアタック権があるだろう。この先、実際にあの二人がどうなるかなんて分からないぞ。なにしろナパーム弾と変人の組み合わせだ」

「そうでしょうか？　考えれば考えるほどきらほと朝永が近い未来、ラブラブのカップルになる運命のようなものを感じますわ。なんと言いますか、私の『読み』によると」

「それはかなり怪しいな」

「そんなことはありません。このゲームの私の勝ちと同じくらい、確実、です」

　鞠菜はモニターを見つめながら言った。

　局面は鞠菜のリーチは変わらず、あと数手で黒の勝ちという段階に来ていた。鞠菜はツミ手を完全に読みきれていなかったが、勝ちの形は頭にはっきりと浮かんでいた。この数時間五目並べをやることで身についた、慧けい眼がんのようなものである。

「そうは言うが結構、難しい手だぞ」

　牽けん制せいする智子もまた鞠菜のリーチの連続を防ぎながら、白玉による包囲網を完成しつつある。もし、鞠菜が一手でも予測を誤れば、逆にリーチが始まり、そのまま終わらせる目算がついていた。

　そのため、鞠菜は十分すぎるぐらいに長考しながら、慎重に次の手を探す。

「そうそう話は戻るが……」

　鞠菜が碁盤の石の配置に意識を入りこませていると、再び、智子が話しかけてきた。

　今まではどうか分からないが、今回は明らかに鞠菜に集中させないための作戦だ、と鞠菜は思う。碁盤の上はまさに天王山。ここでの一手が、勝敗を分けるに違いない局面なのだ。話しかける方も集中できない点で同じだが、多くの定石を知っていて五目に脳の思考の一部しか使っていない智子に対し、鞠菜はリソーセスの大半を傾けている。会話による意識の乱れは、致命傷になりかねない。

（ここは集中、集中）

　適当な相あい槌づちを返しながら、鞠まり菜なは碁盤への集中を維持した。

　あと少しで――。あと少しで、「神の一手」が見つかる予感がするほどに、鞠菜の意識は局面という宇宙と一体化しようとしていた。

（浮かぶ……。もう少しで……。神の一手が……）

　頭の中に広がった銀河の中心に据えられた碁盤上の一点が明滅しようとする――。

「私は結局、本当に朝とも永ながからキスをされたわけだが」

「！」

　ガラガラガラと、銀河は「神の一手」と一緒に崩れ去った。代わりに現れたのは、先週のプールのあのシーン。

「そ、それがどうかしましたか？」

　と返しながら打った手は、攻防の中心から離れた場所で一方の端を止められた四を作るもの。智とも子こはもちろん、すぐにそれを止めたので、すぐに鞠菜の番に戻ってくる。

「初めてでしたか？」

　落ち着かない様子でモニターに視線を送りながら鞠菜は反撃する。

「ああ。ああいう濃いのは初めてだ」

「えっと、その、初めてのキスはどうでしたか？」

「興味深かった」

「興味深い？」

　動揺を誘うつもりが、逆に自分が動揺を増していた。鞠菜はモニターから目を離すと、智子を見てしまう。智子も鞠菜の方を向き、真剣な表情で頷うなずいた。

「朝永は、意識が朦もう朧ろうとしていた私の顔を両手で押さえると唇を重ねてきた。奴やつの舌は固く閉ざされた私の唇の間を突破し口の中に侵入してくる。さらに第二防衛線たる前歯の間を易々と通過した奴の舌は、慣れた動きで私の舌に絡みつき、行動不能にし、さらに奥へ奥へと侵入して唇から喉のどまでのルートを蹂じゆう躙りんした。気を失いかけた状態だったが、口の中で跳ちよう梁りようする奴の舌だけは最後まで意識下にあった。二度と御免だが、自分の口の中に舌が二枚あるのは興味深い経験だった。さくらんぼのへたを結ぶ練習をする人間がいるというのが分かった気がする。スキルが上がりそうだ」

　真顔で話す智子を、口を半開きにした鞠菜が首まで赤くしながら見つめていた。ボーっとした脳裏には朝永の顔が浮かんでいる。それが眼前に迫ってきて、唇を重ねて、さくらんぼのへたで………………。

「大おお江え。おい、大江」

　智子の声でハッと我に返る。

「制限時間がいっぱいだぞ」

　智子は鞠菜の側のモニターを指差していた。

「わわわっ」

　鞠菜は慌ててまた主戦場から離れた僻へき地ちに三を作り、難を逃れようとした。

　しかし、まさにその時――。鞠まり菜なのパソコンから例のメロディが流れ、きらほのドット絵が表示された。同時に、隣の智とも子このモニターからは消える。

「しまっ！」

　鞠菜は焦った顔で碁盤をよく見ようとしたが、その時にはすでに智子が次の手を打っていた。それは今、鞠菜が作った黒の三を止めつつ、白の三ができてしまう手である。これでは攻守が入れ替わる。さらにいえば白玉の黒玉に対する包囲網は完成しており、鞠菜の手が止まった直後から今度は智子の猛攻が続くのは明らかだった。現にリーチのサインが出ているのだから間違いない。

　鞠菜は智子の三の猛攻を止めていくことしかできないのだ。止めつつ三か四ができる手を探すが、すでに智子はツミまでの筋を読めているらしく、そんなミスは期待できそうにない。三を止める代わりに、無理に止められた四を作って一手猶予をつくったりもしたが、悪あがきにもならない。

　リーチから丁度、十手目。智子は白の五を完成させた。見事な逆転劇である。

「ムッキ――。ずるいですわ。長考中にあんな人心をかき乱すようなことを言って！」

　鞠菜は不満そうに腕を組んで智子を睨にらむ。結構、本気で怒っていた。

「すまない。さっきのは完全に狙ねらっていた。先週、きらほに今の話をしたら面白いくらい動揺していたから、使えるかなと思った」

　智子は悪びれた様子もなく答える。



    

  
    
      



    

  
    
      「もう、酷ひどいです。智とも子こがこんな姑こ息そくな手段を使って勝ちを得ようとする人とは思いませんでした！」

「大おお江えが勝利は確実、とか言っていたので、ちょっと余計なことをしたくなったのさ。でも、ほうらっ。意外に先で状況がどうなるかなんて分からないだろう？　ちょっとしたことで局面が大きく変わることはあるということ」

　意味ありげな微笑ほほえみを浮かべる智子に、鞠まり菜なは紺こん碧ぺきの瞳ひとみをしばたたかせた。

「一寸先は闇やみ。五目並べを含めて、コンピュータ将棋やチェスの強さの限界点はまさにそこにあるといわれている。さっきも説明したが、コンピュータの『評価打ち』は何手先までかの局面を評価し、一番評価の高い手を発見してそれを打つ。しかし、計算機のメモリーと計算時間の関係から、読める手数の限界は決まっていて、ある手より先は完全にブラックボックスなのだ。読める手の限界のまさに次の手で急激に評価の低い状況になるかもしれないことを予測できない。今、最高だと評価して打った手が、実は最悪の手だったりすることがあるわけだ。これを『フレーム問題』という」

「それは……、私ときらほと朝とも永ながの人間模様も、先でどうなるか分からない、とおっしゃっているわけですか？」

「そう。それにもしかしたらその人間模様に私や、まったく他ほかの誰だれかが将来加わる可能性だってある」

「なんだか卑劣な勝ち方をした言い訳を無理にこじつけているようにも聞こえますが……、でもトモコのおっしゃりたいことは分かりましたわ。要するに私が朝永のことを諦あきらめる必要はないということですわね。でも、どうしてそんな忠告をしてくださるんですの？　トモコ」

「その方が賑にぎやかで楽しそうだ」

「楽しそうって……。まったく、人ひと事ごとだからって勝手なことをおっしゃりますわね」

　鞠菜は少々呆あきれたように言った後、フッと笑う。

「……心配には及びませんわ。言われるまでもなく私は諦めたりはしませんわ。狙ねらった獲物は逃さない。それが大江の家訓です。きらほやトモコに負けはしません」

　ブロンドの後ろ髪を余裕たっぷりに掻かき上げる。

「うむ。行け、大江。小学生のような恋愛観でストップしたままのきらほに、大人おとなの恋愛をもって挑むのだ」

　智子は目を閉じながら、小悪魔的な笑みを口元に浮かべた。

「うふふふ」

「ふっふっふ」

　笑いあいながら、鞠菜は少し奇妙な気持ちになっていた。懺ざん悔げするつもりでここに来たのが、なぜか智子と五目並べを打つことになり、いつの間にか彼女と打ち解けていた。鞠菜は予定通り罪を告白したのだが、智子がそのことを問おうとはせず、話が妙な方向に向かってしまったためである。それはひとえに智子の大らかで、かつ、一風変わった人柄のお陰だろう。

　それは鞠まり菜なにとって極めて好ましく感じられた。彼女となら友達になれると確信が持てるほどに。

　鞠菜は腕時計に目をやりながら、立ち上がった。

「そろそろ、帰らないといけませんわ」

「そうか」

　鞠菜がスカートの皺しわを伸ばしていると、智とも子こは椅い子すに座ったままキャスターを転がして接近してきた。

「また、今度はきらほと一緒に来てくれ。いつでも歓迎だから」

「物理部の活動はいつなのですか？」

「一応、公式的には週に二回、火、木だが、私はほぼ毎日来ている」

「なるほど」

「次、来てくれた時は教え損なった連れん珠じゆのルールを伝授するぞ。先手と後手のバランスをとるために研究されてきたルールの妙が分かるはずだ」

「でしたら、明日、教わりに来ますわ」

「明日？」

　鞠菜は鞄かばんの中からクリアファイルに挟まれたプリントを取り出す。免罪符のつもりだったがその意味はすでに消失し、その行動は自分の意思によるものだ。

　プリントの頭には『入部希望願』という文字が躍っていた。

「碁盤の上では読みの深いトモコも、私がこうすることまでは想像できなかったようですわね？」

　鞠菜はしてやったりの笑いを浮かべる。目をクルクルと回している智子に、手を差し伸べた。

「明日からよろしくお願いいたしますわ、トモコ。あと、今度から私のことは鞠菜と呼んでくださいな」



    

  
    
      
KarteC-XX　hoo-ha　ドクター朝とも永ながの華麗なる半日





　白しら川かわ医院のドクター・朝とも永なが怜れ央お麻まは毎朝七時に起床する。

　低血圧のアンニュイな顔で浴室に向かい、時間をかけてゆっくり寝汗を流す。体を拭ふきながら洗面台の前に立つと、次は歯のブラッシング。最後にブローした漆黒の髪に櫛くしを通し、鏡の中の自分に「よしっ」と呟つぶやく。

　そんな毎朝の通過儀礼――。

　しかし、それを経てもまだ朝永のエンジンはかからない。そう、なぜなら。

　朝永怜央麻の朝は一杯のコーヒーから始まるのだ。



　朝永はトランクス一枚に首にタオルをかけただけの艶なまめかしい格好で厨ちゆう房ぼうに向かう。厚切りの食パンをトースターにセットして、食器棚からコーヒー豆の入った缶を出す。

　コーヒー豆は二日に一回、青い豆を自家製のロースターでローストしたものだ。本当ならば飲むたびにローストしたいところなのだが、さすがにそれでは手間がかかる。特に朝は時間がないのでいたし方ない。

　缶を開けた朝永の顔が青ざめる。

　ない。中にあるはずの褐色の宝石、コーヒー豆がない。

「ば、馬ば鹿かなっ！」

　愕がく然ぜんと天井を仰ぐ。まさか泥棒か？

　日曜だった昨日の午前、朝永は間違いなくコーヒー豆をローストして缶に入れた。出勤していたきらほが物珍しそうに見ていたので、ローストの方法を教えたはずだ。

　それで思い出した。

「しまった！　そうだった」

　午後の休憩で一服をいれようと診療所からマンションに戻った時のことだ。頼みもしないのにきらほがコーヒーを淹いれると言い出した。古い方から使えと言ったのに、ローストしたばかりの豆の入った方の缶を開けて、あまつさえひっくり返したのだ。

　古い方の缶の残りを使って昨日一日は事なきを得たが、新たに補充しておくのを忘れていた。

　チ――ン。

　絶妙のタイミングでトースターが鳴る。

　朝永は時計を見る。今から青い豆をローストしている時間はない。

「馬鹿な……」

　朝永にとってコーヒーを飲まない朝など、じゃがいもの入っていない肉じゃが、チキンライスに旗の刺さっていないお子様ランチのようなものだ。

　いっそ、学校を休むか、とも考える。

　しかし朝とも永ながは基本的に手術や患者が来ない時以外は欠席しないことにしている。重病患者が入院すれば長期で休むこともある。できるだけ休める日数は確保しておきたい。

「くそっ」

　朝永はトーストをかじると、カフェオレ用に買っておいた牛乳を飲んだ。

　やはり目が覚めた気はしなかった。



「桜さくら乃のが来るようになってから、どうも生活のリズムが狂うようになった」

　朝永はブツブツ言いながら、新宿駅の地下街を『六りつ花か学がく院いん』の方向へ歩いていた。

　桜乃きらほ――。

　白しら川かわ医院の看護師で、自身が受けた手術の費用を払う代わりに働いている。まじめでやる気もあり、時々朝永の予想以上の働きを見せるのだが、どうも一緒にいると向こうのペースに巻きこまれることが多い。

「これではいけない……」

　と、思うのだが、あの半端でない行動力が発揮されると、どうしても振りまわされてしまう。

「さすが二中のナパーム弾……といったところか」

　朝永はフッと笑う。

　いや、気取っている場合ではない。このままでは学校にいる間、ずっとコーヒーを飲めなくなってしまう。売店で缶コーヒーは売られているが、とても飲めたものではない。

　以前、一度口にした時は、

「毒入りだ！」

　と、叫んで、缶を床に投げつけそうになった。口の中に添加された香料の匂においが広がり、味覚が破壊されたかと思った。

　普段、朝永は毎朝挽ひいた豆を学校に持っていって宿直室でコーヒーを淹いれてもらっている。宿直のおばさんに「コーヒーのお兄さん」と呼ばれているのも、甘んじて受け入れていた。だが、今日はコーヒー豆自体がないのだから、挽いた豆もあろうはずがない。

「生き残れるだろうか……」

　決して大おお袈げ裟さな話ではない。朝永のコーヒー中毒は異常である。禁断症状が進むと喉のどを掻かいて苦しみ始め、やがて痙けい攣れんが全身を襲い、最後には意識を失って倒れてしまうのだ。

「死んだらあの世で恨むぞ、桜乃きらほ」

　朝永は額ひたいに冷や汗を浮かべながら呟つぶやいた。



『六花学院』に到着した朝永は、正門の前で立ち尽くした。

　もうすぐ八月だというのに後ろで木枯らしが吹きぬけたような、そんな気がした。

　校門は閉じられ、一枚の紙が張られてあった。

〈本日　電気設備の一斉点検のため、臨時休校〉

「馬ば鹿かな！」

　叫びながらも、心当たりがないわけではなかった。先の週末、期末試験の後に、担任の丸まる山やまがそんなことを言っていたような記憶がある。

　日ひ頃ごろから学校の配布物には目を通さず、担任の話にも耳を傾けない朝とも永ながは、その手の学校の予定を把握できていないことが多い。臨時休校の話もちゃんと聞いていなかったので、下校前に、田た中なか智とも子こに尋ねようとしたのだ。

　だがその前に、田中の後ろの席のきらほに話しかけられた。

　きらほは最後にあったテストの問題の答えを、（ａ）にしたか（ｂ）にしたかと朝永に尋ねてきた。「その答えは（ｄ）だ」と、簡潔かつ明めい瞭りように答えると、「なんで？　どうしてー？」とさらに聞いてくる。

　朝永は呆あきれると同時に、自分の無力さを感じた。なぜなら、きらほに尋ねられた問題は、試験前に白しら川かわ医院で朝永が教えた範囲だったからだ。

　仕方なく、朝永は再び懇切丁寧に教えることになったわけだが、その間に委員長が部活に行ってしまい、さらに朝永自身、聞こうとしていたことを忘れたために、確認しないままになっていた。

「またしても、桜さくら乃のか！」

　朝永はその場で地団駄を踏んだ。

　ハッと我に返る。

「いかんいかん」と反省するように、首の後ろを掻かく。いつのまにかリアクションがきらほのようになっている。

「帰って豆でも煎いるか……」

　朝永はポケットに手を入れると、来たばかりの道を戻り始めた。



　白川医院の入っている第三茶ちや谷たにビルの二階は、使われなくなった診察台やオカルト医療機器の類たぐいが置かれた倉庫として使われている。

　一年前、朝永はその倉庫の片隅を仕切ってコーヒー豆の貯蔵庫として改造した。貯蔵庫の中は空調や湿度が適切に管理されており、コロンビアの契約農家から定期的に空輸してくるコーヒー豆を完かん璧ぺきな状態で保管している。この青い豆を飲む直前に自前で焙ばい煎せんすることで、常に新鮮でフレーバーなコーヒーを楽しめるという按あん配ばいだ。病的なこだわり。個人でここまでやっている人間は、日本中を探してもそうはいない。

　学校からとんぼ返りしてきた朝永が貯蔵庫の開き戸を開けると、暗い中で小さな物音が聞こえた。

「むむ？」

　朝永は眉まゆをひそめる。コソコソっという音。気配、といってもいいかもしれない。とにかく中に何かいるような。

　明かりのスイッチに手をかける。嫌な予感がするが、このまま放ほうっておくわけにもいかない。怖いもの見たさにも似た気持ちになりながら、朝とも永ながはスイッチを押した。二畳ほどセメントの床が白い明かりで照らされる。

　壁に立てかけるように置かれた二つの麻袋以外、何も見当たらない。

「ふう」

　朝永は汗を拭ぬぐって倉庫の中に一歩踏み入れる。その時――。

　トットコ、トットコと音を立てながら、麻袋の陰から何かが飛び出した。

　大きいのが一匹に、小さいのが二匹。

　丸くて、フサフサで、尻尾しつぽが生えて、好物はヒマワリの種とか歌いだしそうな連中である。

　外に出ようとする三匹は、朝永の足元に向かって一斉突撃をしかけた。

「来るな！　やめ……」

　朝永は仰のけ反ぞりながら悲鳴を上げた。先頭の一匹が、履いていたスリッパに触れた瞬間、視界がブラックアウトした。



　………………………………。



　意識が戻った時、朝永はコーヒー貯蔵庫の前で仰け反った格好のまま突っ立っていた。

　扉を閉じ、鍵かぎをかける。どこから侵入したのか分からないが、この貯蔵庫はあの小ヽ動ヽ物ヽたちの避暑地になっていたらしい。あくまで小動物であり、ネがつく生き物とは考えないことにした。精神衛生上。

「あの豆は使えないな……」

　貯蔵庫は薬品で消毒。今ある豆は廃棄。小動物が入ってきそうな隙すき間まを完全に塞ふさぐ工事をするまで、しばらくコーヒー豆は専門店で買うことを決める。

「しかし、さしあたって今日の午前中はどうすればいい？」

　ショップが開くまで、あと二時間は待たなければいけない。一方、朝永の体はそろそろ禁断症状が始まっていた。イライラとして落ち着かない。体が震える。

「仕方がない……。どこかで飲んでくるか」

　繁華街のど真ん中なので、この時間からやっている喫茶店ならいくらでもある。しかし、外でコーヒーを飲む習慣のない朝永はあてがない。

「そういえば、確か……」

　きらほが近所のコーヒースタンドのコーヒーが美お味いしいと言っていた気がする。

「仕方がない。そこにするか」

　背に腹は代えられぬ。そう思いながら、朝永は再び茶ちや谷たにビルを出発した。



　その十分後――。

　コーヒースタンドの前には顔を真っ赤にした朝永がいた。すでに店から出てきた後である。

「どうなっているんだ、この店は」

　プンスカプンスカプンプンと頭から湯気が上っている。

　あまり清潔とはいえない店内や、不特定多数の人間と共有するトレイやコップは辛つらかったがそれでも耐えられた。しかし、どうしても我慢できなかったのがコーヒーの味だ。

　一杯二百二十円のブレンドコーヒー。

　朝とも永ながは一口飲んで顔をしかめた。レジに持って行き、傷んでいるので変えてくれと頼んだが、バイトの店員に呼ばれてきた店長は何も傷んでいないと言い張る。

　それでも朝永は頑張った。いかにコーヒーの酸化が味を落とし、香りをなくすかを科学的な理論に基づいて説明した。

　その結果、お客様は当店には合いそうにありません、と言われ、追い払われるように外に出されたのだ。つまりコーヒーは飲めずじまいである。

　朝永は両手で頭を押さえ、漆黒の髪をクシャクシャにした。禁断症状からくる体のイライラが頂点に達しようとしていた。

　どうしてこんなことになったのだ？　未いまだにコーヒーが飲めないのは何かの陰謀か？　朝永怜れ央お麻まの朝は一杯のコーヒーから始まるのではないのか!?

「これも全部桜さくら乃のきらほが悪いのだぁ―――――！！！」

　あらん限りの声で叫ぶ。肺の中の空気をまとめて吐き出した。往来の視線を集めたが、朝永にとって大きな問題ではなかった。

　ハァハァと肩で息をしながら呼吸を整える。叫んだおかげで若干、落ち着いてきていた。

「帰るか……」

　外で飲むことはリスクが高すぎる。朝永は専門店が開く時間まで、大人おとなしく家で待つことにした。



　コーヒースタンドから帰る途中のこと。

　ニャアニャア。

　雑居ビルの立ち並ぶ場所で、朝永は猫の鳴き声を聞いた。声の方に目をやると、ビルの間の陰に子猫がいた。薄汚れた茶毛に覆われた体は痩やせ衰おとろえ、震えていた。なにか訴えかけるような瞳ひとみで朝永の方を見ている。

　一度はそのまま通り過ぎた朝永だったが、すぐに引き返す。

「ビルに猫がいればネズミをとってくれるかもしれないしな」

　そんな言い訳のようなことを呟つぶやきながら、朝永は猫の近くでしゃがむ。

　しかしどうやって連れて帰ればよいのか。薄汚れた子猫の体には、大量の雑菌が存在することが予想された。

「いいか。拾ってほしければしばらく、そこにいろよ」

　朝永は子猫にそう言うと、立ち上がって茶ちや谷たにビルに一度戻った。二階の倉庫からステンレスの桶おけを持ってくると、猫をその中に誘導して連れて帰る。

　ビルに戻ると、桶を持ったまま風ふ呂ろ場ばに行く。水のはったたらいの中にザブンとつけ、石せつ鹸けんでジャブジャブと洗い始める。

　猫は大人おとなしく、水に濡ぬれても抵抗はしなかった。最後にシャワーで泡を流すと、綺き麗れいな小麦色の毛が現れる。

　なかなか器量が良い。もしかすると、元々どこかで飼われていたのかもしれない。

　その毛の色から、朝とも永ながの頭には少し前に尻尾しつぽと耳の生えたクラスメイトの顔が浮かんだ。

「よし、今日からお前の名前は“〝キラホ”〟だ」

　そう言って、猫の首を掴つかんで持ち上げる。

「しかし……オスか」

　下腹部を見て呟つぶやく。

「じゃあ、お前はキラホノ介だ」

　朝永は自分のネーミングセンスにクックックと笑う。この猫がキラホノ介と呼ばれているのを知った本家きらほの反応を想像して、さらに痛快な気分になる。

　たらいから出すと、ドライヤーで体を乾かして冷蔵庫の牛乳を湯ゆ煎せんして飲ませる。お腹なかをすかせていたのか、キラホノ介はよく飲んだ。

「こっちのきらほも食い意地が張っているな」

　朝永は赤い瞳ひとみを細める。背中を叩たたいてげっぷをさせて、そのまま肩に乗せた。



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあ、出発だ」

　いつの間にか、十一時を回っていたのだ。



　青いコーヒー豆五キロを担ぎながら、再び朝とも永ながは第三茶ちや谷たにビルに戻っていた。

　これで家に戻れば待望のコーヒーにもありつける。キラホノ介にかまうことで何とか辛抱できている禁断症状も、あと三十分ほどの辛抱だ。

「お前のお陰で運気が戻ってきたような気がする」

　朝永は肩のキラホノ介に語りかける。

「本家きらほが乱すペースを二代目が修正する。これからも頼む」

　キラホノ介の首を指でくすぐる。キラホノ介はグーグーと声を出して、気持ちよさそうに目を細めた。

「キャットフードを買っておいた方がいいか」

　多少コーヒーを飲むのが遠ざかってしまうが、新しい友のためだ。朝永は近くのデパートに足を向けた。

　横断歩道で信号待ちをしている時、ふと、傍そばの電信柱に張られた紙が目に入る。

　愕がく然ぜんとなる。

　見たくないものが見えてしまった、そんな感じだ。このまま気がつかなかったことにできないか、とチラリと思う。

　信号が青になる。が、朝永は歩き出せないでいた。

　ため息をつく。電信柱に近づき、セロハンテープで張られた紙を丁寧に剥はがす。

「探し猫」と書かれていた。



「本当にありがとうございました」

　朝永は第三茶谷ビルの前で頭を下げられていた。「探し猫」の紙に書かれていた、猫の飼い主の女の子とその母親である。

「いえ……。偶然、拾っただけですから」

　朝永は手を振る。

　キラホノ介は、本名をみかんという。近所の家で飼われていたのだが、女の子が外で遊ばせている時、ちょっと目を離した隙すきに迷子になったらしい。

「よかったね、みかん」

　小学生低学年くらいの女の子がギュッと、抱きしめる。腕の中でキラホノ介は幸せそうな顔をしていた。

　猫を抱きながらスキップをしながら帰っていく女の子の背中をいつまでも見つめながら、朝永は肩をすくめた。

「さて、戻ってコーヒーでも飲むか……」

　ズボンのポケットに手を入れて、少し前かがみになって朝永はビルに戻って行く。

　部屋に帰ると早速、ローターに青いコーヒー豆を仕込んでスイッチを入れた。

　もう昼食の時間である。結局、本日最初のコーヒーは、ランチと一緒に飲むことになりそうだ。

「来らい々らい軒けん」にいつもの点心セットを注文しようと、朝とも永ながが電話の子機を手にした時、玄関のチャイムが鳴った。

「またか……」

　どうやら朝永にコーヒーを飲ませまいとする強大な力が働いているらしい。しばらく放ほうっておくと、立て続けに何度も鳴らされた。

「くそっ！」

　朝永は廊下をドタドタと走って行くと、玄関を乱暴に開けた。

　桜さくら乃のきらほが立っていた。

　白地に熊くまのワンポイントのＴシャツに、ジーンズ。ラフな格好だ。手には紙袋をさげていた。

「来ちゃった………………。なんちゃって」

「今日は出勤日ではないはずだが？」

　きらほの冗談を朝永は素で返す。

「差し入れよ。どうせ今日も来々軒なんでしょ？　昼から委員長と新宿で待ち合わせなの」

　そう言いながら、きらほはずかずかとマンションの中に入ってくる。勝手知ったる他人の家。なんの躊ちゆう躇ちよもない。

「差し入れって……お前が作ったのか？」

　きらほの背中を追いながら、朝永は危なそうな顔をする。

「大丈夫、大丈夫。サンドイッチなんだから」

「サンドイッチ……。なら大丈夫か」

「ちょっと、オリジナル要素をいれたけど……」

　きらほがボソっと呟つぶやいたような気がした。

「今、何か言ったか？」

「なにもー。さあ、朝永、いつもの美お味いしいコーヒーを淹いれてよ。ランチにしよう」

　きらほはダイニングの椅い子すに座ると、朝永に命令した。

「俺おれが淹れるのか？」

「もちろん！　私はサンドイッチを作った。朝永はお得意のコーヒーを淹れる。これギブアンドテイク。適材適所。オッケー？」

「適材適所？」

　朝永は片かた眉まゆを上げたが、すぐに諦あきらめたようにうな垂れた。

「今、ローストを始めたばかりだから、もうしばらく時間がかかるが……」

「ノープロブレム。ゴーゴー」

　きらほは陽気に叫ぶと、台所を指差した。

（何がノープロブレムだ。誰だれのせいで今までコーヒーを飲めない事態になっていると！）

　と叫びたいところだった。が、言われた通り朝とも永ながは台所に向かって行く。

　

　やはり――。朝永は思う。

　きらほの近くにいるとペースが崩れてしまう。

　何度、軌道修正しても、いつのまにか彼女のペースで動いてしまっている。それぐらいきらほのマイペースは強力で、周りを全すべて呑みこんでしまうブラックホールのようなものなのだ。きらほ時空といってもいいかもしれない。きらほの近くにいる限り、この先もずっと朝永のペースは狂いっぱなしになることだろう。



　だが最近は――、それはそれで悪くないような気もする。

　きらほのペースで自分が流されていることが、心ここ地ちよく感じることもある。

「すっかり、毒されてしまったな……」

　そう呟つぶやきながら、朝永は心地よい煎いりたてのコーヒーの香りでいっぱいの台所に入って行った。



    

  
    
      



    

  
    
      




　高校一年の一学期。

　新しい環境に戸惑いながら、自分の居場所を手探りで見つけていくうちに過ぎて行く四月。いつの間にか始まっていた中間試験がいつの間にか終わり、ようやく慣れた学校生活が今度は退屈に感じるようになる五月。しかし、退屈だろうがなんだろうが期末試験は必ずやってくるわけで、ゆっくりだけど着々と迫ってくるその足音に戦々恐々と過ごす六月。ただひたすら頑張るだけの七月――。

　そんな長い四ヶ月を、何を頼りに乗り越えるかというと、夏休み、である。

　もういくつ寝ると……。

　一学期も中盤に差しかかると、学校での暦こよみは夏休みまでの日数で考えるようになってしまう。永遠に感じる試験勉強も、これさえ乗り越えればと思えば我慢できる。

　部活の練習だけで終わることが決まっていようと、旅行の予定などなかろうと、夏休みには形容しがたい魅力があるのだ。始まって二週間もすれば、今度は二学期までの日を数えて暗あん鬱うつたる気持ちになるわけだが……。



　とにかく。七月も終わりのある土曜日、桜さくら乃のきらほの夏休みが始まった。



　１　そうだ、海へ行こう！



「ふっふふっふ、ふ―――ん」

　澱よどんだ空気の滞留する午後の新宿地下街を、軽やかな鼻歌が流れていた。ウキウキした気持ちが音符に乗って漂っているかのような旋律。聞いていると、思わずハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐう手を休めて笑みをこぼしてしまう、そんな鼻歌である。

「鞠まり菜なちゃん、ちょっと浮かれてる？」

　桜乃きらほは、前を歩く鼻歌の発生源である鞠菜・大おお江え・ビュートリッヒに尋ねた。

　鞠菜が振り返る。

　長い金髪に澄みきった青い目。外国の人形が日本の学校の盛夏服に袖そでを通したような、そんな表現がピッタリの容姿だ。

　鞠菜は後ろ向きに歩きながら腰に手を当てて、少しすねたような顔をしてみせる。

「あら、私は浮かれてなんかいませんわよ」

「そうは見えないけど」

「いえ、そんなことありません」

　前に向き直ると鼻歌を再開する。

（まあ、夏休みだもの。誰だれだって浮かれるよね）

　きらほは微笑ほほえみながらそんな風に思う。自分だって、鼻歌どころか校歌を朗唱したいぐらいの気持ちのはずなのだ……本当ならば。

　今日、「六りつ花か学がく院いん」は一学期の終業式だった。正午で学校を解放された瞬間から、夏休みが始まったのである。

　大多数の学生がそうであるように、きらほもこの日を指折り数えて待っていた。担任の丸まる山やま先生に「では、よい夏休みを」と言われた瞬間、体中が強大な解放感に包まれた。背中に羽根を生やして、どこか遠くに飛んで行きたい気持ちになった。今でも「夏休み開幕！」と思っただけで、お腹なかの底の方から熱いパトスがこみ上げてくる。

（なのになあ……。ハァ――）

　きらほはこみ上げたパトスを小さなため息と一緒に口から吐いた。

　本当なら解放感に導かれるまま、今いま頃ごろ、委員長や鞠まり菜なと渋谷か原宿に繰り出しているところ。しかし、現実に彼女が歩いているのは、いつもの帰り道と変わらぬ新宿の地下街で、向かっているのは百貨店でもなければショッピングモールでもなく、消毒用アルコールの香りが漂う新宿三丁目・白しら川かわ医院である。

　毎週土曜日はアルバイトの日なのだ。

　終業式の日とバイトが重なることはずっと前から分かっていた。しかしそれでも、先ほど校門を出た時、きらほはバイトをサボってどこかに行きたい気持ちを抑えるのに苦労した。鞠菜が夕方までいると言うので仕事がなくても退屈はしなくてすみそうだが、一年で一番解放的なこの日を、あの閉へい塞そく感溢あふれる受付で過ごすのは少々悲しいものがある。

（今日ぐらい休みにしてくれない……かな？）

　きらほは横を歩いている、人事権を百パーセント握る男の顔を覗のぞき見た。

　雪花石膏アラバスターのように白い肌。彫りの深い日本人離れした顔立ち。艶つややかな黒い髪にカーディナルレッドの瞳ひとみ。男女を問わず、思わずため息が出てしまうほどの美形――。朝とも永なが怜れ央お麻まである。

　朝永はいつもの無愛想な表情で前を見据えながら歩を進めている。その様子は夏休みが始まったばかりの学生にはとても見えない。期末試験二日目、寝不足でイライラしているきらほのような顔だ。

（とても言えない、よね……）

　朝永にとって学校はどうでもいいような存在である。通っているのは恐らく趣味みたいなもので、実際、彼の成績は通学の必要をまったく感じさせない。一昨日、張り出されていた期末試験の結果は、中間試験と同じくフルマークのトップだった。

　それゆえに朝永は、その学校の行事である夏休みに対しても特別な感情がないし、普段から自由きままな学校生活を過ごしているから解放感もないだろう。医院を朝から開けられるので都合がいい、ぐらいにしか思っていないかもしれない。

　そんな朝永に、夏休みの初日ぐらい休みにしてくれない、と頼んだところで、「どうしてだ？」と逆に質問されることはあっても理解は得られないのではないか。

（まあ仕方がないよね。朝とも永ながなんだから）

　きらほがもう一度ため息をついていると、前を歩く鞠まり菜なが後ろに下がってきて朝永との間に入った。眩まぶしいくらいに幸福そうな顔をきらほへ向ける。

「きらほは夏休みの予定はどうなっていますの？」

「う――ん。予定かあ」

　きらほはチラリと、朝永の顔をうかがう。まだ具体的な指示こそ受けていないが、以前に聞いた話だと、夏休みの大部分を白しら川かわ医院で過ごすことになりそうなのだ。

「今のところ決まっていないかな。鞠菜ちゃんは？」

「私も特に。滞っている家の仕事をすることになるかもしれません」

「そうか。鞠菜ちゃんは一年中忙しいもんね」

　鞠菜は世界に冠たる企業グループのトップである。家の仕事に夏休みは関係ないだろう。

「と、言っても、まとまった休暇を一週間ぐらいとる予定ですわ。コートダジュール」

「コートダジュール!!　……ってどこだっけ？」

「南仏です。紺こん碧ぺき海岸」

「紺碧海岸……。ってことは海か。いいなあ、海。やっぱり夏は海だよね」

　世界の地理に疎いので、南仏と言われても大西洋なのか地中海なのかも分からないが、とりあえず海には違いない。

「私もこの夏、どこか遠くの海へ旅行に行きたいと思っているのよ。ただねえ……」

　もし桜さくら乃の家で行くとすれば、父の仕事や野球部に精を出している弟の琢たく己みの都合からお盆の一週間しかない。しかしその頃ころ、白川医院は一年の最盛期を迎えるらしいので、休みを貰もらえるか微妙なところだ。

　鞠菜がいいことを思いついたみたいに手を打つ。

「だったら、朝永ときらほ、一緒に私の別荘に来ませんか？」

「南仏!?」

「それは遠いですから、ジェットで六時間ほど行った場所にある南の小さな島ですわ。綺き麗れいなプライベートビーチもあります」

「プライベートビーチ！　じゃあ、海岸を独り占めできるってこと？」

「もちろん。椰や子しの木に囲まれた、遠浅の綺麗な白浜ですわよ」

「白浜……、椰子……」

　きらほの頭にはいつかテレビで見た南の島の映像が浮かんでいた。

「で、でも、私、パスポート持ってない。これから申請して間に合うかな？」

「どこの国でもありませんから、旅券なんて要りませんわ。朝永ときらほには手術の時、お世話になりましたし。もしよろしければ、招待いたしますわよ」

　そう言って、鞠菜は頬ほおを少し紅潮させながら朝永の方へ目をやる。

　はは――んと、きらほは思う。どうやらこの招待には、夏休みに朝永と遊びたい、という鞠菜の気持ちが働いているらしい。

（だったらぜひとも朝とも永ながには、うん、と言ってもらわないと）

　きらほも朝永の顔をうかがう。

　朝永は憮ぶ然ぜんとした表情を変えないままでいる。鞠まり菜なの話が耳に届いていないかのように、リアクションというものがまったくない。

　二人でジーッと見つめていると、ようやく気づいたように振り向いて眉まゆをひそめた。

「うん？　どうした？」

「どうした……、じゃないっ！　今の話を聞いてた？　南の島に招待してくれるって」

「ああ、聞こえてはいた」

「どう？　行く気ない？」

「ない」

　ピシャリと、門戸を閉ざした音が聞こえた気がするくらい、明めい瞭りような拒絶である。

「どうしてよ。せっかく鞠菜ちゃんが誘ってくれるのに。海なのよ！　プライベートビーチなのよ！」

「桜さくら乃のには言ったと思うが、夏季は精神的世界アストラルプレーンの活動が活発になる時期だ。自然、オカルト疾患の患者も増える。そんな時に遊んではいられない」

「じゃあ、朝永は夏休みをとらないの？」

「当然だ」

　きらほは鞠菜と一緒にうな垂れる。朝永があっさり承諾するとは思っていなかった。だが、もしかしたら……、という微かすかな望みを抱いてはいたのだ。

「きらほ……一人でも来ます？」

「ううん。またの機会でいいよ」

　気持ちを察してきらほは断る。それに朝永が休みをとらないのなら、自分だって都合がつくかどうか分からない。

　鞠菜がしょげたように口をすぼめてトボトボと歩き始める。夏休みの予定はないと言いながら、朝永と遊ぶことだけはなんとなく期待していたのかもしれない。当の朝永に遊ぶつもりが欠片かけらもないようなのでショックなのだろう。

　満開だった花が急にしおれてしまったような鞠菜を見ていると、きらほまで残念な気持ちになってくる。きらほも具体的な予定こそ立てていなかったが、漠然とした夏休みの青写真に隣の無愛想な男子がまったく写っていなかったと言えば嘘うそになる。委員長や鞠菜を誘って遊びに行くとしても、それに一人、男の子がまざっていれば楽しさが増えると思う。しかし、そんな未来図は綺き麗れいさっぱり忘れてしまった方がいいらしい。

「……」

「……」

「……」

　しばらく、三人とも無言のまま蒸し暑い地下道を進む。

（もう。あんたのせいでせっかくの夏休みなのに、いきなりテンションさがったじゃない）

　きらほが非難をこめた視線を、ジジジッと朝とも永ながに送りつけた時のことである。

　突然、朝永が立ち止まった。

　顎あごに手を当ててポツリと呟つぶやく。

「そうか……海か」

　と――。

　遅れて止まったきらほたちの方を向く。漆黒の髪を掻かき上げると、

「よし。では海に行くか」

　近所のコンビニにでも行くように言った。

　きらほは鞠まり菜なと顔を見合わせた。古くなった魚のようだった鞠菜の目に光が蘇よみがえる。

「行くって、鞠菜ちゃんの南の島!?」

「そんな遠くに行く暇はない」

「じゃあどこ？　九く十じゆう九く里り浜はま？」

「Ｉ半島に俺おれの別荘がある」

　Ｉは海と温泉で有名な保養地だ。

「海の近くなんですの？」

「すぐ目の前が海だ。一応、私有地の中に天然の浜もある」

「じゃあ、プライベートビーチだ！」

　きらほは歓声を上げて鞠菜とハイタッチする。そんな二人を、朝永は赤い瞳ひとみでジロリと睨にらんだ。

「言っておくが俺は遊びに行くわけではない。一緒に来るのならいろいろ手伝ってもらうことになるかもしれないが、それでも来るか？」

「うんうん、行きたい」

「私もですわ」

　鞠菜が手を上げながらぴょんぴょん跳ぶ。

「分かった。では……、来週の金曜から二泊三日。それでどうだ？」

「賛成！　異議なし」

「分かった。じゃあそれでスケジュールを練るとしよう」

　朝永が頷うなずくと、きらほと鞠菜は両手を取り合ってその場でクルクルと回った。

　こうして――。本当の意味でもきらほの夏休みが始まったのである。



　２　水着とワイン



　ローカル線に揺られながらしばらく行くと、突然、窓の向こうに青い海が現れた。

「お―――」

　きらほが窓に顔を貼はりつける。国道を挟んですぐ向こうを、海岸線がはるか遠くまで延びていた。

　視線を上げると雲一つない空。天気予報によると、旅行中は晴天が続くらしい。自他共に認める雨女のきらほにとっては、かなり嬉うれしいことだった。

　終業式の日から六日目の金曜日の午前――。予定通り旅行は決行され、現在、きらほたちは朝とも永ながの別荘へ移動中である。

　別荘の最寄りのＳ町まで、新幹線とローカル線を乗り継いで向かう。当初、岸きし田だの運転するリムジンで行く予定だったが、それでは高校生の旅行らしくないと前日になって鞠まり菜なが言いだし、急きゆう遽きよ変更になった。

「お―――って……。きらほのリアクションはとても高校生らしくないな」

　きらほの横の少女が笑う。白地に白のアルファベットの刺し繍しゆうが入った清潔感溢あふれるＴシャツに、小さなフリルの入った巻きスカートのついたデニムのセミショートパンツ。眼鏡めがねとバレッタのセットがトレードマークの、委員長こと田た中なか智とも子こである。朝永と鞠菜に相談して同意を得た上できらほが誘ったのだ。

「でも、やっぱり、夏は海だよ。ザ・ビーチ！　イエス、ディカプリオ！」

　強烈な太陽光をキラキラ照り返す浜辺を見つめながら、きらほはのぼせたように意味不明な言葉を発する。

「たしかに……。きらほの言う通り、夏の海はいいな」

　青い海の映りこんだ眼鏡の奥の瞳ひとみを、委員長は懐かしそうに細めた。

「でも、トモコは水着を持ってこなかったんでしょう？」



    

  
    
      



    

  
    
      　きらほの反対側の席に座っていた鞠まり菜なが理解できないという顔をした。こちらは若草色のノースリーブのワンピースという格好である。

「その代わり、本を沢山持ってきた」

「せっかく海まで来て泳がないのは勿もつ体たいないじゃないですか」

「物理部部員が日焼けしていたらかっこ悪いだろう？」

「またトモコのよく分からない美学が出ましたわ。だったら、私はどうすればいいんですか。ついでに言うと朝とも永ながも」

　鞠菜は不満そうに唇を結ぶと、横で腕を組んで寝ている朝永を指差した。

　鞠菜は現在、物理部の部員である。期末試験が始まる直前くらいに、突然、委員長に入部希望を出したのだ。文化部を探してはいたが、なぜ物理部になったのか。その辺の詳しい理由はきらほも聞かされていない。デートを尾行したことへの贖しよく罪ざいの気持ちか、或あるいはもっと単純に、幽霊部員とはいえ朝永が物理部員だからかもしれない。

「水着といえば……、この旅行のために、私、水着を新調したんですのよ」

　横の朝永を少し気にしながら、鞠菜が体を乗り出した。

「ええ、いいなあ。どんなの？」

「それは見てからのお楽しみですわ」

　鞠菜がフッフッフと笑う。なにやら自信がありそうだ。

　委員長がチラリと、きらほに意味ありげな視線を飛ばす。きらほは無念そうに小さく首を振った。

　実は昨日、きらほは部活の帰りに委員長と待ち合わせて、一緒に新宿のデパートの水着コーナーを回ったのだ。ところが、夏休み前に雑誌で事前調査を行い、デパートでは店員の目が気になるほど試着を重ねた末すえに、結局、買わなかったのである。

　委員長には、きらほがこれほど優柔不断とは知らなかったと呆あきれられ、母のしずほには、きらちゃんらしくない、と驚かれた。とにかくそんなわけで、網棚のきらほの旅行鞄かばんの中に入っているのは、中学校から使っている地味な紺のワンピース。

（悩まずに、どれでもいいから適当に買っていればよかった……）

　今更ながらにきらほは思う。二年前に買った水着を今、激しく後悔しているあまり、慎重になりすぎた。自分に似合っているかとか、可愛かわいいかどうかとか、そんなことはひとまずおいて、買い換えることを優先すればよかったのだ。

　一緒に旅行に行く朝永のことをちょっぴり意識したのも敗因の一つなのだが、それで迷って買えなければ本末転倒も甚だしい。

（でもまあ、たぶん朝永は私が新しい水着を着ても喜んだりしないし、それに、そもそも喜ばせる必要はないんだから……）

　無理に自分を納得させるようにそう思いながら、きらほは朝永の方に目をやる。

　朝永は熟睡していた。東京を出発して以来、ずっとこんな調子である。昨晩、急患があって、深夜までその処置をしていたと聞いた。

（眠っている顔を見るの、初めてだな）

　閉じられた瞳ひとみの隙すき間まから覗のぞく、男の子にしては長い睫まつげ。ゆるりと結ばれたピンク色の小さな唇。起きている間はいつもむすっとした顔をしているが、寝顔は穏やかだ。普段もずっとこんな顔をしていればいいのに、ときらほは思う。

　旅の前にきらほは一つ決めたことがある。

　それは旅行中、朝とも永ながに、彼の父、白しら川かわ怜れい一いちについて尋ねるということ。

　鞠まり菜なの執事の岸きし田だからその名前を聞いて、現在、行方不明であることまでは知っている。しかしそれ以上のことはなにも。以前、きらほのいる横で呉ご鐘しようとの会話に出てきたから、説明を期待したが、それっきりなにもない。

　朝永の方から話してくれるのを待つつもりだった。しかし、これ以上、半端な知識のままでいるのは嫌。きらほが知っていることを朝永に明かし、教えてほしい気持ちを伝えたい。拒まれたらそれはそれでいい。父親の話題がタブーなのか、そうでないのかも分からない状況から脱却したい。朝永への気持ちが変わりつつある今だからこそ、思うことである。

　きらほは再び視線を朝永から窓の外の景色に移す。

　いつの間にか、線路と並行に延びていた海岸線が消えていた。砂浜は松の生えた岸壁に、浜に打ち寄せていた小波は岩肌に波頭をぶつけて砕ける白波へと、その姿を変えている。



　――と。



　きらほは突然、不思議な感覚を覚えた。

（あれ、この風景どこかで見たような……）

　微かすかな既視感。

（ここ、来たことあるっけ？）

　きらほの記憶の限りそれはない。もし来たことがあるなら、旅行の計画を聞いた両親がなにか言いそうなものだ。

（不思議だなあ……）

　首を傾かしげていると、「どうかしましたか？」と、鞠菜が不思議そうな声を出した。

「ううん、なんでもない」

　きらほは首を振り、もう一度、窓の外の景色に目をやった。

　先ほどと同じ、岸壁と松の光景――。

　今度は、何も感じなかった。



　ローカル線の終着駅からバスに乗り替えて、さらに二十分ほど行った海沿いの高台の停留所で四人は降りる。

　国道から海側に突き出た岬の方向へ、防風林に囲まれた私道を進んでいく。林が途切れると、芝しば生ふに覆われた岬の先端と三角屋根の小さな洋館が現れた。

「素敵じゃないですか！」

　鞠まり菜なが歓声を上げると洋館に向かって走り出した。

　きらほも少しばかり驚いていた。大正時代に朝とも永ながの祖父が買ったというから相当古いものを想像したが、定期的に手を入れているのだろう。塩風に晒さらされているにもかかわらず外装は時代を感じさせない。

　中もいい雰囲気であった。シックな調度品で統一されていて、テレビに時々出てくる海外の古いホテルのような感じだ。旅行の直前に管理会社に頼んで掃除してもらったらしく、床にはチリ一つ落ちていない。一階は広いリビングと客室が一室、長い廊下を挟んで厨ちゆう房ぼうと浴室、手洗い場がある構成になっていた。

　女性陣三人の部屋は二階の客室である。桜さくら乃の家のリビングぐらいの広さに、新品の寝具がセットされた三つのベッドが並んでいた。

　三人がベッドに横になって旅の疲れを癒いやしていると、開け広げられた扉の向こうから朝永が中を覗のぞきこんだ。

「海に行きたい奴やつは、十五分以内に水着に着替えて玄関前に集合すること」

　それだけ言うと、バタンと扉を閉める。

　きらほと鞠菜がほとんど同時にベッドから上体を起こし、顔を見合わせる。

「もちろん行きますわよね？」

「当然！」

「じゃあ、着替えましょう」

　二人はベッドから飛び降りた。



「に、しても……」

　腰にバスタオルを巻いてスカートとパンツを下ろしながら、きらほはベッドの上に寝転んで本を読み始めていた委員長に言う。

「今更だけど、この旅行ってすごいシチュエーションだよね。男の子一人に女の子三人。まるであれだよ。ハー、ハー」

「ハーレムな。……たしかに漫画のような状況ではある」

「朝永、今いま頃ごろ、水着を想像してモンモンとしてたりするのかな？」

「あまり想像できないな」

「期待されても、私のは中学のお古なんだけどね」

　きらほが目の前に掲げた紺色の水着をしげしげと眺めていると、

　ジャ―――――ン。

　そんな効果音でも聞こえてきそうな勢いで、早くも水着に着替えた鞠菜がきらほの目の前にスラリと立った。

　きらほはポカンと口を開けた。ベッドの委員長も、眼鏡めがねをずり落としそうになりながら見ていた。

「どうでしょうか、きらほ？」

　鞠まり菜なが華麗な仕草で金髪を掻かき上げる。

　純白の水着、それもビキニである。横よこ紐ひもで留めているタイプで、肌を覆っている部分が極めて少ない。

「どうでしょうって……。そ、それで朝とも永ながの前に行くの？」

　きらほは小さく震える手で鞠菜の水着を指差す。昨日、試着した時、一着だけ、冗談でこういうのを着て委員長と笑いあったのだが、鞠菜はマジであった。

「泳がない時はこれにパラオを巻こうかと思いますが。どうですか？　変ですか？」

　鞠菜の顔に小さな不安が過よぎる。きらほは慌てて首を振った。

「いや、そんなことないよ。すごく可愛かわいい」

「それを聞いてほっとしましたわ」

　途端、嬉うれしそうな顔に戻る。

「ちょっと待ってて、私もすぐに着替えるから」

　きらほはパラオを巻いている鞠菜の方を気にしながら、水着を下から着始めた。

（やっぱり、買えばよかった――。新しい水着――）

　電車の中で納得したことを掘り返して、きらほは再び悔やむ。冗談で試着したあのビキニでもよかったのではないかとさえ、思える。



    

  
    
      



    

  
    
      　――と。委員長がベッドの上をするすると寄ってきて、きらほの耳元で囁ささやいた。

「水着では決まらない。頑張れ」

　それだけ言うと、ベッドの上を戻って行く。

「頑張れって何をだよお」

　きらほは口をすぼませると、読書に戻った委員長を軽く睨にらんだ。



　水着に着替え、ビーチタオルを巻きつけたきらほが鞠まり菜なと一緒に外に行くと、すでに朝とも永ながが待っていた。

　Ｔシャツに真っ黒なトランクス型の水着。かっこいい人は何を着ても似合う。朴とつなその格好すら様になっていた。

　朝永の足元に置かれたものを見て、きらほは首を傾かしげる。竹で編まれた大きなザルが三つ。海水浴には不適切な道具である。潮干狩りでもするのなら分からなくもないが。

　鞠菜が玄関前の階段を走り下りて、朝永の方へと駆け寄る。

　今度は本当に、ジャ――――ン、と叫びながら、体に巻きつけていたタオルを取る。

「どうです？」と言わんばかりに、ポーズを決めた。

　朝永は表情一つ変えないまま鞠菜に一いち瞥べつをくれると、一言こう言った。

「まあ、なんとかなるだろう」

　鞠菜が振り返って怪け訝げんな顔をきらほに向ける。きらほも意味が分からないので、はて？　と両手を挙げた。

「では、行くか」

　朝永は謎なぞのザルを持ち上げると、歩き出した。きらほは、なにやらいや――な予感がしながら、その後をついて行く。

　来る時に使った林の中の道を少し戻り、途中の分岐を曲がる。しばらく行くと海を臨める岬の縁にたどりついた。縁から恐々と見下ろすと、岸壁のはるか下の方に小さく波打ち際を見ることができる。

　岸壁に作られた石の階段から下に下りて行く。

　砂浜に打ち寄せる波の音が聞こえる。音はだんだんと大きくなっていき、やがて浜のようなものが見えてきた。岬のえぐれた部分が小さな湾のようになっていて、その根元が渚なぎさになっているようである。

「なんだ、ちゃんとあるじゃん」

　きらほがホッと息をついたのもつかの間のこと。浜の様子がはっきりと見えてくるにつれて、雲行きが怪しくなる。浜辺の上に岩のようなものが見えるのだ。それも一個や二個ではなくゴロゴロとそこら中に。

　きらほと鞠菜の顔が「まさか、あそこではないよね？」という表情になる。しかし、下りている階段はどう見てもその場所に向かって延びている。

　しかして――。

　三人がたどりついた場所はそこだった。

「ここ……がプライベートビーチ？」

　浜……には違いないのだろう。

　海に向かって砂の浜辺が緩やかに傾斜しながら延びて行っている。問題はその砂のあちらこちらから余計なものが顔を出していること。岩や大きな石の類たぐいだ。

　四対一ぐらいの割合で岩である。これを砂浜とは呼ぶのはかなり苦しい。あえていえば砂と岩のハイブリッドビーチ……。呼び方はともかく、裸足はもちろんサンダルで歩くのも辛つらそうな場所である。

　さらに、

「き、きらほ……」

　鞠まり菜なが信じられないものを見ているかのように、ガタガタ震えながら海の方を指差した。

　海である。ただし、ただの海ではない。緑色の海だ。

　手付かずの、美しいはずのプライベートビーチが緑色に染まっていた。波打ち際だけではなく、湾内の海の全すべてが緑色。病気のような海である。

「なに？　どうなってるの？」

　きらほは目を凝らす。

　藻だ。

　緑色の正体は藻だった。藻や海草が大量に漂っているのだ。いや、漂っているなどという軽々しい感じではなく、ひしめきあうとか、ごった返すとか、そんな表現が似合うくらい、一面藻だらけなのだ。

　きらほと鞠菜が口をあんぐりと開けてその惨状を眺めていると、朝とも永ながが近寄ってきた。二人の頭に麦むぎ藁わら帽子をかぶせ、例のザルを足元に置く。

　きらほはサンダルの前に置かれたザルをしげしげと眺めて、顔を上げた。

「これは？」

「ザルだ」

　極めてシンプルな返事が返ってきた。きらほは質問の趣旨を変えた。

「ねえ、朝永。まさか、ここが朝永の言っていた海じゃあないんでしょう？　ここからさらに移動するんだよね」

「移動はしない。ここが目的の海だ」

「でも、あんな藻だらけの海じゃ泳げないじゃない」

「泳ぐ？　誰だれが泳ぐと言った？　俺おれは一言も泳ぐなんて言ってない。これから海に行くから、来たい奴やつは来いと言ったまでだ」

　きらほと鞠菜の顔に衝撃が走る。

「ちょっちょっちょ、ちょっと待ってよ。水着に着替えて海まで来て、泳ぐ以外に何をするのよ！」

「だから、このザルで藻を集める」

　朝とも永ながはザルを顔の前に構えた。

「藻？」

「そうだ。藻だ」

　朝永は大おお真面目まじめな顔で緑色の海の方に目をやる。

「白藻という藻がある。無む脊せき椎つい動物では珍しく、アストラル体、つまり精神的世界アストラルプレーン上に二体を持つ極めて珍しい生物だ。その白藻から精製されるマテリアルは極めて高い粘着性を持つ糊のりになる。オカルト手術に必要不可欠な縫合糸の材料にも使われている」

「はあ……」

「ところが白藻の生態はあまり明らかになっていない。生息域に至っては、太平洋のどこか、ということ以外は何も分かっていない。それぐらい幻の生物だ」

「へえ……」

「しかし、その白藻が夏になると少数だが黒潮に乗って日本の沿岸部に接近してきて、この辺りの海に漂着することがある。この浜は地形と潮の影響で、藻や海草といった類たぐいのものが集まりやすい。俺おれの祖父がこの岬を買い取って別荘を建てたのは、この湾で白藻を大量に発見したことがあるからだ」

「……」

　きらほは絶句した。鞠まり菜なが声を震わせながら、朝永の顔を見上げる。

「…………もしかして……。朝永が急に海に行くと言いだしたのは……？」

「親父から別荘を受け継いでから一度も来たことがなかった。以前から、白藻の精製をやってみたいと思っていた」

　しれっと、朝永は言う。

　きらほは開いた口が塞ふさがらない。

　たしかに朝永は海に行こうとは言ったが、一言も「泳ぐ」とも、「砂浜」とも口にしていない。「海に行く」＝「泳ぎに行く」、ときらほたちが勝手に想像して盛り上がっただけである。しかし、それではまるで詐欺ではなかろうか。

「……じゃあ、ザルを三つ持ってきたのは、私たちにも手伝え、ってこと？」

「いや、そんなことはない。ただ、せっかく水着を着て海に来たのだ。つっ立っているのも暇だろうからお前たちの分も持ってきただけだ。もちろん、藻を取らずに泳いでも構わない。ヌメヌメとして意外と気持ちいいかもしれない。俺はゴメンだが」

　そう言うと、朝永は一人でスタスタと波打ち際の方へ行ってしまった。Ｔシャツを脱ぎ捨てる。引き締まった背中に太陽光を反射させて、青汁のような海に入っていく。

　しばらく唖あ然ぜんとしていたきらほは我に返ると、鞠菜の方を向いた。

「どうしようか？　戻って近くの海水浴場にでも行く？　あんな海に入って藻なんて集められないよね？」

　朝永に抗議しに行く気にもならない。朝永という男はああいう奴やつだった、という諦てい念ねんが頭に広がっている。期待した自分が愚かだとさえ思うのだ。

　鞠まり菜なから返事はない。俯うつむき、切り揃そろえられた前髪で目元を隠しながらボソボソと呟つぶやいていた。

「プライベートビーチが……。白浜が……。悩殺ビキニが……」

「えっ？　悩殺？」

　鞠菜が急に顔を上げる。

「あんな海には入れないですって？　それは私がお嬢様だからですか？　箱入りだから、あんなヌメヌメした場所には入れないだろう、とおっしゃりたいのでしょう？」

「いや、そんなことは言ってないけど」

「やってやろうじゃないですか。私にだってできますわ。藻を集めることぐらい」

　鞠菜はパラオを脱ぎ捨てるとザルを脇わきに抱えた。肩かた肘ひじを張って、海の方へ向かっていく。

　そんな鞠菜の背中を、きらほはあっけにとられて見送る。

「じゃあ……私も手伝うか。一応、助手だし」

　独りごちると、鞠菜を追った。



　緑色の海の中は想像以上の世界だった。

　海の表面だけではなく、下から上まで全すべて藻である。何種類もの藻や海草が複雑に絡み合って独自の生態系を構築しているかのようだ。

　その中を進むきらほは、言わば生態系への侵入者である。藻は容赦なく侵入者に攻撃を加える。いや、実際に攻撃をしたりはしないが、腰まで浸つかって歩いていると藻のヌメヌメとした感触が足や太ももから伝わってきて、ゾワゾワッっとしたものが体中を走る。

　露出が多い分きらほより辛つらいのだろう、鞠菜は身震いしながら歩いていた。

　朝とも永ながの指示で、持ち場に分かれて、白い藻を探す。

　胸ぐらいまで水に浸かりながら、藻をザルに入れて、いっぱいになったら浜に移動させる作業を繰り返す。

　朝永によるとその藻は名前の通り、本当に真っ白い藻らしい。見ればすぐに分かるのだが、大抵、緑の藻と交じっているので一度陸揚げしてから確認するのが効率的だという。

「朝永――。この中にどれくらいあるの？　その白い藻」

　きらほが大きな声を上げると、浜に大きな藻の山をつくり、藻の選別をしていた朝永が振り向いた。

「そうだな。大昔、祖父が来た時は、三日探して二百グラムほど見つかったそうだ」

「それってどれくらい？」

「茶ちや碗わん一杯くらいだな」

「三日で茶碗一杯!?」

　きらほは悲鳴を上げた。気の遠くなる作業のようだ。

（適当にやったら、鞠菜ちゃんと切り上げようかな）

　そう思って鞠菜の方を見ると、せっせと藻を集めていた。ヌメヌメにも慣れてきたのか、浜と海を盛んに往復している。朝とも永ながにいいところを見せたいのか、随分と張り切っているようだ。

　それを見ると、きらほは自分も頑張ろうかなあという気分になる。これも看護師の仕事の一環だと思えば納得できる。それなりの仕事っぷりを見せれば、バイト時間にカウントされる可能性もある。そうなれば海にいながらバイト。なかなかお得ではないだろうか。自己欺ぎ瞞まんな気もするが。

（いっちょ私も気合をいれますか）

　きらほは本腰を入れて藻を集め始めた。

　少しの間、きらほが黙々と藻の回収作業をやっていると、「キャッ」と小さな悲鳴と共に、派手な水しぶきが上がった。鞠まり菜なが何かに足を取られて、転げたようだ。

「大丈夫、鞠菜ちゃん？」

　きらほが声をかける。鞠菜は首から先を水面から出したまま、いつまでも立ち上がろうとしない。きらほは心配になって鞠菜に近寄った。

「どうしたの？」

　鞠菜は答える代わりに手招きする。きらほが顔を近づけると。真っ赤な顔で囁ささやいた。

「きらほ……、どうしましょう？」

「どうしたの？　まさか怪け我がした？」

「怪我ではありません。そうじゃなくて……」

　鞠菜の顔がますます赤くなる。痛くて苦しんでいる様子ではなく、恥ずかしがっているような感じだ。それできらほは気がついた。

「も、も、も、もしかして……水着が!?」

「大きな声を出さないください。朝永に気がつかれるじゃありませんか」

　鞠菜が焦った顔で陸にいる朝永の方を気にする。きらほは口を押さえた。

「そ、それでどっちなの？　上？　下？」

　大量に浮かぶ藻のせいで、水の上からでは分からない。

「…………下」

「…………。近くにないの？　まだ遠くには流れてないでしょう？」

「それがないんですの。きらほ、捜してくれませんか？　私、動くと気持ち悪くて、ちゃんと捜すことができないんです」

　鞠菜は泣きそうな声を出す。

「うん、分かった」

　きらほは近くを潜ってみた。だが藻のせいで視界が悪く、簡単には見つかりそうにない。

「ありましたか？」

　鞠菜の心配そうな声に、きらほは首を振る。

　その時、浜辺にいた朝永から声が飛んだ。

「桜さくら乃の、大おお江え！」

　鞠まり菜なが体をギクッとさせる。

「どうしたの――？」

　見えはしないだろうが、きらほは鞠菜を隠すように立って答えた。

　朝とも永ながは流木に引っかけて、真っ黒い藻のようなものを掲げる。

「藻に交じってクロガヤがいるようだ。こいつは藻に似ているが動物だ。刺されると熱が出ることもあるから気をつけろ」

「りょうか――い！」

　大声で返事をしながら、視線を海に戻したきらほはギョッとする。海から顔を出した鞠菜の背中の辺りに、たった今朝永が見せた、クロガヤが浮かんでいた。

「鞠菜ちゃん……」

「どうしましたか？　見つかったのですか？」

　きらほは真っ青な顔でブンブンと首を振る。剣けん呑のんな雰囲気に、鞠菜の顔にも緊張が走る。

「落ち着いてよく聞いて。パニックにならずに、冷静に対処すればなんとかなる……、と思う」

「ええ。分かりました。どうしたんですか？」

「鞠菜ちゃんの背中にね……」

　生なま唾つばを飲みこんだきらほが言いかけた時である。

「――――――――――――！！！！！」

　鞠菜が声にならないような悲鳴を上げて海面から立ち上がった。

　セ―――――――フ!!

　まだセーフだ。鞠菜の下半身は水の中である。

　しかし鞠菜は「電気が――！」と叫ぶや、浜に向かって走り出した。

「ちょっと鞠菜ちゃん、アウト、アウト―――――――――ッ！」

　きらほの制止も聞かず鞠菜は浜に上がる。そのまま制御装置の壊れたロケットのように暴走して行った。

　――ズドン。

　山になった藻の相手をしていた朝永に衝突する。

　小石だらけの浜辺の上に鞠菜は転がる。尻しり餅もちをついたまま、自分の下半身に目をやる。状況に気がつく。

「――――――――――――――――――――――――――――――――！！！！！」

　先ほどの数倍大きな悲鳴を上げながらすぐさま立ち上がり、朝永の横を走り抜けた。あっという間に浜辺を走り去ると、岸壁の階段をすごい勢いで駆け上がって行く。

「あああ……」

　きらほは額ひたいに手を当てて、同情するような声を出した。

　朝永は何事もなかったかのように、ザルを持って海に戻ってきた。親指で後ろを指差す。

「臀でん部ぶを露出させて何をやっているんだ、大おお江えは」

　きらほは、さあ、と惚とぼける。

　――その時。

　朝とも永ながの目が急に鋭くなった。

　獲物に襲いかかるような鋭い動作で海の中に手を入れると、海藻の中から白いものを引き抜く。

「もしかしてお目当ての白い藻？」

　朝永の手の中で、白い物体がキラリと輝く。

「いや……。なんだ、これは？」

　片かた眉まゆを上げて、不審げな表情をする朝永が握り締めていたのは、二枚の三角形の布を紐ひもで結びつけただけような物体。

　鞠まり菜なの水着である。



「やっぱり、みんなで食べるご飯はいいですわね」

　旅行一日目の夜――。

　岬の上で海を見ながら食べたバーベキューから別荘に戻ってくると、鞠菜は満足そうな顔で言った。

　その様子を見て、きらほはホッと息をつく。

（よかった……。なんとか機嫌が直ったみたい）

　ずっとふてくされていたので心配していたのだ。

　あの事件、というか事故の後、鞠菜の水着はすぐにきらほによって鞠菜に返された。しかし鞠菜は二度と水着を着ようとはせず、結局、午後はずっと委員長と一緒に本を読んで過ごしたらしい。

　夕飯が始まっても、はじめ鞠菜はむっつりとして、朝永と目を合わせる度に顔を真っ赤にしていた。ところがみんなでワイワイガヤガヤとバーベキューをやっているうちに、口数が増えていき、お腹なかが満たされた今ではすっかり事故のことを忘れてしまったようだ。

「なにごともなかったように振る舞って」と、朝永にお願いしておいてよかったと、きらほは思う。

　一方、きらほはというと、鞠菜をさんざん慰めた後、再び浜に戻って朝永の白い藻の捜索につきあった。結局、夕ゆう陽ひが沈むまで探しても、見つからなかったが。

「寝るまで何して遊ぼうか？」

　バーベキューの後片付けを終えてリビングに集合すると、きらほは他ほかの三人の顔を見た。まだ午後七時。寝る前にお風ふ呂ろに入るにしても、まだ時間はたっぷりある。

　リビングテーブルの上にはトランプが一組ある。学生旅行の定番ときらほが持ってきたのだ。ただし、きらほとしてはこのメンバーで頭を使うゲームは回避したいところ。全員自分より強そうだからだ。

　鞠菜が急に立ち上がり、厨ちゆう房ぼうから何か運んできた。それはワインの瓶である。

「これをみんなで飲みましょう」

「どうしたの、それ」

「我が家のワインセラーからこっそり拝借してきましたの」

　旅行鞄かばんに潜ませて東京から運んできたらしい。

　リビングテーブルの上に置かれたボトルをきらほは覗のぞきこむ。年代ものっぽい変色したラベルが貼はられていて、読めないフランス語の文字の後に「１８１１」と書かれている。

「この数字って、このワインが作られた年なの？」

「そうだと思います」

「すごい、じゃあできてから、二百年近く経たつんだ。有名なお酒なの？」

「シャトー ラフィット・ロートシルト……。私はお酒に詳しくありませんが、たぶん、それなりだと思いますわよ」

「ああ。私も名前なら聞いたことある」

　そんなことを女の子三人で話していたら、朝とも永なががボトルを持ちあげた。

「本気でこれを飲むつもりか？」

「高いの？」

「小さな車が三台は買えるな」

「「「車!?」」」

　三人は声をハモらせた。

「そんなに高いの？　それ」

「シャトー ラフィット・ロートシルト１８１１といえば、オークションでかなり高値がついたことで有名なヴィンテージワインだ。そんなものが家にあるのも驚きだが、炎天下の中を旅行鞄でここまで運んできたのはもっと驚きだ」

　呆あきれたような目で鞠まり菜なの方を見る。

　鞠菜は水色の瞳ひとみを何度か瞬まばたきさせながら、誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべた。

「まあ。いいんじゃないですか？　値段など気にせずに、飲みましょう。せっかくここまで運んできたわけですし、下へ手たに持って帰って割ったりしたら大変ですし」

「そんなことを言っていいの？　後でばれたら岸きし田ださんにお尻しりを鞭むちで打たれちゃうよ」

　一瞬、鞠菜は顔を引ひき攣つらせたが、すぐに「岸田はそんなことはしません」と言って汗の浮かんだ顔を背けた。

「言っておくけど、私は飲まないから」

　きらほは手を上げた。未成年の飲酒は法律で禁止されている。古風なきらほは、そういう社会ルールはできるだけ守ろうとするタイプである。

「え――、きらほが飲まないと、つまんないですわ」

　まるで過去に一緒に飲んだことがあるような口ぶりだ。

「だ――め。せっかく信用して旅行に出してくれたパパとママを裏切ることになるもの」

「きらほは時々、妙なところで頑固なところがありますわね。でも分かりましたわ。朝永とトモコはどうします？」

「飲ませてくれると言うのなら、俺おれは飲む。どんな味がするのか興味がある」

「私も少しだけ」

「ええ――？　委員長まで!?」

　きらほは驚きと非難が混じったような声を上げた。朝とも永ながは家にお酒の瓶があったから飲みそうだが、委員長は予想外だ。

　委員長がすまなそうな表情をする。

「私も朝永と同じで、ワインが二百年経たったらどんな味になるのか気になる」

「その言い方は、もしかして普通のワインの味がどんなのか知ってるの？」

「母が……、ワインが趣味なんで……、ほんのちょっとだけ」

　委員長が親指と人差し指で摘つまむような仕草をする。

　きらほは愕がく然ぜんとした。若いうちにアルコールを飲んだら頭が悪くなるという説は嘘うそではないだろうか。

「あとはきらほだけですわよ。本当に飲まれませんの？」

「いいわよ。私は見ているだけで」

　きらほはいじけたように唇をすぼませる。

「では三人でいただきましょう」

　きらほ一人をおいて酒盛りが始まった。

　テーブルの上にコップが並べられる。朝永が手て馴なれた手つきでコルクを抜く。二百年というから、コイルがボロボロなっているかと思いきや、リコイルといって定期的に新しいものに変えているらしい。コップにつがれたワインの色は紫というより、茶色っぽい色をしていた。

「では、旅行を祝って、かんぱーい」

　鞠まり菜ながコップを掲げた。きらほだけ麦茶で乾杯する。

　口にふくんだ鞠菜の顔が渋くなる。

「なんだか……不思議な味ですわ。朝永とトモコはどうです？」

「……美う味まい」

「うん美お味いしい」

「本当ですの？　値段に騙だまされているわけじゃありませんか？」

「いや、そういうわけではない。上等なコーヒーのように香りが素晴らしい」

「たしかに。口の中に薔ば薇らが咲くな」

「……むう」

　一人だけ美味しさが分からないことに納得できないのか、鞠菜はさらに二回三回と口に含んで首を傾かしげた。

　ワイン談議に花を咲かせる三人を横目で見ながら、きらほは不満そうな顔で麦茶をチビチビやっていた。

（みんな未成年なのに。鞠まり菜なちゃんなんて、体は中学生ぐらいなのに）

　ほんのちょっとぐらいなら自分も……、と思う。でも、すぐに首を振る。

（ほんのちょっとでも、駄目なものは駄目）

　実は、道徳以外にもきらほがお酒を飲まない理由がある。過去にお酒で苦い経験を味わっていたのだ。

　高校進学が決まった中学三年生の春休み、父の幸こう助すけの晩酌につきあって少しだけ、ほんの少しだけビールを飲んだ。

　天井と床が逆転した。フラフラになって倒れてしまった。小指の先ぐらいの量で、すっかりできあがったのである。

　要するに、きらほはお酒にあまり強くない。というかむしろ激弱の部類。だからそれ以来、二度とお酒は飲まないと決めたのだ。

　相変わらず酒盛りをしている三人の話題はワインに集中している。二百年前の、法外な値段のお酒を現に飲んでいるのだから仕方がないといえば仕方がないが、飲んでいないきらほとしては会話に参加しづらい。お酒が入っているせいで、鞠菜も委員長も会話難民のきらほに気が回っていない。朝とも永ながはというと、そもそもあまり人のことを気にかけない性格だ。

　きらほはソファーから静かに立ち上がる。

　気がついた委員長が、顔を上げた。きらほは黙って廊下に面した扉の方をチョンチョンっと指差す。廊下の先にはトイレがある。

　委員長が納得するように頷うなずくと、きらほはゆっくりゆっくり歩き出した。



「あーあ、もう終わってないかなあ。酒盛り」

　たっぷり二十分ぐらい時間をかけてトイレをしたきらほは、洗面台でこれまた丁寧に手を洗っていた。

（帰ったらさらに盛り上がっていたりしたら、どうしよ……）

　もしそうなっていたら、部屋に戻って一人で先に布団に入ろうか、と思う。

「なんか違うなあ」

　鏡に映る自分を見ながら、きらほは呟つぶやく。

　一週間、ずっと楽しみにしていた旅行なのに、どこか想像していたものと違う。もちろんみんなでおしゃべりをしながら電車で移動したり、バーベキューをしたりしたのは、いかにも旅行らしくて楽しかった。なのに、どこか物足りない。したいと思っていたことができていない、気がする。

　それは海で泳ぐとか、みんなとトランプをするとか、そんな具体的なことではない。もっと漠然と、この旅行の間に見つけたい、確認したいことがあったのだ。

　それは朝永に関係すること。きらほの中の朝永について、結論を導き出す。それは朝永自身に関することであり、同時に、朝永への気持ちに関することでもある。その検討が進んでいないから、どこか期待とずれているように感じるのだと、きらほは思う。

　一番簡単そうな朝とも永ながに父親のことを尋ねることですら、まだできていない。昼間の二人っきりの時間がよい機会だったのに、言い出せなかった。何度か尋ねようとしたが、朝永の顔を見たとたん、喉のどから出かかった言葉を引っこめた。無下に拒絶されるのが怖いのだ。

　このまま何もできないまま旅行が終わったら……、ときらほは不安になる。

（いや、まだ、旅行は明日も明後日あさつてもある）

　その間に、何かが進展するはず――。

　鏡の中の自分に言い聞かせるように、きらほはゆっくり頷うなずいた。

　洗面所から廊下に戻ると、鞠まり菜なが壁に背中を預けて立っていた。

「ごめん、待たせちゃったかな？」

　きらほが謝るように両手を合わせる。鞠菜は壁にもたれかかったまま動こうとしない。首まで朱に染めた顔で、視線をぼんやりと空中に泳がせている。

　きらほはその顔に見覚えがある。晩酌でできあがった時の父の顔にそっくりだ。

「ちょっと、大丈夫？　鞠菜ちゃん？」

「大丈夫れすよ――。ヒック」

　呂ろ律れつの回らない、やけにテンションが高い返事が返ってくる。酔っ払っている。それも、いわゆる悪酔いの状態だ。

　鞠菜がトロンとした目できらほの顔を見上げる。

「ねえ、きりゃほ……」

「な、なに？」

　きらほは不吉な予感を覚えながら答える。

「私って……。私って、そんなに魅力のない女れすか？」

「はっ？」

「だって。これだけ私が頑張っても、ちっとも振り向いてくれないんれすもの」

「だ、誰だれが？」

　朝永だろうな、と思いつつも、きらほは一応、聞いてみた。鞠菜は金色の前髪を揺らして、キッときらほを睨にらみつける。

「きりゃほに決まっているれしょ！」

「わ、私!?」

　予想外の答えに、きらほはギョッと体を仰のけ反ぞらす。

「……私、ずっと、きりゃほのことが気になっていましたの」

「ず、ずっとって……いつから？」

「公園でたい焼きを頂いた時から」

「って、たい焼き!?」

　それはいくらなんでも安直ではないだろうか。

「鞠菜ちゃん、かなり酔ってるでしょう？　自分が何を言ってるか理解してる？」

「私は断じて酔ってなどいましぇん。大おお江えの人間がお酒で酔うなんてことがあるわけないじゃないれすか！」

「酔っ払いはみんなそう言うの！」

　きらほがどうしたものかとオロオロとしていると、突然、鞠まり菜なが体を密着させてきた。後ずさるきらほを壁に追いつめる。

「きりゃほ……好きれす。愛してます」

「ちょっと待ってよ。鞠菜ちゃん、朝とも永ながのことが好きなんでしょう？　お父さんに似てるって言ってたじゃない」

「あれは本当です。でも、きりゃほも大好きなんれす！」

　そう言うと、鞠菜がギュウってきらほに抱きつく。つま先足立ちをして、紅色の唇をタコのように突き出してきた。青い瞳ひとみは完全にいっちゃっている。

「きりゃほぉ、好きれす」

「ちょっと、鞠菜ちゃん！」

　きらほは鞠菜の腕から逃れようとした。しかし、小さな体のわりに、抱きしめる力が強くて、ちょっと抵抗したぐらいでは離れない。かといって、あまり乱暴なことはしたくない。

　そんな葛かつ藤とうをしているうちに、鞠菜の唇はすぐそこまで迫っていた。

「……私の吸盤、受け止めてくらさい！」



    

  
    
      



    

  
    
      「落ち着いて、鞠まり菜なちゃん。どーどーどー。ストップ、ストッ―――ップ！」

　きらほが悲鳴を上げる。

　バタン――。

　大きな音がして、リビングの扉が開いた。

「そこまで！」

　委員長が走ってきて、鞠菜のシャツの襟首を掴つかむ。鞠菜の唇の進行が止まる。きらほの唇まであと一センチの距離である。

　委員長が鞠菜の襟首を引くと、鞠菜はあっさりきらほを離した。

「助かったあ、委員長。ありがとう」

　ハアハアときらほは息を整える。

「リビングでも様子が変だなとは思っていたのだが、鞠菜はそうとう酒癖が悪いな」

　呆あきれたような声を出しながら、委員長が鞠菜の襟首を離す。すると鞠菜は、今度は委員長の方を向いた。舐なめるような視線で委員長を見つめる。

「な、なんだ？」

「トモコ。私、実は、ずっと以前からトモコのことも好きれしたの」

「ずっと以前、っていつだ？」

「そんなことはどうだっていいんれすわ。とにかく、トモコの唇をくらさい」

「お断りする」

「ええ―――――――。ずるいれすわ。朝とも永ながとはキスしたくせに」

　すねたように言う。委員長の顔が鞠菜と同じくらいに赤くなる。

「あ、あれはキスではない。いや、キスには違いないが、そもそも、私の考えではキスというものは双方の同意があって初めて成立する儀式のようなものであって、あれは朝永が勝手に奪ったものだから、キスではない」

「じゃあ、私も勝手に奪います」

「ちょっと、おい、まて」

　鞠菜は委員長にもたれかかるように抱きつこうとした。委員長が体を震わせて抵抗する。と、鞠菜は委員長の体に手を回したまま、ズルズルと床に崩れ落ちた。

「お、おい？　鞠菜、大丈夫か？」

　委員長が焦ったようにしゃがむ。

　ス――、ス――、ス――、ス――。

　鞠菜は委員長の足元で目を閉じ、健やかな寝息を立てていた。

「やれやれ」

　委員長が肩をすくめる。鞠菜の手をとって立たせると、よっこらせとおんぶした。

「じゃあ、私は鞠菜を連れて寝室に上がる」

「あれ？　もう寝ちゃうの？　ワインは？」

「酒盛りはおしまい。寝る前に気が向いたらシャワーを浴びに下りるかもしれないが、鞠菜が起きなければそのまま一緒に寝るつもりだ」

「そっか。じゃあ……」

　私も上がろうかな、ときらほが言おうとしていたら、委員長が付け加えた。

「朝とも永ながはまだ一人で飲んでいるぞ」

「あっ……そうなんだ」

「まだお酒は残っている。このように飲みすぎはよくないが、時と場所を選んで少量を飲む分には有益なこともある。たとえば勇気を出したい時とか」

　委員長は片目を瞑つぶってみせた。

「それって、どういう？」

　ほんの少し頬ほおを染めたきらほの質問に委員長は答えないまま、鞠まり菜なをおんぶしてリビングの方に戻って行った。

（どういう意味だよ――――！）

　廊下に残されたきらほは、不満そうに唇をキュっと結んだ。

　どういう意味なのか、自分自身が一番よく分かっていた。



　リビングでは委員長の言葉通り、朝永がソファーで一人、コップを傾けていた。きらほが廊下の扉を閉めると振り向く。

「何かあったのか？　桜さくら乃のの悲鳴のような声が聞こえて田た中なかが飛び出して行ったかと思えば、大おお江えを背負って戻ってきた」

「ううん。なんでもないよ」

　きらほは手を振りながら元々座っていた場所に戻り、ソファーに腰を下ろした。

（朝永、酔ってるのかな？）

　顔をうかがう。表面上はそうは見えない。白い肌は赤くなっていないし、目もしゃんとしている。

「けっこう、飲んだね」

　瓶に残ったワインの量を見てきらほは言う。底から親指一本くらいの高さになっていた。

「そうでもない。もともとヴィンテージワインは量が少ない。水分がコルクを通じて抜けていくからな」

「そうか。二百年もおいていたらね。じゃあアルコールも強くなっているの？」

「アルコールも同様に抜けていくから、そういうわけでもない」

「へえ」

　そんなやり取りをしながら、きらほは別のことを考えていた。

（聞くなら、今だよね……）

　朝永の父、白しら川かわ怜れい一いちのこと、である。せっかく委員長が変な気を使って二人っきりの機会をつくってくれたのだ。逃す手はない。

　だが、朝永を見ていると、どうしても「聞きたいことがあるんだけど……」の一言が出てこない。にべもなく「お前には関係ない」と言われるのが不安なのだ。

（今、聞けなかったらいつまで経たっても聞けない）

　それはそう思うのだが、言葉が出なければどうしようもない。

『勇気を出したい時とか……』

　委員長が言っていた言葉が、きらほの頭に巡る。リビングテーブルの上に目をやると、褐色の液体が入ったコップが一つ残っている。鞠まり菜なが飲んでいたコップだ。

（本当はこういうものに、頼りたくないんだけど……）

　そう思いながらも、きらほはそのコップに手を伸ばした。

　両手で胸の前に持つと、チラリと朝とも永ながに視線を送る。特に気に留めた様子はない。

　きらほはコップを口まで運ぶと褐色の液体を傾けた。行儀悪く、舌の先で舐なめるようにほんのちょっぴりふくむ。

　口の中に強烈な香りが広がった。

（あ、美お味いしいかも……）

　そう思って二口目を舐めた矢先、頭がボーっとなる。

（もう、これ以上は駄目だ）

　最後の理性をもってコップをテーブルの上に置く。体がほんわかとして、プカプカと浮いている気分になる。今なら空だって飛べる気がする。アイ・キャン・フライ！

「朝永！」

　急にきらほはソファーから立ち上がった。朝永が驚いたように顔を上げる。

「なんだ？　どうした？」

「朝永に教えてほしいことがあるのだけど、よかったら……外で話さない？」

　気がつくと、きらほはそんな台詞せりふを口にしていた。どうして外なんだー、と言ってから思う。

　朝永は少し考える表情をした後、コップに僅わずかに残っていたワインを飲み干した。

　口端を緩めてゆったりと笑う。

「そうだな……。では酔いを覚ますのも兼ねて夜風にでも当たりに行くか。ついでに、桜さくら乃のの教えてほしいこととやらも聞くとしよう」



　外に出たとたん、強い海からの風がきらほを包みこんだ。生暖かくて湿っているが、潮の香りがする心ここ地ちよい風だ。

　きらほは煽あおられる前髪を押さえながら、さっさと歩いて行く朝永を追いかけた。

　別荘の周りの芝しば生ふの原が白く輝いていた。都会に住んでいるとあまり気がつくことのない月の明かりである。

「どこに行くの？」

「いいから、ついてくれば分かる」

　背中越しにぶっきらぼうな命令口調が返ってくる。いつものきらほだったらムッとしていたところだが、お酒が入っているせいかなんとも感じない。朝とも永ながらしくて、逆に微笑ほほえんでしまう。

　朝永は芝しば生ふの原を横切って、岬を、昼間の浜があった反対側の縁へと向かう。まばらに立つ松の防風林を越えると岩肌の岸壁が現れる。こちらの岸壁にも向こうと同じような下に下りられる階段があった。

「足元に気をつけろ」

　朝永がきらほに向かって手を伸ばした。きらほは赤味がかった頬ほおをさらに赤くしながら、その手を取る。

　ひんやりとした手。男の子の手とは思えないくらい、華きや奢しやですべすべだ。

　朝永に引かれて月光で照らされた階段を、きらほはほんの少しロマンチックな気持ちに浸りながら下って行く。

　階段の終着点は、やはり浜だった。といっても、昼間に行ったところのように岩がゴロゴロしてはいない。目の細かい砂が敷き詰められた、白浜の小さな海岸である。

　きらほは小さく歓声を上げると、サンダルを脱いだ。波打ち際まで走り、小波の海に足首まで入る。

「冷たい！　気持ちいー」

　しばらくその場所に立ったまま、火ほ照てった体を冷やす。

　顔を真上に向ける。満天の空が広がっていた。心の底から綺き麗れいだなあと思える、美しい夜空だった。

　きらほは砂浜に戻り、足を伸ばして座っていた朝永の横に腰を下ろす。

　朝永の頭をコツンと叩たたく。

「コラッ。こんな場所があるなら、どうして最初から教えてくれなかったの」

「聞かれなかったから」

「ハハハー、言うと思った」

　きらほは軽快に笑う。

　朝永がゆっくりときらほの方を向いた。

「それで――。俺おれに聞きたいこと、というのは？」

「ええっと……」

　きらほは言葉を詰まらせた。リビングではなんだって言えそうな気持ちだったのに、体冷えてお酒の効果が薄まっていた。

（大丈夫、きっと言える）

　そう念じながら、すーっと大きく息を吸う。まじめな表情をつくると、朝永の顔を強い視線で見返す。

「教えてほしいのは、朝永のお父さん……白しら川かわ怜れい一いちさんと朝永の関係のこと」

　言えた――。

　胸の奥にあったつっかえが、取れた。

「ゴメン。怜れい一いちさんの名前は、鞠まり菜なちゃんの手術の後に岸きし田ださんから聞いた」

「……そうか」

　朝とも永ながは短くそう言うと、プイッときらほから顔を背ける。波打ち際に視線を戻し、そのまま黙りこむ。

　会話が止まる。

　小波の音以外、本当に何もしない沈黙の世界。海の上で銀色の月のシルエットがゆらゆらと揺れている。

　――桜さくら乃のには関係ない話だ。

　そんな言葉が、今にも聞こえてきそうだった。旅行に来る前は、それならそれでもいいときらほは考えていた。誰だれにだって触れられたくないことの一つや二つはある。それを確認できるだけでもよいと。なのに実際に尋ねる段になると、拒絶されるのが怖くなっていた。拒絶されることが、ここ最近、ほのかに感じつつある、朝永との信頼関係の否定に繋つながりそうな気がして。

　きらほは心臓を高鳴らせながら、朝永の次の言葉を待つ。

　朝永の口が開く。きらほは息を呑んだ。

「――そうだな。そろそろ桜乃には話しておいた方がいいかもしれない」

「えっ？」

「桜乃はうちでまだしばらく働くことになる。ならば、白しら川かわ医院の前の院長のことも、それに俺おれのことも知っておいた方がいいだろう」

　きらほは目を大きく開いて、朝永の横顔を見続ける。

　まさかこんなにあっさり答えてくれるなんて……。

　意外だった。でも嬉うれしかった。

「白川怜一――、つまり俺の父は世界一のオカルト医師と呼ばれていた男だ」

　きらほは頷うなずく。

　岸田から聞いていた。当時、神の手を持つ男と呼ばれた白川に、鞠菜の父親はマスタークロックの移植手術を依頼したのだ。

「白川はもともと天医の家系だった。だが俺の曽そう祖そ父ふが西洋のオカルト医学に傾倒し、小こ石いし川かわにあった普通の診療所を閉じてオカルト専門に鞍くら替がえした」

「あの朝永が貸してくれた本に名前が書いてあった人？」

「そうだ。白川京きよう輔すけは西洋のオカルト医学書を積極的に和訳した、日本におけるオカルト医学の草分け的存在だった。京輔の死後、その知識は祖父に受け継がれた。祖父は西洋の進んだオカルト医療に東洋古来のオカルト医療を積極的に融合させていくことで、独自の体系を作り上げた。その体系を実行し、さらに発展させたのが白川怜一だ。怜一は理論の実践のために必要な医療技術や道具を作り上げていった。俺が鞠菜の手術の時に驚いていたアストラル体の縫合技術も、怜一が作り上げたものだ」

　白川・ランバル縫合……。それを聞いて、きらほは朝永の父に興味を持つに至った。

「そんなすごい技術を持って世界的に認められていたのにどうして、白しら川かわさんはいなくなったの？」

　朝とも永なががピクリと眉まゆをひそめる。恐らくここからが、朝永が白川怜れい一いちに対して抱いているであろう複雑な感情の原因なのだろうと、きらほは感じた。

　一呼吸おいて、朝永は再び口を開く。

「――ここまでは白川怜一の話だ。白川の出奔の理由を語るには、俺おれのもう一人の親の話をしなければいけない。白川翠み葉よ、旧姓、朝永翠葉。俺の母親だ」

「！」

　きらほはハッとする。委員長の話などから、朝永の両親が二人共いないことは知っていた。が、母親のことは考えたこともなかった。

「翠葉は俺を生んだ直後くらいから、正体不明の病気を患っていた。アストラル体の異常のため、肉体が少しずつ動かなくなっていく疾患……。アストラル体が少しずつ石になっていく症状から、バジリスク症といわれているオカルト性疾患だ。この疾患にかかると、患者はアストラル体全体が石となり、肉体が活動を止めて死に至るのを待つだけとなる」

「正体不明って……、朝永のお父さんでも治せないような病気？」

「ああ。千年以上治療法が研究され続けている難病だからな」

「そんな……」

　きらほはやるせない気持ちになる。朝永の手術を見ているとどんなオカルトな病気も治せそうな気がするが、実際の病気と同じで治療不可能なこともあることを改めて知る。

「だが怜一は諦あきらめなかった。世界中を回ってバジリスク症の治療法を探した。翠葉のことを愛していたからか、それとも治療法を確立して名声を高めようとしていたのかは不明だ。とにかく俺が物心ついた頃ころ、怜一が家にいることはほとんどなかった」

　朝永は昔を思い出すように赤い瞳ひとみを細める。

「俺が小学三年の頃、すでに翠葉は寝たきりの状態になっていた。石化はアストラル体の大半を侵食し、喋しやべるのもままならなかった。そんな時、怜一が突然、小こ石いし川かわの屋敷に戻ってきた。怜一は何年ぶりかに顔を合わせた俺には目もくれず、翠葉を屋敷の地下にある手術室へと運んで行った」

　じゃあ治療法が見つかったの――、と言いかけたのを、きらほは途中で止める。もしそうなら今、朝永の両親が二人ともいない理由がない。

「三日間、怜一は手術室に篭こもって出てこなかった。その間、手術室でどんな治療が行われていたかは分からない。友人の呉ご鐘しようですら中に入ることは許されなかったからな。四日目の朝、手術室から出てきた怜一は……、幼かった俺には人間には見えなかった。体は痩やせ衰おとろえ、顔には黒こく斑はんが浮かび、目は燃えるように赤かった。今だから分かるが黒魔術儀式に長時間染まりすぎていたのだ。怜一は俺に親子の縁を切るから呉鐘を自分の親のように思うこと、新宿の医院を譲ること、それだけを告げて屋敷を出て行った。要するに勘当だ」

「勘当……」

　小学校三年生でそれは酷ひどすぎる。

「俺おれは呉ご鐘しようの制止を振り払って手術室に向かった。そこで俺が見たのは、手術台の上に残された塩の塊だ」

「……塩？　……!!」

　顔を真っ青にしたきらほに、朝とも永ながは厳おごそかに言う。

「怜れい一いちは手術に失敗した。塩の塊は翠み葉よのなれの果てだ」

　朝永は淡々と話していたが、体は僅わずかに震えていた。

「怜一は日本を離れ、二度と俺の目の前に現れたことはない。俺は呉鐘に息子同然に育てられた。しかし、小学校を卒業すると、呉鐘も怜一を追って大陸に渡った。理由はその頃ころ、オカルト医療業界で白しら川かわ怜一に関するちょっとした噂うわさが流れていたからだ。白川怜一がオカルト医療の結社をつくったという」

「結社？」

「アルビジオスという、医学の神の名を騙かたる集団だ。医療のためならどんな犠牲を払ってもかまわない。一人の人間の命を救うために、他ほかの人間の命を犠牲にするのもよしとする。古くからあった悪魔崇拝に近いオカルト医学の禁忌だ。怜一はヨーロッパ各地に残された禁忌の業の封印を次々と解いていったという。それを確認するために、呉鐘は怜一を捜し始めたわけだ」

　悪魔崇拝……。禁忌……。オカルトを知らないきらほには、それがどんなものなのか想像もつかない。しかし、白川怜一がそのような道に進んだ理由は考えてしまう。

「……それって、朝永のお母さんの手術に失敗したことと関係があるのかな？」

「さあな。いや、恐らくあるのだろう。だが、俺にとって、それはどちらでも関係ない。怜一が何をつくろうとも、どんな禁忌を破ろうとも、勘当された俺にはな。ただ、あの日、翠葉の最後の姿を見た時から俺には目標ができた。オカルト医療を極め、翠葉の疾患の治療法を発見する。悪魔の力を借りようとしている怜一とは違い、俺はあくまでオカルト医療の範はん疇ちゆうにこだわる」

　朝永の横顔が鋭く引き締まる。

（そうか……）

　きらほは、朝永が医療に対して厳格なわけを、人に対して冷たい態度をとる理由が、分かった気がした。

　無口で、薄情で、近寄り難い……。学校でそんな評価の朝永が、“〝それだけ”〟ではないことは分かっていた。掴つかみどころのないクールな外面の内側には、シャイな優しさが隠されている。そして、朝永の顔を覆っている冷たい鉄の面おもては、幼い時にした強い決意によってつくられたものだということを、きらほは知った。

「話は以上だ。なにか質問は？」

「ううん。ない……」

　朝永の横顔を見ながら、きらほは胸の奥がじんわりと温かくなるのを感じた。あんな話を聞いた後なのに、朝とも永ながに対して感じるのは憐れん憫びんではなく、愛いとおしいような気持ちである。それは、朝永がなんでもできる超人ではなく、等身大の一人の男の子に見えた気がしたからかもしれない。

　しばらくの間、小波の音しかしない時間が過ぎた。

　ふいに、きらほは脚を伸ばす。

「私に……朝永のしようとしていることの手伝いが、できないかな？」

　鼻の先を掻かきながらきらほは言う。

　朝永からは返事はない。

　しかし、それでもきらほは嬉うれしかった。

　拒絶されないだけでも嬉しい……。

　きらほは急に体中から力が抜けていくのを感じた。

「朝永、肩、借りていい？」

「……ああ」

　今度は返事が返ってくる。

　きらほは寄り添うと、そっと朝永の肩に頭を預けて目を閉じた。

　世界は再び沈黙に包まれる。

　打ち寄せる小波の調べと共に、海辺の夜は静かにふけていった。



　３　夏祭り



「一体、全体、朝永は何を考えているんですか!?」

　鞠まり菜なは朝から五度目となる台詞せりふを吐いた。

　旅行二日目の午前――。

　別荘と最寄りのＳ町を結ぶ二時間に一本のバスの中に、きらほ、鞠菜、委員長の、三人娘の姿があった。

「今日も藻を取りに行くなんて開いた口が塞ふさがりませんわ！」

　腕を組んで座席にふんぞりかえる。

　昨晩、錯乱するほど酔っ払っていた鞠菜だったが、一晩明けると何事もなかったように元気いっぱいだ。きらほや委員長に絡んだこともすっかり記憶にない様子。もちろん二人もわざわざ教えるようなことはしていない。

「まあまあ、朝永のやることなんだから」

「その通り。あの男には何も期待してはいけない」

「どうして二人とも、そんなに達観しているのですか！」

　両側からなだめようとするきらほと委員長に、納得がいかないと声を張り上げる。

「だって朝永だし」

「以下同文」

「むう……」

　今から二時間ほど前、二階の部屋から揃そろってリビングに下りた三人は、テーブルの上に置かれた朝とも永ながの残したメモ書きを見つけた。そこには昨日の浜に藻を取りに行って、夕方まで帰ってこないことが簡潔に書かれてあった。

　今日こそ朝永やきらほと泳ぐつもりだった鞠まり菜なは憤慨する。「呼び戻してくる」と、肩をいからせて出て行き、すぐに顔を真っ赤にして飛んで戻ってきた。なんでも朝永から、「今日も手伝う気なら、今度は横よこ紐ひもをしっかり結べ」と言われたらしい。

　きらほは昨晩朝永から教わった砂浜（どういう経緯で教えてもらうに至ったか、散々聞かれたが、なんとか誤ご魔ま化かした）に鞠菜を誘ったが、二人じゃつまらない、と却下された。

　その代わりに鞠菜が提案したのが、三人で近くのＳ町へ出かけることである。昨日来る途中、バスから見えた神社の参道でお祭りの準備がされていた。今まで地方のお祭りというものを見たことがないので、ぜひとも行ってみたいと言うのだ。

　お祭りはきらほも好きだし委員長も乗り気だったので、鞠菜の案は全員賛成で可決され、現在、町へ移動中というわけである。

「きらほ、トモコにお願いがあります」

　鞠菜が真剣な表情になって二人を見る。

「今日はお祭りを楽しみたいと思いますが、明日の最終日、私はどうしてもみんなと一緒に海に行きたいんです。なんとかあの空気の読めないとうへんぼくを説得できるよう、協力していただけませんか？」

　きらほと委員長は顔を見合わせる。

「説得ねえ……」

「あの男をか」

　二人とも腕を組んでしまう。

「明日は早く帰りたいって言ってたし……」

「そこをなんとか、説き伏せるのです」

「う―――ん。まあやってはみるけど、あまり期待しない方がいいと思う」

「以下同文」

「だからどうして二人とも、そんなに諦あきらめが早いんですかっ！」



　三人を乗せたバスは、朝永の別荘のある海沿いの高台の道から、浜の横を走る二車線の国道に移動していた。海と反対側の窓の向こうに人家が増えてくる。そろそろＳ町に入ったようだ。

「たしか、浜が見えてすぐだったよね？」

　路線図を見ながらきらほがそんなことを言っていると、開けられた窓から笛の音と威勢のよい掛け声が車内に入ってきた。

「あっ」

　鞠まり菜なが小さく叫ぶ。

　沿道を小さな神輿みこしが進んでいた。子供神輿だ。法はつ被ぴに着替えた子供たちが、掛け声に合わせて神輿を担ぎ、それを、鳴り物を持った大人おとなたちや見物客が取り囲む。

　丁度、信号で、バスが神輿の横に止まる。

「お――。あれが神輿ですか」

「私も小学生の時、担いだことあるよ」

「実物は見るのも初めてです」

　鞠菜が物珍しそうな表情で見つめている。きらほも体を乗り出して、神輿の方に視線をやった。



　――!?



　その瞬間、きらほの頭の中から一切の音が消えた。

　張りつくように窓に手と顔を押し当てる。同時にバスが動き出す。バスの移動と共に、きらほの視線は横から後方へと流れていく。

（いや、そんな、まさか！）

　小さくなっていく神輿をいつまでも見つめながら、きらほは胸の中で叫ぶ。

「きらほ、どうかしたのか？」

　委員長の声で麻ま痺ひしていた聴覚が蘇よみがえり、エンジンのゴトゴトいう音が聞こえてきた。前を向き直りながら、きらほは首を振る。

「ううん。なんでもない。ちょっと急に頭の中がボーっとしちゃって」

「大丈夫か？　なんだか顔色が悪いぞ」

「大丈夫、大丈夫。それよりほら、次が降りる停留所だよ。鞠菜ちゃん、ボタンを押すんでしょう？」

　慌てて押しボタンに指を伸ばす鞠菜を、きらほは漫然と見ていた。

（いや……。そんなはずない）

　誰だれにも聞かれないぐらい小さな声できらほは呟つぶやく。しかし、その頭の中では、バスから先ほど見えた映像が何度もリピートしていた。蜃しん気き楼ろうとか白昼夢だとか、そんな曖あい昧まいなものではない。もっと鮮明で、現実感のあるシーン。

（そんなはず、ない。なにかの見間違いだろう）

　きらほは繰り返す。今度は自分に言い聞かせるように。



　神輿の周りの人だかりの中に、きらほが知っている人物がいた。それは、



　――――死んだはずの福ふく井い憲けん次じである。



　小学校前のバス停から国道に沿って少し歩くと、海を臨むように立っている石製の鳥居が見えてくる。鳥居から背の低い山の中腹に建てられた神社まで参道が延びていた。近くの案内板から神社が山の名にちなみ「小烏帽子えぼし山やま神社」であることが分かる。

「わあ――」

　鳥居の下に立ち、鞠まり菜なは小さな歓声を上げた。

　目の前をまっすぐ延びる石畳の参道沿いに、ズラリと屋台が並んでいた。屋台の間には電線が張られてあって、桃色の提ちよう灯ちんの飾りつけが等間隔にぶら下がっている。昼間なので明かりは灯ともっていないが、暗くなれば祭りらしいライトアップがされるだろう。

　拡声器からは祭まつり囃ばや子しの音が流れている。遠くで鳴らされる爆竹。そこにあるのは絵に描いたような日本の祭りだった。

「けっこう大きな祭りだな」

「ホント。こんなに立派な町のお祭りに来るのは初めて」

「お――、お――」

　祭り初体験の鞠菜が、感心するような声を上げて屋台の方へと向かっていく。何歳になってもカルチャーショックを受けた時はこんなものだ。自分が同じ立場だったら、やはり歓声を上げて駆け出しているだろう、ときらほは思う。

　まだ早いので参道の人はまばらだが、屋台は出で揃そろってどこも営業中である。

「ほら、見てください。夜は花火もあるみたいですよ」

　鞠菜が沿道に張られた張り紙を指差した。午後十一時から、お祭りの初日を締しめ括くくる小さな花火大会があるらしい。

「夜、また来られないでしょうか？　今度は四人で」

「う――ん。それも朝とも永なが次第かなあ。でも夜なら反対する理由もないし誘えば来るかも」

「朝永に関して、きらほから初めて楽観的な意見を聞きましたわ」

　鞠菜は紅色の口元を綻ほころばせた。

　屋台を一つ一つ見ながら、参道を上っていく。

「きらほ、あれはどういう食べ物ですか？」

　鞠菜が一軒の屋台の前で立ち止まる。棒の刺さった真っ赤な野球ボールぐらいの大きさのものが店頭に並んでいる。

「林りん檎ご飴あめ。林檎に食紅の入った飴を塗ったものよ」

「あっ、なるほど。“〝ポムダムール”〟ですか」

「“〝ポムダムール”〟？」

「恋する林檎、って意味ですわ」

　三つ買うと、林檎飴を舐なめながら参道を歩く。きらほが何年かぶりに食べた林檎飴は、甘酸っぱくて美お味いしかった。

「昼ご飯は屋台ですまそうか」

「大賛成ですわ」

　たこ焼き、お好み焼き、焼きそばの定番焼きものトリオを一つずつ買ってきて、ベンチで分けて食べる。食後のデザートはバナナチョコレート。三人とも朝食をパン一枚しか食べなかったので一気に食べられた。

　食べ疲れたので、しばらくベンチで休む。

　正午が近づいてくると、参道の人通りが少しずつ増えてきた。

「あっ」

　急に鞠まり菜なが小さく叫ぶ。視線の先には浴衣ゆかた姿の女の子のグループが歩いていた。中学生ぐらいだろうか。

「いいですわねえ」

　うっとりしたように呟つぶやく。

「浴衣？」

「ええ。この旅行に持ってくればよかったのですが、そこまで頭が回りませんでした」

「でも、そのジーパンも可愛かわいいよ」

　鞠菜を下から上まで眺めながら、きらほは目を細める。今日の鞠菜は細身のジーパンに胸元にギャザーのついた可愛い感じの黒キャミソールという装い。いつもフォーマルの服装が多いので、岸きし田だの目の届かないこの旅行中だけは、普段あまり着ないような格好をしたいと、きらほに言っていたのだ。

「ありがとう、きらほ。お世辞でも嬉うれしく受け取っておきますわ」

「浴衣か。鞠菜なら浴衣も似合うかもしれないな」

　横から委員長が体を乗り出してきた。

「でも、この髪がちょっと浴衣っぽくありません」

「問題ない。ギャップが可愛さを生むことがある。それに……」

　委員長にしては珍しく、少し意地悪そうな顔をしてみせる。

「な、なんですか？」

「いやなに。浴衣だったら海に流されることもないと思った」

「トモコォォ、殺します！」

　その時、委員長の首を絞めようとする鞠菜の白い顔は、恋する林りん檎ごのようになっていた。



　お腹なかの中が落ち着くと、再び、屋台を見て歩いた。旅先なので金魚すくいのような動物系の屋台はパス。代わりに鞠菜が夢中になったのは射的である。

「もうやめようよ、無理だよ。どうやっても」

「物理的にも不可能だ」

　きらほと委員長の呆あきれたような声に耳を貸さず、鞠菜は台から大きく体を乗り出して真剣な表情でコルク銃を構えていた。狙ねらいは景品台の一番上に置かれた最新携帯ゲーム機なのだが、伏角になっていて狙いにくく、台に軽く固定されてあるからそもそも当たっても落ちそうにない。それなのに鞠菜はかれこれ十五回も挑戦している。

「そんなに欲しかったら、買えばいいじゃない」

「それじゃあ意味ないんです」

　結局、二十回やった後、眼帯をつけたちょっと怖そうな店の主人から、お土産にキャラメルを山ほど貰もらって諦あきらめた。

「じゃあ、そろそろ、お参りに行こうか」

「そうですわね」

　参道の一番端である階段の下まで行く。角度の急な石の階段の先を仰ぐと、はるか上方に二つ目の鳥居が見えた。

「二百二十段あるそうだ」

　近くの案内板を見ながら委員長が言う。きらほと鞠まり菜なは小さく悲鳴を上げた。

　左右の林からひっきりなしにステレオ再生されるアブラゼミの大合唱の中を、きらほたちは一段一段、ゆっくり階段を上って行く。

（けっこう、きついかな）

　きらほは額ひたいに浮かんだ汗をハンカチで拭ぬぐう。横では文化部の二人が肩で息をしていた。

　十分ほど、黙々と階段を上って、やっと境内にたどりつく。

　鳥居の下できらほは後ろを振り返る。

　歩いてきた石畳の参道がまっすぐ下の鳥居まで延びていた。鳥居の向こう側、国道を渡った先には、日の光を反射して白々と輝く海が見える。



　と――。



（あ、まただ……）

　きらほは、不思議な気持ちに襲われた。

　昨日、電車の中で覚えた懐かしいような感覚。それが急に蘇よみがえった。

（やっぱり……。私、この町に来たことがある……のかな？）

　いつ、どうして来たかまでは思い出せないが、過去にもこの場所から景色を見たことがある。そう思えてならない。

（でも……何かが違う）

　既視感を覚えながら、同時に、何かが足りないと感じるという、奇妙な感覚にきらほの頭の中は包まれた。以前、この場所から見た眺めはもっと美しかったような、そんな気がする。

（旅行に来てから、私、おかしいよ……）

　ありえないものが見えたり、既視感が繰り返しあったり……。

　もしかして、また、何かオカルトな病気にかかってしまったのだろうか。別荘に帰ったら朝とも永ながに相談してみよう、そう考えながら、きらほは境内の方を向き直る。

　鞠菜と委員長と、社の前にできた小さなお参りの列に加わりながら、きらほはふと、横の林に目をやった。

「!!」

　林の中から一人の男の子がきらほの方を見つめていた。

　目と目が合う。



　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。



　今度は、時間は止まらない。

　驚くよりも先に理性が働いた。

　必死で理由を考える。この状況を説明できる理由を。



　どうして福ふく井いがここにいるのか？



「きらほ？」

　前の列が動いたのに進もうとしないきらほに、委員長が不思議そうな声を出す。

　刹せつ那な――。

　きらほは走り出した。

　列を離れ、お参りを終えて帰ろうとする人たちの間をすり抜けて、林の男の子に向かって駆ける。

　彼が反転して林の中へと走り出す。きらほもその後を追って林に入った。

　クヌギや栗くりの広葉樹の林の中を走る。

　右のサンダルが脱げたので左も蹴け飛とばすように脱ぐ。湿った落ち葉の地面を裸足で踏みしめて行く。すぐに足の裏が冷たくなる。

　前方を走る彼の姿が、木々の間に現れたり隠れたりする。慣れない山道で苦労するきらほに比べ、彼は林の中を走ることに慣れているようだ。

　彼の背中が遠くなっていく。

「ケンくん！」

　きらほは走りながら名前を叫ぶ。

　しかし、彼は振り返ることはなく、そのまま林の向こうに消えて行った。

　きらほはゆっくりと走るのを止やめ、膝ひざを折って土の地面に手をついた。

「そんな……ありえないよ」

　土に向かって呟つぶやきながら、きらほは確信していた。自分が追っていた彼が間違いなく福井憲けん次じだと。そうでなければ、あんな必死になって逃げる道理がない。それに、林の中からきらほを見つめていた顔は、明らかに自分を知っている表情だった。

「でもそんな」

　そんなことがありえるのだろうか？　福ふく井いは死んだ。きらほの目の前でマンションから飛び降りて死んだ。通夜もお葬式も行われたのだ。

（まさか幽霊？）

　ここ最近、いろんなありえないものを見てきた。魔法にアストラル体に吸血鬼……。だったら幽霊だっているんじゃないかって、そんな気はする。

（でもどうして今、この場所に？）

　東京からずっと離れたこの場所に、どうして福井の幽霊がいるのか。きらほにずっと憑ついていたというのなら分からなくもないが――。

　きらほの頭に電流のようなものが走る。どこかの回路のスイッチが入って明かりが点灯して、今まで見えそうで見えなかった世界が照らし出された……そんな感じだった。

　ズボンの後ろポケットの中から携帯電話を取り出す。親指をせわしく動かしてアドレス帳から実家の電話番号を出し、コールする。

　数回の呼び出し音の後、「桜さくら乃のです」と、きらほの母、しずほの声が返ってきた。

「私だけど……」

『きらちゃん？　どう、楽しくやってる？』

「ママ、正直に答えて。昔……私、ここに、Ｓ町に来たことがある？」

　受話器の向こうでしずほが息を呑んだのが分かる。

「あるんでしょう？　だったら本当のことを教えて」

　自分はこの町に来たことがある。すでにそのことをきらほは確信していた。知りたいのはその先の話だ。

『うん……ある』

　少し時間を置いてしずほは答える。元気な母らしくない歯切れの悪い言葉遣い。

『きらほから今回の旅行のことを聞いた時から気がついてはいたの。でも、本当に楽しみにしているみたいだったから、水を差すのはよくないと思って言わなかったのよ』

「ママやパパと一緒に来たわけじゃないよね？」

『……そう。違うわ』

「じゃあ、誰だれと来たの？」

『どうして急にこんなことを聞くの？　なにかあったの？』

「あったかもしれないし、もしかしたらなかったかもしれない……。それを確認するためにも、どうしても知らないといけないの！」

　きらほは小さく叫ぶ。

　短い沈黙の後、しずほは観念したようにため息をついた。

『……分かった。正直に話すわ。きらほが一緒に行ったのは……福井くんよ』

　きらほは体を震わせた。やっぱり、という気持ちと、本当にそうなのか、という気持ちが胸の中で入り混じる。

「……どうして？　それに、いつのことなの？」

『きらちゃんが幼稚園に通っていた時のことよ。福ふく井いくんの家族に連れて行ってもらったの』

（あっ……）

　きらほは思い出す。

　電車から見えたあの長い海岸沿いの国道を車で通ってきたことを。人の家の車に乗るのは初めてで、ちょっぴり緊張しながら後部座席の窓から景色を見ていたことを。そしてその時、自分の横には福井憲けん次じが座っていたことを――、きらほは想起した。

『きらほちゃんが今いるＳ町にはね。福井くんの家の生家があるのよ。その頃ころはまだ、お婆ばあちゃんが住んでおられて、里帰りするのでって誘われたの……。ねえ、きらちゃん、聞こえてる？』

　きらほは携帯電話を耳に当てたまま呆ぼう然ぜんとしていた。スピーカーからはしずほの声がいつまでも流れていた。



　きらほが境内に戻ると、鞠まり菜なと委員長が心配そうな顔で待っていた。

　二人は足を泥だらけにして帰ってきたきらほに、なにがあったのか聞こうとした。しかし彼女が唇を固く閉ざしたままでいると、それ以上尋ねようとはしなかった。二人ともきらほの性格は知っている。相談できる内容であれば、彼女の方から話すはずだからだ。

　結局、お参りはせずに参道を戻ると、タイミングよく来たバスに乗りこんだ。

　バスの中できらほは二人に対し申し訳ない気持ちでいっぱいだったが、謝るには心の余裕が足りなかった。早く別荘に帰って朝とも永ながに相談したい。一体、自分の周りで何が起きているのか、朝永なら必ず納得のいく説明をしてくれる。そう信じることで、乱れそうな精神状態の中、なんとか平静を保っていられた。

　最寄りのバス停から別荘まで走って戻ると、きらほは朝永を捜した。藻を取るザルが玄関の外にあったので、すでに帰っていることは確かだ。

　リビングテーブルの上の書き置きが、「地下実験室にいる」に変わっていた。

「地下実験室？」

　首を傾かしげながら、きらほは厨ちゆう房ぼうに、床下へ下りられる階段があったことを思い出す。物置でもあるのかと思っていたが、違ったようだ。

　裸電球のスイッチをつけて、厨房から階段を下りて行くと鼻を突く臭いがしてきた。ヘドロを何十倍も濃縮したような強烈な臭いである。

　下りきったところにある扉をノックして開ける。

　そこは地下実験室の名前通り、学校の化学教室を思わせる部屋だった。試験管やフラスコが並べられた縦長机の横で、白衣を着た朝永が実験用ブンゼンバーナーに向かっている。試し験けん管かん鋏ばさみで試験管を青い火炎の上で揺らしながら、きらほに一いち瞥べつをくれた。

　きらほが扉を閉じる。

「あっ、見つかったんだ」

　机のパレットの中に朝とも永ながの言っていた白藻らしきものが寝かされていた。

　本当に白い藻である。色素が抜けているのではなくて雪のように白い。

　朝永がバーナーの火を消す。試験管の先をステンレスの水槽の中に入れ、水の中で泳がせながら、ゆっくりと口を開く。

「なにが、あった？」

「どうして、何かあったって分かるの？」

「顔に書いてある」

「ほんとに？」

　きらほは自分の顔に手をやる。平然を装っているつもりだったが、それほど顔に出ているだろうか。

　朝永が苦笑する。

「何もないのに、桜さくら乃のが田た中なかたちを放ほうってここに来るはずがない」

「なんだ……。そういうこと」

「それで？」

　そう言って朝永は再び試験管の方に視線を戻す。彼の「それで？」が話を聞く意思表示であることを、きらほは知っている。

「教えてほしいのだけど、死んだ人が生き返ることってある？」

「ない」

　一瞬で戻ってきた無味な返事に、きらほは顔をややムッとさせる。

「ちょっと真剣に答えてよ。本当にないの？　黒魔術とかなにかを使えば、死んだ人が生き返ることだってあるんじゃない？」

「だから、ない。死者は復活しない。絶対に」

「絶対に？」

「ああ、絶対にだ」

「じゃあ、幽霊はどうなの？　いないの？」

「いない」

「どうして？　だって、アストラル体って幽霊みたいなものでしょう？」

「幽霊とアストラル体はまったく違うし、たとえ人の認識の上で同じであったとしても、死んだ人間のアストラル体が現れることはない。何度も言っているように、アストラル体はその人間の考えるその人間の姿だ。だから肉体が滅びた瞬間にアストラル体も消滅する。たしかに、“〝残念”〟と言って、アストラル体の存在が強力すぎると、その思念のみが肉体の滅亡後も精神的世界アストラルプレーンに漂うことはあるが、それは物理的世界フイジカルプレーンからは見えない」

「つまり絶対に、死者が見えることはないと？」

「ない」

　きらほは唇を噛かむ。朝永がそこまで断言するのなら、死人が生き返ることも、幽霊になることもないのだろう。でも、だったら、きらほがあの時に見た福ふく井いは何だというのか。

「もし……死んだはずの者が生きていたとしたら、可能性はただ一つだ。すなわち、その人間は最初から死んでなどいなかった」

「そんなはずない。ケンくんは死んだもの。私、この目で見たもの。はっきりと！」

　何度も夢に見た、フェンスから飛び降りた福井がアスファルトに叩たたきつけられる光景。真っ赤に染まる世界――。あれは確かにあった、現実、だ。

　顔を上げた朝とも永ながが赤い瞳ひとみを鋭く光らせる。

「福井憲けん次じを見たのか？」

　きらほは無言のまま頷うなずく。

「見間違いとか、他人の空似ではないのか？」

「違う。私が追いかけたら逃げ出したし、明らかに彼も私を知っている顔だったもの。それにこの近くに、福井くんの生家があるって」

「生家があるのなら、よく似た親類縁者がいてもおかしくない」

「ううん。絶対に違う。あれは間違いなく、ケンくんだった！」

　きらほは泣く寸前のような声で訴える。

「もしそれが本当に福井憲次なら、福井憲次は最初から死んでなかったんだ」

　朝永は、水槽から出した透明なゲル状の物質が底に溜たまった試験管を、蛍光灯の光に晒さらしながら淡々と言う。きらほは少し苛いら立だった。

「だから、さっきも言ったようにこの目で――」

「本当にそれは福井だったのか？」

「……え？」

「以前聞いた話だと、ろくに会話することもなく、飛び降りたということだったな」

　たしかに、きらほは福井の肉声を聞いていない。マンションの屋上に現れた時、すでに福井はフェンスに腰掛けていた。駆け寄ろうとした瞬間、フェンスの上に立ち、身を投げたのだ。

「でも、あれが他人のわけが……。ケンくんの家族だって確認したし」

「たしかに飛び降りて生命活動を止めた個体は、福井の肉体だったのかもしれない。が、それが福井であった保証はない。一人の人間の存在は、一対の肉体とアストラル体があって初めて成立する。肉体は福井であっても、福井という人間が滅びたとは限らない」

「？」

「桜さくら乃の。以前、総換血手術の時、呉ご鐘しようが患者の肉体の代しろを作ったのを見ただろう？　あのように肉体をコピーすることは簡単にできるんだ」

「あっ！」

　きらほは髪の毛を差した紙の人形が、珠たま樹きの体をなしたのを思い出す。見分けがつかないほどそっくりの。

「代といっても、術を使えば単純な動作をさせることぐらいはできる。桜乃が見たのは、それではないのか？」

　ハッとする。

　あの時――。きらほがフェンスに座る福ふく井いに話しかけた後、彼はなにをやったか。

　声をかけられるのを待っていたかのようにフェンスの上に立ち上がり、微笑ほほえみ、そして空に身を投げた。機械的な動作。あれが予あらかじめ用意されていた行動だとしたら。

「で、でも。なんでそんなことを？」

「さあ。そこまでは分からない。ただ、もし偽装された自殺なら、現場に桜さくら乃のを呼んだ理由も説明はつく。自殺の証人に仕立てるつもりだったのだろう」

「そんな……」

　もしそれが本当ならすごい裏切りだ。目の前で死ぬことよりも酷ひどい……。

　きらほは俯うつむく。それからポツリと言った。

「私……確認しなきゃ」

　本当に先ほど見た福井があの福井憲けん次じなのか。もしあの自殺が偽装された自殺なら、そんなことをした理由を福井本人から聞かねばならない。

　朝とも永ながの手術によって、福井の自殺に対するきらほのトラウマは消えた。しかし、なぜ福井が死ななければいけなかったのか、福井にとって自分はなんだったのか、今でも考えない日はない。まだ、きらほの中であの事件は終わっていない。

「朝永。私、また町に行ってくる。委員長と鞠まり菜なちゃんに聞かれたら、そう伝えて」

　そう言い残して、きらほは地下室から出て行こうとした。

「桜乃！」

　後ろから声が飛んだ。振り返ると、真しん摯しな顔が見つめていた。

「助けは必要か？」

　きらほは驚いたように目を大きくした。しかし、すぐに顔を綻ほころばせて首を振る。

「まだ大丈夫。一人でやれる」

「そうか。町へ行くつもりならタクシーを呼べ。階段横の電話台の下に、古いが電話帳がある」

「分かった。ありがとう」

　小さく手を上げると、今度こそ部屋を飛び出した。

　階段を上ると委員長と鞠菜がいた。

　きらほはすまなそうに両手を合わせる。

「ごめん。今夜の花火の話、私はパスでお願い」

「理由は教えてくれませんの？」

「ごめん。今は話せない。でも、いつか必ず話せると思う」

「本当に……大丈夫なのか？」

「大丈夫。こう見えても、昔は二中のナパームと呼ばれていたのよ」

　二人と抱擁しあうと、きらほはリビングへと走る。

　電話台から埃ほこりをかぶった十年くらい前の電話帳を出す。目についた広告欄のタクシー会社に連絡しようと携帯電話を手にした時、その携帯電話が鳴った。

　きらほはビクンと体を緊張させた。知らないアドレスからのメール。

　体を震わせながらきらほはメールを開く。すぐに目を閉じる。

　一度大きく息を吸い、それからもう一度ディスプレイに視線を落とした。

　メールの差出人は福ふく井い憲けん次じだった。



　４　幽霊との再会



　夕方の海である。

　夜釣りへ出港した漁船が、平行に引いて行った澪みお。それが、ゆっくりと橙だいだい色いろに輝く水面みなもに消えて行くのを、きらほはボーっと眺めていた。

　小烏帽子えぼし山やま展望公園――。

　お祭りをやっている神社のある小烏帽子山の頂に造られた小さな公園だ。その屋外の展望台にきらほは来ている。

　すぐ眼下には二つの鳥居とそれを結ぶ参道が見える。展望台は神社の裏側の上かみ手てに位置するのだ。夕方を迎えて点灯した露天の提ちよう灯ちんが瞬いていた。祭り客がジワジワと増えてきている。時おり、風に乗って囃はや子し太鼓の音が微かすかに聞こえた。



〈小烏帽子山展望公園で待っています〉



　福井憲次を名乗る人物から届いたメールに書かれていたのは、その一文だった。

　時間の指定はない。今すぐ、ときらほは理解した。

　公園まではタクシーで行くことができた。山の裏手の斜面に車の通れる道路があるのだ。タクシーを降りる時、「花火には、まだ早すぎるんじゃないかねえ」と言っていた運転手に帰り方を尋ねると、公園から神社に下りられる山道が早道という話だった。

（本当に、ここでいいのかな……）

　辺りを見渡しながら、きらほは不安になる。

　その展望台は、山の頂から斜面にせり出すようにコンクリートを打って手すりで囲み、コイン望遠鏡がいくつかと、丸太を組んで造った小さなあずまやが設置されただけの場所である。運転手の話しぶりだと花火の時間になれば見物客が集まってくるようだが、今のところその気配はなく無人。福井がいればすぐに分かるはずだ。

（本当にケンくんからのメールだったのかな？）

　そんな不安が過よぎる。受け取ってしばらくは頭の中がパニックになっていたが、落ち着くと心配になる。こんな寂しい場所に女の子一人。可能性は低いが、もし福井を騙かたる別人に呼び出されたのだとしたら、何かの犯罪に巻きこまれる可能性もある。

（三人にも来てもらった方がよかった……）

　メールには一人でとは書いてなかった。何人でも問題はなかったのかもしれない。逆に一人と指定されてなかったから、不審に思わなかった面もある。

　携帯電話の時計を見ながら、あと、十分経たって来なかったら帰ろうと、きらほが決めた時――。

　コツッと。

　背後で足音がした。反射的に振り返る。



　男の子が立っていた。



　少女のように線の細い顔。色の抜けた癖髪。切れ長の瞳ひとみ。口に湛たたえた弱々しい微笑。それは間違いなく、疑いようがなく――。

「ケンくん……」

　それだけ言って、きらほは、なんて言えばいいのか分からなくなる。

「あ……あ……」

　言葉を覚えたての赤ん坊のような声を出す。彼の顔を見た瞬間、頭の中に生まれた強い感情によって、会えたら言おうと考えていたことが覆い隠されてしまっていた。

　当分まともな言葉を紡げそうにないので、代わりに確認しておきたいことをしようとした。彼の足元へと目をやる。

「僕は幽霊ではないよ」

　彼が苦笑する。男の子にしては高いその声は、まさしく福ふく井い憲けん次じの声。それがトリガーとなってきらほの口の封印が解かれた。

「ケンくん、どうして……。どうしてあなたが生きているの？」

「どうして、か。……さあ、どうしてだろうね」

「誤ご魔ま化かさないで、ちゃんと答えて！」

　溢あふれ出しそうな涙を堪こらえながらきらほは叫ぶ。

　福井は首を振る。

「誤魔化しているのではなく、本当にどうしてなのか分かってない。……あの日、あの場所で僕が死んでいない理由を話すことは簡単だとしても、今、なぜ僕が生きているのか……、それを説明するのは難しい」

「どういうこと？」

　福井は答える代わりに、あずまやの方へ顔を向ける。「長くなるから」と一言告げて歩いて行く。きらほも黙って後に続いた。

　あずまやの中の円卓を囲むように並べられた切り株の椅い子すに、向かい合わせで座る。天井からぶら下がった裸電球が灯ともる。

　福井は窓の桟に肘ひじをつき、探るように細めた切れ長の瞳をきらほに送る。

「……ちょっと意外だ。死んだと思われた人間が生きていたというのに、それほど驚いていない」

「驚いている。驚きすぎて、感情のメーターが振り切れちゃって、何も考えられなくなっているだけ」

「そうか、なるほど」

　福ふく井いが青白い唇を小さく弓のように曲げて小さく笑う。が、すぐに笑みを消すと、真剣な表情できらほを見据える。

「では話そうか。あの時のことを」

　きらほも福井の顔を食い入るように見た。

　いよいよだ――。胸の中でそう呟つぶやく。

「まず前提から話そう。今、君の前にいて話しているのは福井憲けん次じだ。正真正銘、本物の。今年の四月二十日、中野区の住宅街のマンションで起きた大学生の自殺、すなわち福井憲次の死は嘘うそだ。あの日、福井憲次は死んではいなかった」

「…………」

　覚悟はできていた。しかし、それでもきらほは、福井の言葉に少なからずショックを受ける。特に“〝嘘”〟の部分に。

「やっぱり……嘘だったの？」

「そう。僕は欺いた」



    

  
    
      



    

  
    
      「どうして？　どうして私やおじさんやおばさんやみんなに、嘘うそをつかないといけなかったの？　それもあんな酷ひどい嘘を！」

「死んでいない訳と同じで、偽装自殺の理由それ自体は単純だ。でも、それだけではたぶん納得してもらえないだろうから……。だから最初から説明させてもらえないかな？」

「うん、聞くから。だからちゃんと、全部分かるように話して」

　きらほは泣き出しそうな表情で言う。

　福ふく井いが視線を背け、丸太の円卓をコツコツと神経質そうに叩たたき始めた。

　小さな間の後、再び青白い口を開く。

「僕は――。ずっと君に隠していた秘密があった」

「……秘密？」

「そう。僕と僕の両親と、あとは数人ほどしか知らない秘密だ――。僕はね、生まれた時から病気を患っていた。それも、ちょっと普通でない病気だ。もしかしたら話しても信じてもらえないかもしれないぐらい、なんというか、かなり異常な……」

　続けにくそうに口くち篭ごもらせる。

「ううん。きっと信じられる」

　きらほは首を振りながら確信を持った声を出す。普通でない、信じられない――。ここ最近、出会ってきたのはそんな病気ばかりだったのだ。

　福井は少し不思議そうな顔をしながら頷うなずく。

「――君は幽体離脱という、言葉を聞いたことは？」

「名前ぐらいは。幽体が肉体から出て行くんだよね」

「そう……。僕はその、幽体離脱しやすい体質なんだ。ただし実際に肉体から出て行くのは幽体ではなく、アストラル体と呼ばれるものだが」

「アストラル体！」

　きらほは思わず叫んでいた。福井の口からそんな言葉が出てきたことに驚いたのだ。しかし、朝とも永ながの予想した偽装自殺の方法から考えると、福井がオカルトの世界に踏みこんでいる可能性は高かった。

「これは幽体離脱症候群という名前がついている一応、病気だ。軽症でたまに寝ている間に幽体離脱、つまり、アストラル体が分離する人はわりといるが僕は重症なんだ。不用意に考え事をしただけでも勝手に出て行ってしまうぐらい」

　アストラル体の分離。きらほ自身、手術を受けた時、アストラル投影という儀式によって二体の分離を経験した。あんなことが勝手に起きてしまうということだろうか。

「覚えているかな？　もう、ずっと昔。二人で遊んでいた頃ころがあっただろう」

「もちろん、覚えてるよ」

「遊ぶといっても、僕は君が遊んでいるのを見ているだけだった」

「うん……」

「実はあの時、僕の意識はそこにはなかった。僕はアストラル体になって、違う世界を歩いていた」

「精神的世界アストラルプレーン!?」

「よく知っているね。僕は君と一緒にいる間、精神的世界アストラルプレーンと呼ばれる現実の世界とは違う場所に行っていて、話しかけられるたびに戻ってきていた」

　きらほは目を見開く。脳裏には当時の福ふく井いがおぼろげに浮かんでいた。

　あの頃ころ、福井はいつも空を見つめていた。一度見つめると、何時間でも石のように固まった。遊び疲れたきらほが話しかけると、魔法が解けたように首を動かして微笑ほほえんで……。

　あの間、福井はアストラル体が肉体から離れ、意識はその場にはいなかったのだ。

「僕は両親の前でもあんな感じだった。それだけならまだよかったが、時々、僕が向こうの世界で見たものを話したりしたものだから心配されてね。数多あまたの病院に連れて行かれたよ。精神科とか脳神経外科とか。でも原因が分からず、ついに祈き祷とう治療で有名な寺に行き着いた。それで分かったんだ。僕が幽体離脱症候群という病気であることが」

「それはどうして起きる病気なの？」

　きらほは体を小さく前に乗り出す。

「どうしてって？」

「いや、生まれつきのものなのか、それとも、後からなにか理由があって発症するものなのかな、と思って」

　福井が驚いたような顔になる。

「今までの話をまったく疑っていないんだ。幽体離脱なんて聞かされたら、馬ば鹿かにされていると考えるものだと思っていたが」

「……職業がら」

「えっ？」

「ううん、なんでもない。その病気のことを教えて」

　福井は癖毛を指で巻きながら考えこむ。

「幽体離脱症候群が先天的なものか後天的なものかを判断するのは……難しい。ただし、一次的要因だけでいうならば後天的なものかな。幽体離脱症候群は簡単に言うと、物理的世界フイジカルプレーンとの関かかわりが少ない人、世界と関わろうとしない人がなる病気だ」

「物理的世界フイジカルプレーンとの関わり？」

「そう。世界に対しどれだけ自分が依存しているか、どれだけ依存されているか、ということ。人のアストラル体と肉体の間には『アリアドネの糸』と呼ばれるその人と物理的世界フイジカルプレーンとの関わりの強さを示す糸がある。幽体離脱症候群の患者はその糸が細い。だから簡単にアストラル体が肉体から分離しやすい」

「物理的世界フイジカルプレーンとの繋つながり……。『アリアドネの糸』……」

　具体的なイメージはできない。が、一度、自分のアストラル体を見たことがあるきらほは、なんとなく分かる気がした。自分の肉体と、瓜うり二ふたつのあの体とを繋いでいるものがあるのだろう。

「その診断してくれた人は、治療はしてくれなかったの？」

「住職の見立てだと僕が大きくなれば治るという話だった。成長し、多くの人と知り合ううちに、物理的世界フイジカルプレーンとの絆きずなが増えていく。そうすれば自然に完治する。幽体離脱は肉体を飛び出したアストラル体が再び肉体に戻ることさえできれば危険な病気ではないし、高額の布施を払ってまで手術することもない、と。……でも、その人は良心的ではあったが、見立ては正しくなかった。中学、高校と進学しても、病気は治らなかった。理由は、僕が世界と関かかわりを持とうとしなかったからだ」

　福ふく井いは冷笑を浮かべる。

「たしかに、僕は成長とともに人前で幽体離脱することがなくなった。でも、それは以前より離脱をコントロールできるようになっただけだった。楽観的な僕の親たちは住職の言った通り完治したと思いこんでいたようだが、実際には隠れて離脱する回数は逆に増えていた。こうして、僕は精神的むこうの世界に、はヽまヽっヽてヽいったんだ」

「はまるって……。そんなにそこは、その、いい場所なの？」

「精神的世界アストラルプレーンは混こん沌とんとしている場所だ。雑多な世界が折り重なって単一の世界を構成し、常に揺れている。その揺らめきが好きだから居い心ごこ地ちがよかった。現実の世界は僕にとって……あまりに曖あい昧まいさが少ない。説明しても恐らく分かってはもらえないと思うけど」

　福井の言う通りきらほは理解できない。曖昧さのある世界のどこがよいのか。なんだって、はっきりしている方がいいではないか。

「そんな感じで僕と世界との『アリアドネの糸』は強まるどころかどんどん弱まった。ちょっとでも気を抜いただけでアストラル体が肉体から分離するほどに。詳しい人間に診せたことはないが、症状はかなり重じゆう篤とくな方向へ進んでいたと思う。恐らくあのままだと僕は本当に危なかった――。ところが高校二年生の時、転機があった」

「転機？」

「僕は、桜さくら乃のきらほに、再会した」

　福井はゆっくり、言葉を区切りながら言う。

　きらほはハッとしたように顔を上げた。

　そう二年前――。きらほは福井と再会した。近所の公園の、ずっと昔、彼とよく遊んだ場所で。

　今でもはっきりと覚えている。福井は公園の芝しば生ふの広場のスロープに座っていた。きらほが近づくと振り向いてニッコリと微笑ほほえんだ。その微笑から、きらほは福井に憧あこがれの感情を抱いたのだ。

「あの再会以来、君は僕に盛んに接触しようとした」

「うん」

　実際、きらほは今思えば恥ずかしくなるくらい積極的に福井に接近した。公園によくいることを知ってからは下校途中に必ず寄った。用もないのに電話をかけたり、高校の前で張りこんだりもした。

「本音を言うと、最初、君が僕に関かかわろうとすることを歓迎してはいなかった。さっき話した通りその時の僕はかなり深刻な状態だった。世界との繋つながりをできるだけ絶とうとしていた。だから、そう、放ほうっておいてほしかった」

「そんなっ」

　きらほは青ざめた顔で胸を押さえた。

　だとしたら、それからの二年間は……。

　福ふく井いが少し慌てたように手を振る。

「いや、そう感じていたのは最初だけだ。君と会っているうちに変わった」

「本当に？」

「だから転機だった、と言ったんだよ。君の登場は、僕と世界との関係を強めた。どうしようもない状況にあった僕の症状は回復していった。だから次第に僕は君を通じて現実世界との繋がりが生まれることを望むようになった。僕は期待した。君と一緒にいれば世界とのたしかな絆きずなを得られると。これは本当だ」

　きらほは福井と何度か行ったデートらしきもののことを思い返す。口数の少なかった福井が会うたびに話すようになった。打ち解けていっている気がした。

　あんな事件があったため、全すべては夢か幻だったかのように考えた。しかし、そんなことはない。本当に福井はきらほを受け入れていたのだ。少しだけ救われた気がした。

　でも、じゃあ――。

「じゃあ、どうして、あんなことになったの？　私もケンくんと一緒にいて、楽しかったよ。ケンくんの言っている絆がどういうものか分からないけど、私はケンくんの傍そばにいるだけで幸せだったよ」

「僕だってそう。いつまでもこの時間が続けばいいと感じたことは何度もあった」

「だったらどうして続けようとしなかったの？　どうして嘘うその自殺なんて、しちゃったの？　もっともっと、私とケンくんとの繋がり、強くできたよ」

「それは……」

　福井は言葉を詰まらせる。

「どうしてなの？　はっきりと言って」

「君との出会いは転機だった。諦あきらめかけていた世界との絆をもう一度、強める気になった。しかし二年間つきあって、僕は最初に期待していたものが得られないことに気がついた」

「！」

　きらほの瞳どう孔こうが強い衝撃を受けたように開く。

「いや君が悪いわけではないし、二人の関係に不満があったわけでもない。ただ、何かが足りなかった。僕が期待していたのはもっと鮮烈で強力な世界との絆だった。それがなければ精神的世界アストラルプレーンからの誘いから逃れることができない。僕はすでに後戻りできない世界に足を踏み入れていた」

　いや……違わない、ときらほは思う。自分が期待はずれだったから、元に戻ったと言っているのだと。きらほは唇を噛かみしめた。

「……それで世界との繋つながりを完全に絶つために……あんなことを？」

「世界との繋がりを絶ちたいだけなら本当に死ねばいい。周囲を欺いて、嘘うその自殺をした理由はもう一つの出会いがあったからだ」

「もう一つの出会い？」

「大学進学が決まった春休み。僕は一人の男に会った。その人は僕が患っているような、普通では考えられない病気を専門に治療する医師だった。その医師は僕の重度の幽体離脱症候群のことを知っていて、彼が組織しているオカルト医療の結社に入ってその能力を活いかさないかと誘ってきた。自由にアストラル体に分離できる力は貴重だと」

（オカルト医療の結社……！）

「もしかしてその人の名前は……白しら川かわ怜れい一いち？」

　福ふく井いがどうしてって顔をする。

「今、私、その人の息子がやっているオカルト医院で働いているの」

「なるほど……。不思議な巡り合わせもあるものだ」

　巡り合わせ。本当にそれだけなのだろうか。きらほは占いや運勢をそれほど信じるタイプではない。でも、もしかしたら、この世界には本当に、強力で抗あらがいようのない宿命のようなものがあるのではないかと、思う。

「……悩んだ末、僕は白川の申し出を受けて結社に入ることにした。集団に属すことで社会的にその絆きずなを強められないかなと思った。考えてみるとちょっとした皮肉かもしれない。世界との絆が低い力を利用して、絆を強めようとするわけだから」

「…………」

「結社に入る条件として、福井憲けん次じという人間を捨てることを要求された。僕は言われるままに動いた。彼らは僕にそっくりな肉体をつくり上げて、僕の代わりに死なせた。オカルト医療に携わっているのならそのあたり大体、想像はつくか」

　朝とも永ながの言う通り、あの日きらほが見たアスファルトに激突した体は、血の海は、福井を模倣した作り物だったのだ。

「以上が僕の自殺に関する全すべてだ。今この町にいるのは、ほとぼりがさめるまで東京を離れるように言われたからだ。祖母が死んでこちらの家はずっと空き家だった」

　福井は口を閉じる。うかがうような視線をきらほに送る。

　きらほは俯うつむいたままジッとしていた。

「……一つだけ。一つだけ教えて」

　しばし無言の時間が流れた後、きらほは静寂を破る。

「自殺の証人に私を選んだのは福井くん？」

「そうだ」

「どうして？」

「それは僕にとって唯一の世界との接点が君だったから。世界との繋がりを絶つには、君に別れを告げる必要があった」

「そうだと思った」

　きらほは目を伏せる。ボソリと言った。

「…………自分勝手」

「？」

「ケンくん、自分勝手だよ、自分勝手すぎる!!」

　勢いよく顔を上げた。見開かれた真っ赤な瞳ひとみから涙が飛び散った。

「世界との繋つながりを絶つために、期待はずれな私との絆きずなを絶つことが必要だったのかもしれない。でも、私の気持ちはどうなの？」

　きらほは胸に手を当てる。

「自分の目の前でケンくんが死ぬことで、私がどんな思いをするか少しは想像したの？　死ぬだけでも辛つらいのに目の前で自殺……、どんなに辛いと思う？　身が引き裂かれるような、死んでしまいそうな辛さなの。それを、ケンくんは少しでも考えた？」

「……」

「あの後、ケンくんの死ぬ夢を毎晩のように見た。何度も何度も。ケンくんは、五十回は私の夢の中で死んだ。でも死ぬたびに蘇よみがえって、また私の夢に出てきて死ぬの。その辛さ……分かる？」

「……」

「私との二年間が期待はずれだったのは分かった……。でもだからって、あんな仕打ちはないよ。そんなに世界と縁を切りたかったら、どこかでこっそり切ればよかったじゃない。どうして私を巻きこんだの……」

　きらほは両手で顔を覆う。

　泣きながら――。なんて自分はかっこ悪いんだろうときらほは思う。福ふく井いの事情も気持ちも理解できたし、責めたところで何も変わらないことも分かっている。なのに責めたいと思うドロドロとした感情が、次々と胸に湧わき上がってくるのだ。

　そして、その理由も分かっている。

　失恋のショック――。

　福井は自分にあの二年間が無駄だったと告げた。きらほはふられた。それも、決定的な失恋。だから心が穏やかでないのだ。好きだった人にふられて苛いら立だっている。酷ひどい目にあわせたと理由をつけて、福井を責めてる。

　きらほは自分が嫌な奴やつだと思う。でも、止まらない。

「……すまない」

　福井が頭を下げる。きらほの気持ちは収まらなかった。

「それに！　世界と縁を切ったのなら、どうしてまた私の前に現れたの？　ケンくん、境内で私が来るのを待っていたんでしょう？」

「それは……。バスの中の君を見た瞬間、もっと顔を見ていたくなって。あの場所からすぐに離れるべきだったが……、それができなかった」

「そうよ。もしあれっきり私の前に現れなければ、見間違いだと思って忘れていた。なのにどうしてなの？　それとも、また私に何かを期待していた？」

「分からない。いや、期待していたかもしれない。まだ僕は君との繋つながりを断っていなかったの……かな」

「無理だよ。そんなの絶対に無理!!」

　きらほは叫びながら、強く首を振る。

「ケンくんはまた、自分勝手な考えをしてる。ケンくんはまだ私との繋がりを感じているかもしれないけど、私にはない。……すでに私の世界では、ケンくんはいない存在なの。だからもう現れてほしくなかった。ここまで来たのも、決してケンくんと繋がっていたからじゃない。真実を見極めたくて来ただけ」

　こんなこと、言いたくない……、ときらほは思っていた。

　展望台に来る前、きらほはタクシーの中で、もし福ふく井いに会えたら全すべてを水に流して、再会を祝福する言葉だけを言えればと考えた。でもぜんぜん無理だった。きらほの口はわざわざ選ぶように、次々と福井を傷つける言葉を吐いている。その向かう先に何があるのか、よく分かっているのに。

　そして――。

「でも、ケンくんの話を聞いて全部分かった。真実を知りたい気持ちが、最後のケンくんとの絆きずなだったけど、もうそれもない。もう私とケンくんを繋ぐものはなにもなくなった……。次、呼び出されても私が行くことはないと思う。だから――。もう二度と私の前に出てこないで、お願い」

　ああ、言ってしまった――。

　拒絶。

　福井はもう一度、世界との絆をきらほに求めている。その手助けをしたい……、理性はそう思っているのに、感情は福井を拒む。

　その時。

　プツプツッ――。

　何かが切れたような音がした。気持ちから生まれた幻聴ではない。もっと、はっきりとした音が。

　福井が立ち上がる。

　何か言いたげな瞳ひとみできらほを見て、口を開こうとした。

　きらほは何か言ってほしかった。

　まだ諦あきらめきれない何かを、言ってほしい。そうすれば、燃え上がった自分の感情を抑えられるかもしれない――と。

　しかし、福井は開けかけた口をそのまま閉じた。首こうべを垂れ前髪で目を隠すと、少し間をあけてからもう一度開く。

「たしかに君の言う通りだ。僕は世界との絆きずなを絶った。君の前に現れるべきではなかった」

　きらほは顔を上げた。

（違うの。私が聞きたいのはそんな言葉じゃないの）

「今度こそ、さよなら」

　福ふく井いは手を上げると、弱々しい笑みを浮かべた。自じ嘲ちようにも似た内罰的な笑み。

（私が見たいのはそんな顔じゃないの）

　あずまやを出て行く福井に、きらほは立ち上がろうとした。

　立ち上がれなかった。

　中腰で手を伸ばしたまま、遠ざかる福井の背中を指の隙すき間まから見ていた。

　福井は両手をポケットにいれて、少し猫背になって公園を歩いて行く。そのまま振り返ることなく、きらほの視界から消えた。

　再び、きらほは切り株の椅い子すに座る。

　伸ばした手を膝ひざの上に戻し、嗚お咽えつを漏らした。



　一体、どれくらい泣いていただろう。あずまやはいつしか薄うす暗くら闇やみに包まれていた。

　セミの鳴き声が衰おとろえたためか、さっきまで微かすかに聞こえた遠くの祭まつり囃ばや子しがはっきりと耳に届く。

　きらほは携帯電話のディスプレイの時計に目をやる。

　そろそろ帰らないと、心配されるかな――、と思う。

　あずまやから外に出た。

　海の方を眺める。橙だいだい色いろから墨色に変わった世界に点々と漁いさり火びが瞬いていた。

　きらほは公園の方に体を向けた。

　外灯の下に人が佇たたずんでいた。足た袋びにわらじに法衣、修験者のような格好。

「こんな人ひと気けのない場所に、若い娘さんが一人というのは危ないですぞ」

　低くて朗々とした声が、無人の公園に響く。

「呉ご鐘しようさん……」

「また少し、間が開きましたな」

　呉鐘は禿とく頭とうを掻かきながら小さく笑った。



　シャッ、シャッ、シャッ、シャッ――。

　砂じや利りを踏みつける草ぞう履りの音だけが響いていた。

　展望台公園から神社の境内まで続くゆるい傾斜の林道――。

　木に裸電球を固定しただけの明かりが設置された薄暗いトンネルのような場所を、きらほと呉鐘は並んで歩く。

「拙僧がここにいることに、その……あまり驚いておられないようですな」

　呉鐘は少し意外そうに言う。

「ええ……なんとなく、理由が分かるような気がしますから」

「もし差し支えなければ、その理由を聞かせてくれませんかな？」

「いえ……。単純に考えただけです。呉ご鐘しようさんは白しら川かわ怜れい一いちさんを捜していましたから。ケンくんと結社の繋つながりから調べようとすることはあるかな、と。それにこの前……」

「？」

「……この前、医院に来られた時、呉鐘さん私の名前を聞いて驚いていましたよね？　怜一さんかケンくんを調べている過程で、私の名前が出てきていたからじゃないですか？」

　呉鐘は目を大きくすると、ワッハッハと豪快に笑った。

「いやあ、さすがきらほ殿、ばれておったか。拙僧もまだまだ修行が足りませんな。きらほ殿のおっしゃる通り、拙僧は福ふく井い殿を追って、この地に来ておる」

「ケンくんを監視して、怜一さんに会うつもり……ですか？」

「左さ様よう。ここ数年、拙僧が大陸で探っていたのは、足取りの掴つかめぬ怜一本人ではなく、奴やつの組織した結社でしてな。その日本支部で新たにメンバーを加えるという情報を仕入れて、戻ってきていたわけじゃ。新たな人員でさらに日本人ならば、怜一が接触する確率も高かろうと思って」

　あの時、呉鐘が朝とも永ながに言っていた手がかりとは、福井憲けん次じのことだったというわけだ。

「私の名前はどうやって？」

「ある協力者から、福井殿の写真と偽装自殺の計画が書かれた文書を手に入れての。きらほ殿の名前はそれで知っておった」

「朝永くんには？」

「話しておらんよ。この町にお主らが来たのはまったくの偶然じゃ。まさか福井殿の方からきらほ殿に接触をしようとするとは思わなんだ」

　きらほはホッとする。この町の別荘に来ることになったことまで、仕組まれたことのような気がし始めていたから。

「福井殿が生きておることを話さなかったのは、申し訳なかった。知れば、きらほ殿は、福井殿を捜そうとするじゃろう。福井殿や結社に警戒されたくなかったんじゃ。これは拙僧が悪かった。この通り、堪忍してくれい」

　呉鐘がすまなそうに手を立てる。きらほは首を振る。

「気にしないでください。たぶん教えてもらっても本人に会えなければ、信じられませんでしたから」

　今でさえ、きらほは福井と会っていたあの短い時間が、夢かなにかのように思える。それぐらい死んだと認識していた人に会い、話したというのは非現実的な経験なのだ。

「申し訳ないが、福井殿が生きていることは……」

「分かっています。ケンくんのおじさんにもおばさんにも、誰だれにも言いません。言ったって、信じてはもらえないでしょうし」

「かたじけない」

　呉ご鐘しようはもう一度、手を立てると、それっきり何も言わなくなった。

　しばらく無言のまま二人は歩く。再び砂じや利りの音だけが響く時間が流れた。

　ポツリと、きらほは言う。

「呉鐘さん……」

「なんですかな？」

「呉鐘さんは……なぜ、怜れい一いちさんを捜しているんですか？」

「なぜ……とな？」

「怜一さんは、朝とも永ながくんや呉鐘さんの前から去った。それは怜一さんの意志です。なのにどうして捜そうとするんですか？　本人は会いたくないと思っているかもしれないじゃないですか。怜一さんがその、よく分からない結社をつくったからですか？」

　呉鐘は腕を組む。質問の返答よりも、その意図を考えているように、きらほには見えた。

「たしかに怜一がアルビジオスを作ったのは、拙僧があの男を捜すきっかけじゃが、それが理由かというとそれは違う」

「じゃあ、どうしてです？」

「簡潔明めい瞭りよう。わしが怜一に会いたいからじゃ。会って一発殴らないと気がすまん。だから捜しておる。分かりやすかろう？」

　呉鐘は自分を親指で指して、歯を見せた。

「で、でも、それじゃあ怜一さんの気持ちは……」

「そんなものは知らん。もし会いたくなければ、あの男が拙僧から逃げればええんじゃ」

「そんな乱暴な」

「乱暴なもんかい。あの男が何も言わず姿を消したのと、拙僧が無理やりあの男に会おうとするのとで何が違う。逃げれば誰だれかが必ず追いかけてくる。これを因果応報という」

　呉鐘は顎あごを撫なでてみせた。

　きらほは軽く唇を噛かんで下を向く。

「福ふく井い殿が現れたことが、きらほ殿には辛つらかったのかな？」

「いえ……。私の場合は、彼が勝手に消えて、勝手に現れただけですから……。少し事情が違います」

「そのまま現れないままでいてほしかった、と思っているわけかの？」

「彼にはそう言いました」

「ふむ」

　再び会話が途切れる。

　暗い林のトンネルの前方が明るくなる。ボンヤリとした光の中から、祭まつり囃ばや子しと雑踏の音が聞こえる。神社が近いようだ。

　呉鐘が立ち止まる。

「ここまで来れば、もう大丈夫じゃろう」

「ええ……。ありがとうございました」

「本当は怜れ央お麻まの別荘まで送りたいところなんじゃが。日陰者ゆえ、あまり人目にこの身を晒さらしたくない。堪忍なされい」

「いえいえ、ここで十分です」

　きらほはペコリと頭を下げる。呉ご鐘しようは鼻先を掻かきながら、ばつの悪そうな顔をした。

「その……。福ふく井い殿はきらほ殿に、アルビジオスについて、なにか言っておりませんでしたか？　これからどうするかとか」

「詳しいことはなにも。私も聞きませんでしたし……。しばらくこの町にいるようなことは言っていましたが」

「怜れい一いちについては？」

「数ヶ月前に、一度会ったと」

「そうですか……。少なくとも、今年になって一度は日本に来ていたというわけですな」

　呉鐘は無念そうに唸うなる。

「すいません、あまりお役に立てなくて」

「拙僧こそ、心中穏やかでないところにつまらんことを聞いて申し訳なかった」

「いえ、私なら大丈夫ですから」

　きらほは力なく首を振る。

　言おうか言うまいか考えるような表情をした後、呉鐘は口を開いた。

「さっきの話じゃが……、拙僧はきらほ殿が羨うらやましく思いますぞ」

「えっ？」

「拙僧の場合、怜一は行方知れずになっただけで、きらほ殿とはたしかに事情が違うわけじゃが……自分の前から消えた懇意の人間に会いたいとする心気は、同じじゃないかの？」

「それは……」

「拙僧など怜一に会うため、何年も捜しておるのに、手がかり一つ見つかっておらん。逃げているのか、それとも端はなっから相手にされてないのか分からんが、二十年来のなじみに手紙一つ送ってこないことを、少々寂しく思うことがあるわけじゃ。怜一にとって、拙僧はなんじゃったのかとな。まあ、もともと親しく思っていたのはこちらだけで、先方はなんとも思ってなかったかもしれないがの」

　ワッハッハと笑いながら、呉鐘はまた禿はげた頭を掻く。

「だから拙僧はきらほ殿が羨ましい。会いたい人間に会えたんじゃ。それも向こうから会いに来てくれたんじゃ。これは、なかなか幸せなことですぞ」

「……」

「いろいろと思うことはあるかもしれんが、今は、再会できたことを喜べばええんじゃないかの？」

「そんなこと！」

　きらほは大きな声を上げた。呉鐘が驚いたように顔を引く。

　きらほは目からポロポロと大粒の涙を流して泣いていた。あずまやで散々泣いて、すでに涙るい腺せんは干上がっていると思っていたのに、また溢あふれ出した。

「私だって会うまではそう思っていました。死んだはずのケンくんが生きていた。それだけを考えて嬉うれしく思おうって」

「きらほ殿……」

「ケンくんに会いたいと思っていました。夢で何度も見たし、朝とも永ながくんに手術を受けた時にもケンくんが現れました。その気持ちは呉ご鐘しようさんが白しら川かわさんに感じている気持ちと同じかもしれません。でも、それでも…………無理だったんです！」

　きらほは胸にこみ上げる熱いものに駆られるまま叫んでいた。

「そう。絶対に無理なんです。あんな仕打ちをされて、会えたことを喜べるなんて！」

　両手で泣き顔を押さえ嗚お咽えつを漏らす。

「みんなが心配していそうだから、私、帰ります。送ってくれてありがとうございました」

　きらほはもう一度頭を下げると、呼び止められるより前に走り出した。

　傾斜の砂じや利り道みちを走る。

　涙が頬ほおを伝って後ろに飛んでいくのを感じる。

　トンネルを抜けて光の中に飛びこんだ。そこは昼間に訪れた神社の境内。

　きらほは下を向いて、参拝客で混こみ合あう階段を下りる。涙と鼻水ですごいことになっている顔を人に見られたくなかった。

　参道にたどりついてもきらほは足を止めない。赤色の提ちよう灯ちんが灯ともされた屋台の横を、人波に抗あらがいながら走る。

　涙はとめどなく流れ続ける。一体、体の中のどこにこれほどの涙を蓄えていたのだろう、ときらほは思う。このままでは恥ずかしくてタクシーにもバスにも乗れやしない。

　いっそこのまま別荘まで走って帰ろうかと考える。かなり距離があるが、走っているうちにこのどこまでも湧わいてくる涙も止まるかもしれない。

　参道が終わる。

　鳥居をくぐり抜けようとした時――。

　バンッ。

　きらほは立ち止まっていた人に衝突した。

　下を見て走っていたのだ。今までぶつからずにすんだのは、相手の方がうまく避よけてくれていたからだった。

「すみません……」

　きらほはよろけながら、涙と洟はなでいっぱいの顔を上げる。

「…………」

　もしかしたら。

　それは、その時、きらほが一番、見たかったものかもしれない。

　――冷たいカーディナルレッドの瞳ひとみ。

　きらほはもう一度、相手に当たって行くと胸に顔を押しつける。

「朝とも永なが……」

　その名を呼ぶ。

　胸の中で咽むせび泣く。周りにどんな風に見られているかなんて、もうどうでもよかった。

　しばらくの後、朝永はきらほの肩を軽く抱くとゆっくり体を離した。

　いつもの無愛想な声で言う。

「桜さくら乃のにぶつかられるのは、二度目だ」



　５　ブランコ



　そこは廃校だった。

　近くのバス停の前の小学校。そのグラウンドの片隅をきらほと朝永は歩いていた。

　最初からここを目指して来たわけではない。祭りの喧けん噪そうから逃れるように移動していたら校門の前に来ていた。

　中に入ろうと言うきらほに、朝永は特に反対しなかった。鎖の巻かれた金属製の門を乗り越えて侵入した。

　道沿いのフェンスの傍そばに設置されたブランコ。その一つにきらほは足を折りながら座る。

　眼前には静寂に包まれた夜の学校があった。

　地方にありがちな広いグラウンドの向こうに、木造の校舎が月影に照らし出されている。廃校になって間がないのだろう。教室の窓に、画用紙や飾りつけが張られたままになっていた。

　夜の学校は特別怖いと、きらほは思う。

　闇やみへの恐怖に加えて、孤独感からくる不安がある。昼間の、沢山人がいる風景とのギャップから生まれる不安。誰だれもいなくなった世界に取り残されたような、そんな気持ちになる。だから日中でも、誰もいない学校にいるのはそれだけで怖い。

　逆をいうと、だから今、きらほはそれほど恐怖を感じてはいない。この学校の賑にぎやかな姿を知らないから。

　でも……。もしかしたら。怖くないのは違う理由かもしれないとも、きらほは思う。単純に自分の隣にいる人間の存在が、恐怖を防いでいるのかも、と。

　きらほは横に立つ朝永の顔を見上げる。

　黒いシャツにスラックスのいつも通りのくろすけ。直立不動の姿勢で校舎の方に視線を向けている。

　ぶつかった時に二言、三言、言葉を交わして以来、ほとんど何も喋しやべっていない。

「どうして……来たの？」

「桜乃が出てすぐに、呉ご鐘しようから連絡があった。心配になってちょっと見に来ただけの話だ」

　お決まりのぶっきらぼうな返事が返ってくる。

　きらほは小さく笑いつつ、少し前にも同じような会話をしたことを思い出す。珠たま樹きを連れて帰った時。きらほの家にやってきた朝とも永ながはそんなことを言っていた。

　その時も嬉うれしかった。

「それはやっぱり、スタッフを守る義務というやつ？」

「そんなところだ」

　その素っ気ない言葉に、泣き疲れた体が癒いやされていく。

　すっかり毒されたな、ときらほは感じる。朝永に冷たくされることが心ここ地ちよい。冷たさの中にある優しさに気がついてしまったから。

「ねえ……、朝永、ブランコの立ちこぎ、できる？」

「俺おれにできないことはない」

「言うわね。じゃあ、二人乗りでこいでよ」

「……そのブランコでか？」

　きらほの乗っているブランコの上のヒンジを、危なそうな目で見上げる。

「大丈夫大丈夫。つい最近まで、使われていたんだから」

「体重五十キロ以下の小学生にな」

　そう言いながらも、朝永はきらほの後ろに回ると、ブランコに乗った。

「さすがに、ちょっと狭いかなあ。靴がいたいよ」

「臀でん部ぶが肥大だからだ」

「なにそれ、ひっどーい！」

　きらほは頬ほおを膨らませて、朝永の足をポカポカと叩たたいた。

「こぐぞ。舌を噛かまないように気をつけろ」

　朝永はそう言うと一気に反動をつける。きらほは足を伸ばして、ギュッと鎖を握る。

　ギ――――――――ッ。

　体が浮いた。

　ブランコは前に進んで空中で一度停とまり、それから後退を始める。

　朝永は後退が停まると同時に、曲げた足を一気に伸ばした。

　大きく加速する。

　さっきよりもずっと、高い位置まで体が浮き上がる。

「すごい」

　きらほは歓声を漏らす。

　朝永がさらに反動をつけ続ける。

　すぐにブランコはかなりの高さにまで達した。

　ス――って、胸の中を風が通り抜けるような感覚がする。前方に上っていく時は、このまま飛んで行ってしまうんじゃないかと思うくらい目の前に星空が迫る。下っている時は砂の地面に激突してしまうような恐怖がある。

　一体、どのくらいの高さなのだろうか。自分ではものすごく高く感じるのに、横から見ると案外低かったりする。逆に、乗っている本人は全然怖くないのに、周りからだと危険に見えることもある。ブランコって、そういうものだ。

「やっぱり、二人乗りだよね。ブランコは！」

　きらほは顔を上げて叫ぶ。

「座ってる分にはな。こっちはへとへとだ」

　その顔にはうっすらと汗が浮かんでいた。

「できないことはないんでしょ。このまま宇宙まで飛んでいこう！」

　遠心力で頭の血が下がったためか、少しハイな感じできらほは叫ぶ。

　ギ――――――。ギ――――――。

　ヒンジから聞こえる音が急に大きくなった。

「本当に壊れそうな音がするねえ」

　きらほがちょっぴり不安な声を出した直後のことである。

　ブランコが前方の一番高いところに到達したのと同時に、金属が割れたような音がした。

　次の刹せつ那な。

「えっ？」

　そんな顔をしながら、きらほは宙を舞っていた。

　ホントに飛んだ――。

　そう思った直後、

　グシャアッ。

　そんな音と一緒に、きらほは砂場に背中から叩たたきつけられた。

「いててて……」

　上体を起こしてキョロキョロと首を動かす。近くに朝とも永ながが倒れていた。

「ちょっと朝永、大丈夫？」

　朝永は顔から砂に突っ込んでいた。その横には鎖が切れて自由になったブランコの座席が転がっている。

　少しの間があって、モゾモゾっと砂から朝永の顔が現れた。均整のとれた作り物のような麗顔が砂だらけだ。

　朝永は顔と髪の砂を落とすと、恨めしそうな顔をきらほに向けた。

「桜さくら乃のが変なことを言うからだ」

　その様があまりに不満そうなので、きらほは噴き出してしまう。噴き出しただけで収まらずお腹なかを抱えて笑い始める。

「なにがそんなに面白い。くそっ！」

　朝永は立ち上がると、砂にまみれた服に目を落としながら腹立たしそうに叫ぶ。きらほの笑いはさらに加速する。

「女の子にお尻しりが大きいとか言うからよ」

　笑いすぎて出てきた涙を指で拭ふきながら、きらほは言った。



　手足の砂を洗い流すために、近くの手洗い場に行く。

　幸い水は止められてなかった。きらほは簡単に手と顔を洗って、脱いだ靴下をパンパンと叩たたいただけですましたが、朝とも永ながはそれだけでは我慢できない。服はともかく、肌に砂がついた状態では動きたくないらしい。

「悪いが、ズボンを脱いでもいいか？　腰の中まで砂が入っている」

「大丈夫。トランクスなら弟ので見慣れているから」

　それに、きらほはパンツや尻尾しつぽを見られているわけだから、反対にトランクスぐらいと思う。

　朝永はベルトを外すと、スルスルとスラックスを下ろす。月の青い光に照らされた、綺き麗れいで細長い足が現れる。予想通りの漆黒のトランクス。

「ねえ……朝永」

　ジャブジャブと足を洗う朝永を漫然と眺めながら、きらほは呟つぶやくように言う。

　朝永は顔も上げずに、「うん？」と答える。

「全然、聞かないのね」

「なにを？」

「だから……。ケンくんのこととか」

「ああ」

　朝永は蛇口を閉める。



    

  
    
      



    

  
    
      「桜さくら乃のが話したいのなら聞いてもいい。話したくないのなら聞かない」

「私は…………。聞いてほしい、かな」

　朝とも永なががジロリときらほの方を向いた。

「じゃあ話せ」

　命令口調でそう言うと、ハンカチで足を拭ふき始める。

　その態度に、きらほはまたクスリと笑う。

（でも、何を話せばいいのだろう……）

　福ふく井いの話は、以前、手術の時にしている。新たに何を話せるのだろう？　今日、福井と会うことで、何か新事実が明らかになっただろうか？　福井が生きていることが分かった。でもそれだけだ。その事実を朝永は知っている。偽装自殺の方法も朝永の予想通りだった。福井と白しら川かわ怜れい一いちの関係は呉ご鐘しようから聞いていることだろう。

「やっぱり、朝永に話すこと……」

　ないかも――ときらほが言おうとしていると、朝永は付け加えた。

「言っておくが、福井憲けん次じの話は大半を忘却した。あの時のお前はいかがわしい猫語だったしな。話すのなら、また最初から話すといい」

　きらほは驚いて目をクルクルとさせる。

　朝永っていつから、こんないい奴やつだっただろう。

「でもいいの？　女の子に昔好きだった男の子の話を聞かされるのって、面白くないんじゃない？」

　きらほがいやらしい顔をすると、朝永は鼻で笑い飛ばした。

　――きらほは話す。

　福井との幼い頃ころの思い出。中学の時の再会。

　二年間のちょっとした交際と、あの事件。

　そして、今日、福井に言われたことを。

　話しながら、きらほは新たな事実に気がついていた。

　福井の話を聞いて生まれた、燃えるような強い感情。自分の悲しみの真因がなんだったのか。

　きらほが悲しかった理由は、一つ。

「私は、ケンくんになにもできなかった……」

　中学の時、福井とあの公園で再会した時――。福井は公園のあの芝しば生ふの丘で、昔のままの格好で座っていた。

　今だから分かる。恐らくあの時も福井の意識はあの場所にはいなかった。きらほに声をかけられ、向こうの世界から戻ってきたのだ。幼い頃、一緒に遊んでいた時と同じように。

　幼い頃はそれっきりだった。福井が精神的世界アストラルプレーンに行くたびにきらほが呼び戻す。一方通行のまま、いつの間にか疎遠になっていた。

　でも成長した福井は違う。きらほのアプローチに応えようとした。応えることで、世界との繋つながりを強めようと考えた。だからきらほがデートに誘えば、同意してくれた。きらほが話しかければ答え、言葉数も増えた。福ふく井いから誘われることはなかったが、それでも昔から考えると大進化だ。きらほはそれを福井が大きくなったからだと、思いこんでいた。

　しかし、違ったのだ。

　福井はあの時、無理をしていた。努力をして、希薄な世界との繋がりをなんとか保とうとしたのだ。

　福井が、きらほとの絆きずなに何を期待していたのかは分からない。自分勝手な過度な期待だったのかもしれない。甘えるな、って気持ちにもなる。……でも、それにきらほが応えられなかったために、福井は世界を捨てることを決めた。

「……私、ケンくんが逝いった後、自分は彼のことをなにも分かっていないことに気がついた。でも、生きていたケンくんにあの二年間の話を聞かされて、もっと分かっていなかったことを知ったの」

　朝とも永ながに語りながらきらほは思う。

　あの時、自分は何をすればよかったのだろう？

　もっともっと積極的にアプローチするべきだった？

　いや、それは違う気がする。

　なにか他ほかに、福井がきらほに期待していたことがあったのだ。

『なにかが、足りなかった』

　福井はきらほにそう言っていた。そのなにかとは、なんなのだろうか。

「結局、私はなにもできなかった。だから悲しいの」

　きらほは胸を押さえる。

　福井と会った直後は、きらほは頭の中が混乱して感情の整理ができなかった。でも今は、違う。悲しみの根源が、はっきりと見える。

　これは自分の無力さへの絶望なのだ。

　きらほは涙を拭ぬぐう。

　さっきまでの涙とは違う。悔し涙、なのだときらほ思う。



　気がつくと、ズボンを穿はき終えた朝永がきらほの目の前に立っていた。続きを催促するように、顎あごを小さく突き出す。

「それから？」

「これで終わり……。全部だよ」

「そうか。しかし桜さくら乃のの気持ちは分かったが、まだ福井についての結論と、これからの話がまだのようだが」

「結論？　ケンくん、大ッ嫌い！　あんど、もう二度と会わな――い！」

　きらほは両手を交差させて、バツをつくる。

　朝永は不思議そうな顔をした。

「珍しいな。おせっかいなまでに、他人の問題に突き進む桜さくら乃のが……。今回は二中のナパームの出番はないのか？」

「不発よ。だってもうケンくんの顔も見たくないもの」

　福ふく井いにもはっきりとそう告げた。

　その時の、福井の酷ひどくショックを受けた顔を思い浮かべ、きらほは悔悟の気持ちになる。でも、それだけだ。

　自分が福井にしてやれることはない。あの二年間にできなかったことが、どうして今ならできるというのだ。できっこない。

　――でも、だから悲しい。

　きらほは顔に陰をつくりながら、手洗い場の流しに座る。

「……桜乃は嫌悪しているようだが、俺おれは、その福井という男に感謝している」

　急に朝とも永なががそんなことを言った。

　きらほは顔を上げる。朝永はまじめな表情で、きらほを見つめていた。

「え？」

「福井のお陰で俺は桜乃に会うことができた」



　不意討ちだった――。



　きらほは体を大きく仰のけ反ぞらせて、流しから落ちそうになる。こんなに気持ちが沈んでいるのに顔が火ほ照てる。

「それってどういう……」

　きらほは消えいるようなか細い声を出した。

「俺は桜乃に会えてよかったと思っている」

「……どうして？」

「意外に思われるかもしれないが……、俺は自分が決して、完かん璧ぺきな医者とは思っていない。欠けている点があることを自覚していたが、それがなんなのかまでは分かっていなかった。しかし桜乃と一緒にいた短い間に、それが見えてきた気がする」

「朝永に欠けているもの？」

　そんなものがあるだろうか、ときらほは思う。朝永はオカルト医師として、いつも完璧な手術をこなしてきた。

「俺の医療は基本的に受け身だ。助けを求められない限り、自分から患者を探したりはしない。同時に、助けを求められれば拒ばない。治そうとする意思がある者のみを助く。それが俺にとっての医療の領分だ。医師は神ではない。あくまで生きようとする人間の補助をするだけだと考える。……でも、桜乃は違う」

　朝永は息を継いだ。

「持ち前のおせっかいで、どんどんちょっかいを出していく。目の前で苦しむ人間がいれば、それが誰だれであろうと助けようとする。患者が手術を嫌がれば、無理にでも説得しようとする。これは自分の哲学とは相反する。だが……医療にはそういう面が必要だと思うこともある」

「朝とも永なが……」

　きらほは驚いていた。朝永の口からそんな言葉が聞けるとは思わなかった。

「大おお江えの時も、珠たま樹きの時も、桜さくら乃のは信じられないほどの行動力を見せた。正直、圧倒されたし、反発もした。だが、桜乃のお陰で事態は好転した。俺おれ一人では、よくない結果を招いたかもしれない。桜乃は俺の足りないところを補ったと思う」

　いつになく朝永は雄弁だった。その顔に照れはない。真剣な眼まな差ざしをきらほに送り続けている。

「だから俺は桜乃に俺の傍そばにいてほしい。……もし桜乃がよければ、お前に貸した手術費の返済が終わった後も、白しら川かわ医院で働く気はないか？」

　ドキリ――、とする。

　どういう意味かな、ときらほは思う。

（まさか、プロポーズ？）

　一瞬、そんな考えがきらほの頭を過よぎる。

　でもすぐに否定する。朝永の場合、それは言葉通りの意味なのだ。昨晩、きらほは朝永の手伝いをしたい気持ちを伝えた。これは一日遅れの返事。

　きらほは流しの上からぴょんと降りる。朝永の前に立つとスカートの裾すそを持って、はにかむように言った。

「こんな看護師でよければ、よろこんで」

　朝永がくれたのは落ちこんでいたきらほへの、彼なりの励ましの言葉だ。好きと告白をくれるよりもずっと嬉うれしい。

　朝永は頷うなずき、小さく微笑ほほえむ。

「契約書を書き換えないといけないな」

　朝永らしい言葉にきらほは再び笑う。

「……そろそろ帰ろうか。委員長と鞠まり菜なちゃん、きっと心配しているから」

「そうだな」

　朝永と校門に向かってきた道を戻り始める。

　きらほは下を向いて歩きながら、もう一度、福ふく井いのことを考えた。

　もう涙は出ない。さっきまであった悲しみは消えている。無力感の闇やみで満たされていた胸に光が差していた。それは朝永の言葉の魔法で蘇よみがえった勇気。

　――今なら何かできる気がする。

「ねえ、朝永……。ケンくんのことだけど……。もう本当に、私、何もできないのかな？」

「今回のナパームは不発ではなかったのか？」

　朝永は優しい皮肉な笑みをつくる。

「できるかどうかは、お前の場合あまり重要ではないだろう？　とりあえず行動して、それから考える。違うか？」

「私、そんな猪ちよ突とつ猛もう進しんばっかりのキャラじゃないよ」

　きらほはむくれた顔をした後、再び考えこんだ。

　福ふく井いの件で、何か大切なことを忘れている気がした。心の落ち着いた今だから思い出せること。

「そうだ……。ケンくんと会っている間、ものすごく不安を感じた時があったの。すぐに気持ちに呑みこまれて何も感じなくなったけど、一瞬だけ」

「ほお……」

「二度と私の前に現れないで、ってケンくんに言った時、音が聞こえたような気がしたのよ。気のせいかもしれないけど」

「どんな音だ？」

「プツンって――。なにか線のようなものが切れたような音」

　朝とも永ながが立ち止まり、顎あごに手を当てる。

「どうしたの？」

「……福井は重度の幽体離脱症候群だったな」

「うん。ケンくんはそう言っていた」

「幽体離脱症候群は、肉体とアストラル体、もっと言えば、アストラル体とこの物理的世界フィジカルプレーンを結ぶ、『アリアドネの糸』と呼ばれる絆きずなが脆ぜい弱じやくである故に起きる、とも聞いただろう」

「う、うん」

「恐らく、桜さくら乃のが聞いたその音は『アリアドネの糸』が切れた音だ」

「！」

　きらほは青ざめた顔を朝永に向ける。

「私が酷ひどいことを言ったから……？」

「面倒を承知で福井が桜乃を呼び出したのは、桜乃との繋つながりをまだ感じていたからだろう。その桜乃に拒絶されることで、『アリアドネの糸』の何本かが切れた」

「切れたら……どうなるの？」

「幽体離脱は、分離したアストラル体が肉体に戻ってくる限り、決して緊急性の高い疾患ではない。だが、もし『アリアドネの糸』が完全に切れれば、アストラル体は精神的世界アストラルプレーンから戻るための手がかりをなくし、向こうの世界をいつまでも彷徨さまようことになる」

「そんな!!」

　きらほは悲鳴を上げた。

　アストラル体が戻ってこないと肉体はどうなるか。それは幼い頃ころ、一緒に遊んでいた時の福井の姿だ。ボーっと空を見続ける魂の抜け殻……。

　きらほは福井からの接触を一方的な絆だと言った。福井を自分勝手と非難して、福井を拒絶した。拒絶で福井がどうなるかなんて考えなかった。いや考えたが、それ以上に怒りの方が大きかった。しかし、もしそれで福ふく井いと世界との絆きずなが絶たれてしまったのだとしたら、そんなのは絶対に嫌だ。

「私……、行かなきゃ」

　きらほは襟元を押さえながら呟つぶやいた。

「一応……理由を聞いておこうか。桜さくら乃のはさっき言ったな。奴やつが死んだ時、福井との絆は切れた、と。今や福井は桜乃にとって他人ではないか？　だとしたら行ってなにをする？　もう一度、絆を結ぶつもりか？」

「そんなこと、分からない。今でも私とケンくんとの絆は、あの時に切れてそのままだと思う。でも他人だろうと、危ない状態の人を放ほうっておけないでしょう？」

　朝とも永ながは笑う。でもバカにしたような感じではなくて優しい笑み。きらほの額ひたいをツンと指で突いた。

「それが、さっき言った俺おれに足りないものだ。桜乃のおせっかい」

　そう言って胸ポケットから携帯電話を取り出す。

「そのまま走って行きそうな勢いだったが、福井の生家がどこにあるのか覚えているのか？」

「あっ」

「ぬけているな。だが、それも桜乃らしい……。福井の居場所なら呉ご鐘しように聞けば分かるだろう」

　きらほは胸の中に広がる温かい何かを感じながら、コールする朝永を見つめた。



　６　福井の期待



　福井の生家は神社から程近い、小烏帽子えぼし山やまの斜面にある小さな住宅地にあった。町の山の手にあたり、昔ながらの平屋の屋敷がパラパラと建っている。福井の生家は見晴らしのよい丘の上にポツンと建った純和風の家だった。

　その佇たたずまいを見た時、きらほは微かすかだがこの場所に来たことがある気がした。だが、過去に福井と来た事実を知った後なので、ただの先入観かもしれないとも思う。

　呉鐘とは生家の近くで落ち合っていた。

「福井殿は屋敷に戻ってからは一度も外に出ておらん。帰って部屋に明かりがついて、それっきりじゃ」

　呉鐘は垣根の陰から屋敷の方に目をやりながら小声で言う。

「しかし……、福井殿が幽体離脱症候群だったとはな。アルビジオスの狙ねらいはそれであったか。たしかに物理的世界フイジカルプレーンと精神的世界アストラルプレーンを自由に行き来できるのは使い道がありそうじゃが……」

「どうかな。魔法的手続きがいらないだけでそれほど重宝するとも俺には思えない。少なくとも通常のオカルト医療においてはな」

「う――む。なにを考えておるんかの、白しら川かわは」

　呉ご鐘しようは唸うなりながら腕を組む。

「やっぱり駄目。コールもメールも反応がないよ」

　きらほが首を振りながら携帯電話を下ろす。

「着信を拒否しているだけか、それとも……。ということじゃな」

「きらほの話によると福ふく井いは重症だ。部屋に一人でいるうちに幽体離脱していたとしても不思議ではない。問題はその離脱したアストラル体と肉体の間に、『アリアドネの糸』があるかどうかだ」

「それは幽体離脱した状態でも確認できるの？」

「分かる。簡単な診察さえすればな」

　朝とも永ながは呉鐘の方を向く。

「俺おれはいいが、呉鐘は俺たちと福井の接触を望まないのではないか？」

「じゃが、もし福井殿が本当に精神的世界アストラルプレーンから帰ってこなければ、本末転倒じゃからの。ここは福井殿の安全を優先するわい」

「分かった。ならば確認しに行くか」

「行くって、でもどうやって？」

「御免ください」と玄関から訪ねたところで、幽体離脱した福井は出られないだろう。それ以前に一応隠匿中の身なのだから、無視しそうではあるが。

「もちろん、押し入る」

「へ？」

　サラリと言う朝永に、きらほは瞳ひとみをパチクリさせた。



「堂々と歩け。普通にやっていれば誰だれにも疑われない。中の人間だって家宅侵入の上、不法占拠している」

　福井の生家の庭をきらほがビクビクしながら歩いていると、後ろから朝永が囁ささやいた。

「そうは言うけど……」

　門から玄関までは道路から丸見えなのだ。誰かに見み咎とがめられたら、と緊張しない方が普通でない。

　三人並んで玄関の前に立つ。

「一応、呼んでみますかの」

　呉鐘がチャイムのスイッチを押す。屋敷の中からジジジジと古いブザーの音が聞こえる。

　しばらくしても、玄関の向こうはシーンとしたままだった。

　呉鐘の誘導で庭を通って裏の勝手口に回る。こんな奥まで入ってしまうと、もう言い逃れはできそうにない。しかし外からは見えないので、逆に安心感は高まる。

　勝手口の前で呉鐘がしゃがむ。

「きらほ殿に鍵かぎ開けの極意を伝授いたしましょう」

　顔を上げてにやりと笑うと、法衣の袖そでから針金を二本取り出した。

「まず、鍵かぎ穴あなを探す」

　ノブの真ん中にある鍵穴を指差す。

「次に鍵かぎの種類を特定する」

　針金の一本を鍵穴に入れて、小さく動かす。

「最後に正しい鍵を作る」

　もう一本を入れてせわしく動かした後、一本目と一緒にクルリと回した。

　小気味よい音がして鍵が開く。

「すごい……。そんな技、どこで習得したんですか」

　きらほが小さく感嘆の声を上げると、呉ご鐘しようは得意そうに肩をそびやかした。

「な―――に、昔、小お野の寺でら殿にちょっとな」

　ノブを回して扉を開く。

　真っ暗な台所である。中に入ると朝とも永ながが照明を点つけた。

「いいのかな？　近所の人に気がつかれない？」

「福ふく井いも普通に生活していたようだから、大丈夫だろう」

　流しの横に干された鍋なべや皿を見ながら、朝永は答える。

　台所から廊下に移動する。廊下の突き当たりの扉から明かりが漏れていた。

　押し黙って廊下を進んで行き、その前に立つ。朝永は、呉鐘ときらほに目配せすると静かに扉を開けた。

「！」

　きらほは両手で口を覆う。

　ガランとした六畳くらいの和室の中央に置かれた紫し檀たんの座卓。その上にうつぶせになるように福井が倒れていた。

　呉鐘と朝永が部屋に入って行く。生なま唾つばを飲みこんで、きらほもその後に続いた。

　福井の体が起こされる。

　きらほは身を震わせた。福井の青白い顔の中で、生気のない瞳ひとみが見開いていた。

　朝永は福井の腕の脈を取ると、ペンライトで眼球を確認する。

「肉体に異常はない。アストラル体が離脱しているだけだ」

　朝永の言葉に安あん堵どしながら、きらほは近くから福井を見下ろす。

　一緒に遊んでいた時もこんな感じだったろうか、と思う。ボーっとはしていたが、こんな死んだような目はしていなかった気がする。

「それで……、ケンくんの肉体とアストラル体を結ぶ絆きずなは？」

「さすがにそれはこの状態だと分からないな。福井の体を移動させる。手伝ってくれ」

　言われるまま、きらほは朝永と一緒に福井の体を部屋の端に移動させる。同時に、呉鐘が座卓を廊下に出す。

　部屋にスペースができると朝永は六畳いっぱいに、チョークで魔方陣を描き始める。

「アストラル投影プロジエクシヨンをするの？」

「そうだ。大分、オカルト医療のことが分かってきたじゃないか」

「でも、ケンくんのアストラル体はすでに分離しているわけでしょう？　そんなことしても仕方ないんじゃ……」

「アストラルプロジェクションは、肉体とアストラル体を分離するだけの術ではない。通常では見ることのできないアストラル体やその周囲のものをこちらの世界に映し出すことが真骨頂だ」

「ええっと……ってことは？」

「残り物を見えるようにする」

　朝とも永ながは魔方陣を描き終えると、福ふく井いの体をその中に座らせた。ズボンからお馴な染じみの黒い本を取り出す。パラパラとめくって、すぐに呪じゆ文もんを唱える。



〈我は請う。汝なんじの爪つめがこのものの一斉なる体のはぎ目を切り断つことを。我は請う〉



　きらほや鞠まり菜なが手術を受けた時と同じ呪文。魔方陣から淡緑の光が伸び、福井の体を取り囲む。



〈我は請う。汝の御み手てがこの者の一体をことごとくいざなうことを。我は請う〉



　朝永が腕を上げた瞬間、光はパチンと消える。

「私や鞠菜ちゃんの時より、随分あっさりしてるような気がするけど」

「大物アストラル体を投影していないからな」

　朝永と呉ご鐘しようが福井の背後に回る。ほとんど同時に安あん堵どのため息をつく。

「なに？　どうなってるの？」

　二人の間でキョロキョロしていたきらほは、首根っこを朝永に掴つかまれた。福井の背骨の付け根に顔を向けさせられる。

「目を凝らして見てみろ」

　きらほは目を細くした。

　キラリと、何かが光った。

「あっ」

　福井の背中から蜘く蛛もの糸のような線が伸びていた。ピンと空中に張られたまま、まっすぐ庭に面した壁の方向へ向かっている。

「福井のアストラル体と肉体の『アリアドネの糸』。世界との絆きずなだ」

「こんな細いものが？」

　目を離したら見失ってしまいそうなくらい細い線。

「いや、これほどまでに細いのは生まれて間もない赤ん坊ぐらいのものじゃ。世界との接点が母親しかない頃ころの。普通は生きていくうちに太くなっていく。幽体離脱症候群の患者の『アリアドネの糸』は確かに細いが、これは酷ひどすぎる」

「福ふく井いと世界との結びつきは、言わば風前の灯ともしびだ。もし、これが切れれば、福井のアストラル体は肉体に戻れない。まさに糸の切れた凧たこのように、どこまでも精神的世界アストラルプレーンを彷徨さまようことになる」

「……」

　きらほは胸を押さえた。

　やはり自分の言葉は、福井と世界との繋つながりを断ったのだ。

　あの時、もう少し福井の気持ちを酌くめていればこんなことには、ときらほは思う。福井を自分勝手と非難したが、自分だって……と。

「桜さくら乃のに会う前から、もうかなり脆ぜい弱じやくだったはずだ。責任を感じることはない」

　朝とも永なががきらほの肩に手を置く。

　温かい。朝永との信頼感から得られる心の安寧。これが自分と世界との絆きずな……。

　きらほは大きく息を吸う。また乱れそうだった気持ちが落ち着いた。

「手術で糸を強めることはできないの？」

「外科的手術で補強することが可能だ」

「そう」

　朝永の正面に立つと、決意の篭こもった眼まなこで見上げる。朝永は赤い瞳ひとみを細めてそれを受け止めていた。

「朝永、お願い。ケンくんの手術をして」

「それは、手術の依頼か？」

「そうよ」

「知っての通り、俺おれの手術費用は高額だが？」

「いい。何年働くことになっても、きっと返す」

　どうせしばらく朝永と一緒に働くと決めたのだ。そのただ働きの期間が少し増えるだけのこと。

　朝永は口端を窪くぼめて笑うと、ゆっくりと首を振る。

「これ以上、月賦の回数を増やすこともないだろう」

「でも、技術に対価を払うのは当然なんでしょう？」

「対価を貰もらわないとは言ってない。ただ、手術費は桜乃ではなく、呉ご鐘しように払ってもらう」

「せ、拙僧が？」

　呉鐘が自分の顔を指差して、とんきょうな声を上げる。

「でも、私が依頼しているのに、呉鐘さんに払ってもらうのはおかしいよ。それに呉鐘さんなら、自分で手術ができるはずでしょう？」

「い、いや、拙僧は……」

　少しうろたえる顔をする。朝永がニヤリと笑う。

「呉ご鐘しようは西洋から東洋まで、幅広いオカルト医療技術を修めた優秀なオカルト医師だ。しかし、術式を多用した大掛かりな手術は得意だが、手が大きすぎるゆえに細かい作業、たとえば縫合技術やメス捌さばきといったものは俺おれに及ばない。そして、『アリアドネの糸』を補強する手術はその手先の器用さを最も必要とするものだ」

「ぐぐぐ」

　呉鐘が唸うなる。どうやら図星のようだ。

「それに福ふく井いがこのまま帰ってこないことで一番困るのは呉鐘なんだから、払って当然。そうだな、呉鐘？」

　朝とも永ながときらほに同時に視線を向けられ、呉鐘はウッと体を引く。ため息をつく。

「……きらほ殿。手術費は拙僧が払いましょう」

「でも……」

「怜れ央お麻まの言う通り、拙僧の手では十分な補強は行えん。そしてやっと見つけた手がかりを、失いたくないのも本当じゃ。弟子に金を取られるのは理不尽にも感じるが、なーに、白しら川かわに会えれば、あいつからふんだくってやりますわい」

「すみません」

　きらほが頭を下げると、呉鐘は手を振った。

　朝永がきらほの方を向き直る。

「ただし、手術をするには、二つ必要なものがある。それは福井のアストラル体と手術を受ける意思」

「アストラル体と手術の意思……。分かった。私がケンくんのアストラル体を呼んでくればいいのね」

　きらほが小さく頷うなずく。呉鐘が再び慌てたような顔をした。

「きらほ殿、ちょっと待たれよ。連れてくるというのはすなわち、精神的世界アストラルプレーンに行くことになるんですぞ？　この時期、精神的世界アストラルプレーンの活動が強いというのはご存知じゃろう？　なんの知識もないきらほ殿が行くのはあまりに危険じゃ。ミイラ取りがミイラになりかねん。福井殿の絆きずなはまだ切れてはおらん。待っておれば帰ってくるやもしれん。それを待ってからで、いいんではないですかな？」

「でも帰ってこない可能性だってあります。その間に糸が切れでもしたら。だったらこちらから呼びに行った方が確実です。そして今、それができるのは、たぶん私しかいない」

　きらほは自信の漲みなぎる顔で見返す。呉鐘は驚いた顔をしていた。

「……拙僧は、少しお嬢さんのことを勘違いしておったかもしれん」

「見る目がないな呉鐘。白川医院うちの看護師は昔からこんな感じだ」

　朝永はしてやったり、と笑う。

「桜さくら乃の。精神的世界アストラルプレーンに行くには桜乃自身がアストラル体になる必要がある。だが、呉鐘の今の言葉通り、それなりの危険を伴うことだ。それでも――」

　最後まで言えなかった。

　その前に、きらほが「もちろん！」と叫んだからである。



　パチッ――っと目を開いて、きらほは覚かく醒せいした。

　ぐっすり寝て起きた時のような気分で。でも実際には意識を失って、ほとんど時間は経たっていない。

　顔を上げると、朝とも永ながと呉ご鐘しようがきらほを見下ろしていた。

『気分はどうだ？』

　朝永の声がスピーカーのボリュームを絞っているかのように遠い。声だけではない。きらほの周りから音が消えていた。蛍光灯や家の外部から聞こえてくる雑音がしない。まるで無響室の中にいるみたいだ。

　きらほは立ち上がる。足元に目をやると、白チョークで描かれた魔方陣の中心で、自分がくの字になって倒れている。何の憂いもない穏やかな寝顔。きらほの肉体である。

「うん。順調だよ」

　きらほが親指を立てる。呉鐘がため息をついて、朝永に何か言ったようだが声が小さすぎて聞こえない。

　きらほが朝永からアストラル投影の儀式を受けたのは二度目である。

　一度目は、きらほ自身が手術を受けた時で、その時は手術の対象であったのはきらほのアストラル体だったから、そちら側にナルケと呼ばれる麻酔を行った。その結果、投影が行われても、アストラル体ではなく肉体側にきらほの意識は存在した。

　朝永によると人間は肉体とアストラル体の両方をあわせて、同時に一つの肉体しか意識を持つことはできない原則がある。理由は、アストラル体と肉体の間に、さらにエーテル体という両者が共有する緩衝部が存在するかららしいのだが、きらほにはよく意味が分からなかった。

　今回はアストラル体側が動く必要があるので、アストラル体に麻酔は行わず、肉体側にアロマの麻酔を行った。眠った瞬間に、人の意識は肉体からアストラル体に移る。その状態でアストラル投影をすることで肉体から分離された意識を持ったアストラル体が、今のきらほである。

『桜さくら乃の。この部屋を出れば、そこは精神的世界アストラルプレーンだ。アストラル体がその人が考える自分の姿であるように、精神的世界アストラルプレーンは個々が考える世界の集合体。不特定多数の精神的世界アストラルプレーンが入り乱れて矛盾が生じ、混こん沌とんとした世界になる。それに惑わされず、桜乃は自分の道を行け』

「うん、分かってる」

『まあ、お前なら、どんな場所に行っても帰ってこられると思うがな』

　朝永がきらほのおへその辺りに視線を向ける。

　アストラル体のきらほにははっきりと見える『アリアドネの糸』。何本もの透明の糸が束ねられて太い一本の線になっていた。それが足下で寝ているきらほの肉体の背中まで伸びている。

『桜さくら乃のが、これほど世界に執着していたとはな』

「なによ。嫌な言い方するなあ」

　きらほは不満そうな声を出す。でもたしかに、福ふく井いの糸とまるで違う。福井に移植したいぐらいだ。

『では、行ってこい。ここでダラダラやっているうちに、福井の『アリアドネの糸』が切れたら冗談ではすまないからな』

「うん」

　きらほは朝とも永ながに近づくと、手のひらを上げた。

　嫌そうな顔をしながら、朝永も宣誓みたいに小さく手を上げる。

　その手にタッチ。

　もちろん通り過ぎるが、これで十分だ。

「じゃあ行ってくるよ」

　きらほはそう言って、ガッツポーズをした。



　福井の『アリアドネの糸』は壁を通り抜けて外に向かっていた。

　きらほは糸をたどって壁の方へ歩いて行く。糸は壁紙の中へ消えている。恐る恐る腕を伸ばすと、なんの抵抗もなく手が壁の中にめりこむ。

　きらほは目を瞑つぶり、壁に向かって体を投げ出した。

　一瞬の浮遊感があって、落下する。

　お尻しりに軽い衝撃。

　きらほは息をつき、目を開けた。

「――！」

　言葉を失う。

　周囲の風景に驚いたわけではない。そこは福井の生家の庭で、その姿は先ほど実世界で見たものと変わらない。

　驚いたのは空だ。

　水色の空が広がり、さんさんと太陽が照っている。

「これが精神的世界アストラルプレーン……」

　朝永の言っていた矛盾がすでに始まっていた。

　きらほは自分が飛び出してきた壁の方を振り返る。部屋に面した窓から中を覗のぞく。朝永や呉ご鐘しようの姿はない。

　本当にまたあの部屋に戻れるのか、そんな不安に駆られる。

　きらほは自分のお腹なかを見た。

　透明な太い糸の束が、まっすぐ壁の中に向かっている。きらほと物理的世界フイジカルプレーンを繋つなぐ絆きずなの糸――。

　それを見て、きらほはきっと戻れるという確信が持てる。回れ右をすると、福井の『アリアドネの糸』を追って進み始めた。

　糸は門を通って外の道路に向かっていた。

　道路に出るとさらに世界は乱れる。

　混こん沌とんだ。

　空間がゆらゆらと蜃しん気き楼ろうのように揺れていた。揺れながら変化し、定まった姿に固定されない。物理的世界フイジカルプレーンでアスファルトだった家の前の道路は、砂じや利り道みちになったり、土の道になったりしている。

　まるで万華鏡みたいだ、ときらほは思う。

　不安定ではっきりとしない世界の中をまっすぐ、福ふく井いの絆きずなの糸は伸びていた。

　きらほは走り始める。糸の向かう先に福井がいるはずだ。

　住宅街を抜けると、海沿いの国道に出た。

　波の音と潮の香りがする。

　国道を通過する自動車。砂浜の海岸線の方向に目をやると、水着姿の人らしきものが見える。

　最初、幽体離脱したアストラル体かときらほは思ったが、そうではなさそうだ。その人らしきものは水着と体はあるが、のっぺらぼうのように顔は描かれていない。道路を走る車も、一見、普通の車のようだが、どこか意匠が奇妙だったり、運転手がいなかったりする。

　波の音も、潮の香りも、自動車も水着姿の人も、この場所に存在する景色の一部なのだ。それを精神的世界アストラルプレーンが表現しているに過ぎない。

　きらほは福井の『アリアドネの糸』の隣を、国道の歩道に沿って走る。

　国道沿いの鳥居の前まで来る。

　精神的世界こちらでも、今日はお祭りのようだ。参道に屋台が並んでいる。囃はや子しの音に焼きソバのソースの焦げた匂におい。浴衣ゆかた姿の祭り客もまばらに歩いている。

　鳥居の横を通り過ぎた角を、『アリアドネの糸』が曲がる。

　朝とも永ながと来た学校の前の道。

　校門にチェーンが巻かれていない。グラウンドでは子供たちが走り回り、きらほが壊したブランコでは女の子たちが靴くつ蹴けりに興じている。

　学校全体が繰り返しぶれる。グラウンドを走る子供たちが現れたり消えたりする。

　きらほはまるで白昼夢を見ているかのような気持ちになる。誰だれかの考える世界ではまだこの学校は廃校になっておらず、ここは小学生が集まる賑にぎやかな場所なのだ。しかし、すでに廃校を受け入れた人間にとっては、ここは無人の学校に過ぎない。その二種類の学校が合わさって、目の前のような光景になっている。

　学校の横を通り過ぎる。

　しばらく道伝いに行くと、急に人家がなくなり田園風景が広がる。

　周囲が寂しくなっていくにつれて、世界の情報量が少なくなってくる。田園が緑色でベタ塗りになり、遠くの山々は粗いモザイクのようにカクカクとしている。きらほが歩いているところはすでに道ではなく、どこまでも続く白絨じゆう緞たんだ。絵画かゲームの中を歩いているような、そんな感覚にきらほはなる。

（人があまり来ない場所だから、世界の精度が下がっているんだ）

　その中を福ふく井いの『アリアドネの糸』だけは変わらず、まっすぐ伸びていた。

　さらに行くと、急に、世界が変わる。

　ベタ塗りの田園が消え、山が消え、白い絨緞が消えた。代わりに青や赤の屋根の住宅、ジュースの自販機、アスファルトの道路が現れる。

　きらほは都心の住宅街の中を走っていた。

「ここって……」

　きらほのよく知る中野の住宅街――。

（こんなことまで、あるの？）

　矛盾とか混こん沌とんと朝とも永ながは言っていたが、海沿いの町から東京に繋つながるなんて、ルール無用ではないだろうか。

「でも、近くにケンくんがいるってことだよね」

　ここは福井のつくり上げた世界に違いない。

　きらほは最後のダッシュをする。家の近所の角を曲がる。

（やっぱり、あそこか……）

『アリアドネの糸』は道路の行き止まりの先にある公園。以前、吸血鬼の発作が起きた少女を捜しに向かった場所だ。

　公園に入り、遊歩道を駆け抜ける。

　福井が公園のどこにいるのか、きらほは分かっていた。中央の広場を越えてすぐの場所にある小さな芝しば生ふのスロープ。幼い頃ころ、福井がいつも空を眺めていた、きらほが彼と再会した場所でもある。

　広場に着くときらほは歩き始める。

　スロープの上に立つ。

　やはり福井はいた。何をするわけでもなく、芝生の斜面に足を抱えこむように座っている。きらほは黙って斜面を下りていくと、福井の横に同じように体育座りをした。

　福井が横を向く。

「やあ」

　微笑ほほえむ。少し疲れているように。

「来てくれたんだ」

「うん。……来ちゃった」

　きらほは照れるように茶色の髪を掻かく。

「君と再会した場所も、ここだったよね？」

「そうだね」

　福ふく井いは切れ長の目を細め、前を向き直る。

「ここにはどうして？」

「ケンくんを呼びに……。このままだと、肉体に戻れなくなるから。ケンくんと世界の絆きずなはいつ切れてもおかしくない状態だよ。すぐに手術を受けないと本当に危ないの」

「そうだろうね。こんなに細ければ」

　福井は自分のお腹なかから伸びる、細い一本の線に目を落とす。蜘く蛛もの糸のようなか弱い糸。

「それに比べて君のはすごいな」

　きらほのお腹の方を見る。きらほは顔を真っ赤にして下を向いた。

「でも、どうして？　君は僕に言った。僕との間にあった絆はすでにない、と。だとしたら、僕がどうなろうといいんじゃない？」

　福井はシニカルな笑いを見せる。

　ケンくん、ちょっとイジケてる――。きらほにはそんな風に感じられた。

「嫌だよ……。そんなの」

「それは、自分のせいでそうなってしまうのは嫌だから？」

「その気持ちがなくはないけど、それだけじゃないの。ケンくんが危ない状態なのを放ほうっておけないよ。……それに、私がここまで来たってことは、ケンくんにまだ絆を感じているってこと」

「気持ちは嬉うれしいよ」

　あまり嬉しくなさそうな声だった。

（そりゃそうだよね……）

　展望台で会った時、福井はきらほに助けを求めていた。でも、きらほはそれを無視するだけでなく、福井を徹底的に否定した。絆とか繋つながりを言ったところで、今更何を、と思われたかもしれない。

　でもだからこそ、きらほは諦あきらめない。

「ケンくん、一緒に帰ろうよ……。白しら川かわさんと一緒に何をするのか、私には見当もつかないけど、ここにいるよりはずっといいよ」

「どうして？　ここは悪くない場所だよ。居い心ごこ地ちがいいんだ。他ほかに誰だれもいないし、世界が揺らいでいるし、なにより自由だ。僕は小さい時からここにいるけど、いつ来ても飽きない。君も僕と一緒にここにいるというのはどう？」

　きらほが「アハッ」っと笑う。福井は不思議そうな顔をした。

「ゴメン、同じようなことを以前にもケンくんに言われた」

「えっ？」

　意味が分からないのも無理はない。前に言ったのは、きらほのアストラル体がつくり上げた妄想の福井。その福井は、きらほを自分の世界に留とどめようとした。きらほは誘いを断り、実世界に戻ったのだ。

（不思議だな……）

　きらほは思う。あの時と状況がよく似ているのに、立場は違う。あの時は福ふく井いがきらほを誘い、きらほが拒絶した。今度はきらほが福井を誘い出そうとしている。

　あの時――。

　きらほは最初、福井の誘いに乗りそうになった。福井に告白され、迫られ、その気持ちよさに負けそうになった。

（同じことができないかな……）

　ちらりときらほは思う。

　色仕掛け――。福井を誘惑して、物理的世界フイジカルプレーンまで引き戻す。

（いやいや）

　それが無理なことは、きらほもよく知っている。福井と交際している時、きらほはかなり積極的にアプローチをした。一緒に歩く時は福井の手を握ろうとしたり、彼の飲みかけのジュースを貰もらおうとしたり……。ビビビビビッと、きらほなりにシグナルを出していたのだ。一般的には小学生なみの恋愛表現かもしれないが、鈍そうな福井でも気がついていたはずだ。

　でも福井はそれに応えなかった。

　恐らく、福井がきらほに期待した繋つながりはそういうものではなかったのだろう。心や体の繋がりとは違う別の何か……。

「ねえ、ケンくん。かなり昔の話だけど、一緒にあの海の町に来たことがあるのを、覚えてる？」

　少し間があって返事がある。

「覚えてる。……こっちに来た時、それを思い出した」

「ケンくんは小学生二年生、私は幼稚園に通っていた」

「そう」

　今だから、あの小さな夏の旅の記憶が鮮明に思い出される。

　福井家の車で通ったあの海岸線沿いの道。後部座席の福井の横で、火ほ照てった顔をガラスに押しつけながら外の景色を眺めた。

　当時、きらほは福井によくなついていた。何もしなくとも、ボーっとしている福井の傍そばにいるだけで幸せだった。だから福井とどこかに行くのが嬉うれしくて、車の中でずっとワクワクしていたのを覚えている。

「ケンくんのお婆ばあちゃん、優しかったよね……」

　一度会ったきりなので顔はよく覚えてないが、きらほにも自分の孫のように接してくれた。着いたらすぐにスイカを切ってくれた。

　その後は海で泳いでいたことしか記憶にない。そして帰りの車の中は、たぶん、きらほはずっと眠っていた。

　あっ、でも――。

「帰る前の日、なにかあったよね？」

　きらほは思い出すように、唇の下に指を当てた。

　何かドキドキするようなことが、あった気がする。悪いことをした時のような、背徳の気持ちと一緒に格納されたメモリー。

　福ふく井いはボソリと言う。

「お祭りに行った」

「そうだ、それっ！」

　きらほは思わず、福井を指差した。

「なんだか、私、泳ぎすぎちゃって、耳の奥が変になっちゃったんだよね。だから、お祭りに連れて行ってもらう予定が、中止になった」

「そう」

「だから、寝たふりをして家の人が寝静まった後、二人で窓から抜け出したんだ！」

　福井が苦笑する。

「二人で抜け出した、というより、君が強引に僕の手を引っ張って連れ出した。結局、あの後、怒られたのは僕だった」

「あれ、そうだっけ？」

　きらほは舌を出す。

　でも、そうだったかもしれない。屋台の提ちよう灯ちんの赤い明かりに包まれながら、参拝客でごった返すあの参道を、福井の手を引くように歩いたような気がする。

「また、行ってみようか？」

「これから？」

「もちろん！」

　きらほは立ち上がり、福井に手を伸ばす。

　福井は躊躇ためらいを見せた。顔を見上げたまま、きらほを信じてよいのか考えるような表情をする。

　小さな葛かつ藤とうの末、福井はきらほの手を取る。立ち上がった。

　きらほはその手をギュって握る。

「じゃあ、出発！」

　福井の手を引いて、きらほは走り出した。



　公園を出て、住宅街を通り抜けて、あの不鮮明な田園の道まで戻る。

　青かった空が朱色に染まっていた。遠くの西の山に、夕日が潜ろうとしている。

　二人は走るのを止めた。夕方のあぜ道を、手を繋つないで並んで歩く。

「この世界の時間の経過って？」

「あってないようなものだ」

　二人の前には、進む道を示すように二本の『アリアドネの糸』が伸びている。

「まるでヘンゼルとグレーテル」

「だとしたら僕のは小鳥に食べられてすぐに消えてしまいそうだ。それに比べて、君のは本当に太い…………って、イテテ」

　福ふく井いが繋つないだ方の手を上げる。きらほが親指の爪つめを立てたのだ。

「女の子に太いは禁句！」

　すました顔できらほは言う。

　道を進むにつれ世界はさらに更ける。あぜ道を抜けて、あの学校の横を通る頃ころには漆黒の帳とばりが落ちていた。グラウンドやブランコで遊んでいた子供たちがいない。すでに下校した後なのだろう。

　国道が近づくと、人々の喧けん噪そうがどこからともなく聞こえてきた、道路の陰から湧わくように、うちわを持った浴衣ゆかた姿ののっぺらぼうが次々と現れる。きらほたちは轟とどろくような話し声と、足音に包まれる。

「みんな、お祭りに行くのかな？」

「そうだろうな」

　のっぺらぼうたちがつくった行列に加わる。一緒に鳥居をくぐる。

　祭りの夜――。

　提ちよう灯ちんの明かり。祭まつり囃ばや子しに太鼓、爆竹の音。美お味いしそうな焼き物の焦げた匂におい。きらほの持つ祭りの原風景がそこにあった。

「ねえ。あの時、なにか屋台で遊ばなかった？」

「遊んだ。僕がお小遣いを持って出た。たしか射的をやったな」

「じゃあ今回も行こう、射的」

　祭り客と違い、射的の屋台の主人は顔があった。見覚えのある眼帯をつけたちょっと怖そうなおじさん。もしかするとこの祭りの射的に、欠かせない人物なのかもしれない。

　昼に実世界で見た時と並んでいる景品が違う。

　駄菓子の箱や、古そうなプラモデル、あまりつくりのよくないぬいぐるみ。ゲーム機や携帯プレイヤーの類たぐいは置かれてない。

「あっ。あれ、家の部屋にあるよ」

　きらほは台の上に置かれた、小さな熊くまのぬいぐるみを指差した。

「覚えてないかな？　僕が取ったんだ」

「そういえば、そうだった」

　その時、福井に景品を貰もらったのが、きらほが熊グッズを集めるきっかけだった。

「じゃあ、今回もよろしく。私、こういう狙ねらう系のゲームは苦手なの」

「それはいいが、今回狙う景品ははどれがいいかな？　また同じやつにしようか？」

「お互い成長した分、もっと大きなやつを狙わなきゃ……。あれ！」

　きらほは一番上段に置かれた、ラージサイズのぬいぐるみを指差す。小さい方の五倍はありそうな巨大テディだ。

「大きいな。なんだか物理的に落ちそうにない気がするが……」

「大丈夫。ここは精神的世界アストラルプレーンなんだもの。やってやれないことはないよ」

「そういうものか」

　福ふく井いは、財布を出すと髭ひげのおじさんに百円玉を三枚渡した。おじさんは、福井に銃とコルクの弾を渡しながらギロリと目を光らせる。

「あいつを狙ねらう気か。だったら目を狙うことだな。奴やつの弱点は目だ。目が駄目なら、鼻でもかまわねえ」

「目ね……」

　福井は銃の先にコルクをつめて構える。狙いをつける。

　スパン――。

　スパン――。

　スパン――。

　最初の二発は大きく外れ、三発目は熊くまの額ひたいに当たる。熊はピクリとも動かない。

　福井は癖毛を掻かいた。

「やはり、あれは落ちないと思う」

「分からないよ。おじさんも言ってるじゃない。目に当たらないと」

「目に当たっても変わらないんじゃないかな」

「いや、お嬢さんの言う通りじゃ。目だ。目を狙え」

　福井はやれやれと銃を構えると、四発目を撃った。

　今度はかすりもしない。眼帯のおじさんが、駄目だという風に首を振る。

「がんばれ――」

　きらほが応援すると、福井は最後の一発をつめた。

　じっくり時間をかけて構える。

　スパン――。

　銃から発射された弾が吸い込まれていくように熊の目に当たる。

　熊はグラリと動くと、台の端の方でふらふらと揺れて――。

　ドスン。

　見事、落下する。

「大当たり――」

　おじさんが立ち上がると、カランカランとベルを鳴らした。

「ほらあ、やっぱり目だったんだよ」

「ホントだ」

　福井は未いまだに信じられないような顔をしながら、屋台の主人から渡されたぬいぐるみをきらほの前に差し出す。

「ありがとお」

　きらほは満面の笑顔で、ぬいぐるみを抱きしめる。

　射的屋から再び祭り客の雑踏に戻ると、参道を進み始める。

「じゃあ、お参りに行こうよ」

「ああ」

　石畳の参道を通り抜け、二百二十段ある石の階段を上る。

　一段一段上りながら、きらほは手を繋つないだ福ふく井いの方を向いた。

　丁度、目が合う。

　福井は照れるように、きらほが脇わきに抱えているぬいぐるみへ視線を移す。

「持とうか？」

「ううん、大丈夫」

　きらほは首を振って再び前を向いた。

「ねえ……。あの時も、一緒にこの階段、上ったよね？」

　微かすかに覚えている。幼いきらほにはこの階段を上るのはハードで、あの時も隣の福井に気を使わせていた。

「境内まで行って……、お参りをしたんだっけ？」

　その辺の記憶が定かでない。二人で階段を上って、その後何をしたのか。普通にお参りをしただけだったろうか？

　違う、ときらほは思う。

　委員長や鞠まり菜なと境内に上がった時、きらほは不思議な感じがした。

　どこかで見た景色……。なのに、なにかが欠けているような感覚。

　既視感の理由は、福井と一緒に同じ景色を見ていたからだろう。ではもう一つの不思議な感覚の原因はなんなのか。

　きらほはその理由が、境内で体験した何かと関係している気がしてならない。心を揺り動かされるような強い体験。

「どうだったろう？　僕が覚えているのは境内を捜しにきた両親に見つかって、家に連行されたことぐらいだな」

「それだけだっけ？」

　きらほは首を傾ける。

　もっと鮮明で刺激的なことがあったような……。

（でもそれって、なに？）

　考えているうちに階段は終わり、境内にたどりつく。

　きらほは鳥居の下で立ち止まると、唐突に後ろを振り返った。

　何かあったわけではない。

　自然と。

　そうすることが当たり前のように、きらほは後ろを向いたのだ。

　福井も同じように。



　その時――。



　シュルシュルシュル―――――――――――――。パ―――ン。



　目の前で大きな、赤い光の花が咲いた。

　続けて、二つ目、三つ目と。

　漆黒のキャンバスを花が彩った。



　パ―――ン。パ―――ン。パ―――ン。



　花が咲くたびに爆裂音がきらほを襲う。

　強い衝撃。

　音が耳に響くのではなくて、音の圧力が体に迫ってくる。

　身の危険を感じ、すぐにこの場から離れたいような恐怖に襲われる。

　でも体はピクリとも動こうとしない。

　怯ひるんでいるわけではない。

　花火に見入っている。



　これだ――。



　小さく口を開けて固まったまま、きらほは胸の中で叫んでいた。

　昼にこの場所できらほが感じた、欠けているものの正体。

　花火――――。

　十年前、境内に上がったきらほはこの場所で花火を見た。

　初めて間近で見た花火だったから、とにかく大きくて、音がぶつかってきて、刺激的だった。

（これだったんだ……）

　きらほの横では福ふく井いも同じように、ポカンと口を開けていた。見開かれた瞳ひとみに、色とりどりの光の花が映りこんでいた。

　あの時も――。福井は同じような顔をしていたと、きらほは思う。

「これだったのか……」

　福井が小さく呟つぶやく。

　きらほは花火に視線を戻す。

「たまや―――」

　小さな声で叫んだ。

「かぎや―――」

　隣から声が飛ぶ。



    

  









    
      　見ると福ふく井いが口に手を当てていた。きらほの方を向いて顔を綻ほころばせる。

　それは、きらほが大好きな福井憲けん次じの笑顔だった。



　花火が終わると、それが合図のように境内と参道の祭り客が闇やみに紛れていく。夜店の提ちよう灯ちんから明かりが消え、祭まつり囃ばや子しと太鼓の音が途絶える。きらほが抱えていた熊くまのぬいぐるみも、いつの間にかなくなっていた。

　花火で祭りは終わる。それがここの祭りの次第なのかもしれない。

　気がつくと、境内にはきらほと福井の姿しかなかった。二人は石造りの階段に並んで腰を下ろす。

「花火……だったんだね。私、完全に思い出したよ。あの時のこと」

「僕もだ」

「ケンくんもあの花火、初めての花火だった？」

「目の前で見たのは初めてだったと思う。あんな風に音がぶつかってくるんだ」

「うん。私もそう思った」

　福井が少し考えるような顔をして、それからきらほの顔を見た。

「……また君の気に障るかもしれないが……、言ってもいいかな？」

「それは聞いてみないと分かりません」

「うわっ。そう言われると話しづらいな」

　癖っ毛の前髪を掻かく福井に、きらほは笑う。

「僕は君に言ったね……。高校二年生の時、あの公園で再会した後、僕は君に期待していたと。君なら自分と世界との繋つながりを強めてくれると思ったって」

「うん……」

「どうしてあの時、僕は桜さくら乃のきらほに期待したのか、ずっと考えていた。あの頃ころの僕は酷ひどい状況だった。たぶん今の僕と同じくらい世界との繋がりが希薄だっただろう。いつ精神的世界アストラルプレーンに旅立ったまま帰ってこなくてもおかしくなかった。それなのに、どうして僕は君に期待したのか。何に期待したのかって。…………。それがなんだったのか分かった」

　きらほは目を大きくする。

「なに？　それはなんなの？」

「期待に応えてくれなかったと言った上、さらに期待していたものまで明かすのは恥の上塗りのようなんだが……。僕に期待させたのは、きっと、昔、君とここに来た時の記憶だ」

「？」

「幼い君とこの場所であの花火を見た時、僕は綺き麗れいだと思った。この世界には、これほど綺麗なものがあるんだと。その瞬間、僕は確かに世界との絆きずなを保とうと思った」

　福井は夜空を見上げた。

「だから僕は君と再会した時、無意識のうちに期待したのだと思う。君ならもう一度、自分を、綺麗な世界に連れて行ってくれると。あの日、僕をお祭りに連れ出したみたいに」

「……」

　そういうことか――。きらほは思う。

　あの二年間に福ふく井いが望んでいたこと、きらほが期待に応えられなかったこととは、そういうことだったのだ。

　きらほは唇を噛かむ。口く惜やしい気がする。できたはずだ。あの時、もっと積極的に福井を引っ張って、彼の望む世界に連れ出せた――と。

　交際している時、きらほは自分が“〝らしくないな”〟と何度も感じた。福井にどう思われるか考えるあまり、自分の行動にストッパーを設けていた。はねっかえりだ、ナパームだと揶や揄ゆされていたが、それでもかつてのきらほに比べれば女の子として成長していた。好きな男の子の前でははにかみ、本領が発揮できなくなる。フワフワとした桃色の気持ちに駆られれば、心も体も萎い縮しゆくする。皮肉なことに福井に対する好意が、きらほの行動力を鈍化させたのだ。

「また一緒に花火を見に行けばよかった、というわけでもないよね」

「たぶん……。でも君が気にすることではないさ。君に何も与えず望んでばかりいた僕が悪いのだから。今日も、結局のところそうだったし」

　弱々しい笑みを浮かべ、福井は立ち上がる。

「でも今回だけは……、最後まで君に頼ろうと思うのだけど、どうかな？」

「いいんじゃない？　私も頼るよりは頼りにされる方が好きなタイプかも」

「そうだろうね」

　福井は真剣な眼まな差ざしできらほを見下ろした。

「……君が望む通り、戻って手術を受ける」

「うん」

　きらほは嬉うれしそうに頷うなずく。立ち上がると、福井に向かって手を伸ばす。

「じゃあ、帰ろう！」

　福井は首を振る。

「大丈夫。ちゃんと戻れるさ」

　一人で階段を下り始めた。

　しばらく――。きらほは少し寂しそうな顔でその背中を見つめていた。

　が、すぐにもう一度、今度はゆっくりと頷いて、後を追った。



　７　『アリアドネの糸』の補強手術



「ただいま」

　きらほが部屋に戻ると呉ご鐘しようの姿はなく、朝とも永ながは魔方陣の中で座禅を組んでいた。きらほの方を見ようともせず『おかえり』と答える。

　壁の時計を見ると、きらほが出発してから三十分ほどしか経たっていない。感覚的には何時間もあちらの世界にいたような気がするのだが。

「呉ご鐘しようさんは？」

『ああ、手術費の工面に行った。すぐに戻ってくるそうだ』

「この時間から？　また無む茶ちやを言ったんでしょ？」

『無茶かどうかは分からんが、今日中に現金で払えと言ってやった。次、いつ会えるか分からないからな。あの男の場合』

「まったく、自分のお師匠様をなんだと思ってるの？」

　きらほは呆あきれたような声を出した。

（ってことは、この部屋には朝とも永ながしかいなかったんだ）

　きらほは朝永と、そのすぐ横でスヤスヤと気持ちよさそうに寝ている自分の肉体を交互に見ると、怪しむような顔をした。

「……私の体に変なこと、しなかったでしょうね？」

　朝永は無言のまま腰を上げる。

「ちょっと朝永、どうなのよ。その黙ってるのが怪しいぞ」

『声が遠い。早く肉体に戻れ。話はそれからだ』

　冗談めかしたきらほの言葉を完全に無視して命じる。きらほは不満気に唇を尖とがらせながら、自分の肉体と重なるように横になった。

　朝永の呪じゆ文もんが聞こえるとすぐに意識が遠くなり、目の前がブラックアウトする。気がついた時には、きらほの意識は肉体に戻っていた。

　きらほは立ち上がって手足を動かした。その感覚はアストラル体の時と変わらない。違うのは周囲の音がよく聞こえるぐらいだ。

「それで……福ふく井いは説得できたのか？」

　文書をポケットに戻しながら朝永は尋ねる。

　きらほが答える前に、「僕ならここに」という声がした。

　壁から福井のアストラル体が現れた。そのまま部屋の端で寝かされていた肉体に折り重なる。肉体がビクッと動き、白目に光が戻る。

　福井はゆっくりと立ち上がる。朝永の方を向いた。

「君が……白しら川かわさんの？」

　朝永が頷うなずくと、小さく頭を下げた。

「はじめまして。福井といいます」

「朝永怜れ央お麻まだ」

　朝永と福井の邂かい逅こうに、きらほは内心ハラハラしていた。目の前で、昔と今の恋人が相見あいまみえている感じに似ているかもしれない。

「桜さくら乃のから大体、話は聞いていると思うが、俺おれが行うのはあんたの肉体とアストラル体の『アリアドネの糸』を補強する手術だ」

　朝永は福井を厳しい目で見据えながら言う。きらほにはそんな怖い顔をしなくてもいいじゃない、と思えてならない。

「ええ分かっています」

「ここに来たということは、手術を受ける意志があるということだと思うが、一応聞いておこう。本当に手術を受ける気があるかどうか」

「あります」

「差し支えなければ、理由を聞かせてほしいが」

「それは…………」

　福ふく井いは目を閉じた。

「この世界にはまだ見たことのないものや、知らないものが多くあることに気がついたから……といったところでしょうか。精神的世界アストラルプレーンへ旅立つのはそれらを全すべて体験した後でもいいかなと」

　朝とも永ながは少し驚いたような顔をすると、チラリときらほに視線を飛ばした。一体、何をやったんだ、とその顔には書いてあった。

　福井の方へ向き直る。

「……手術前に一つ、決めてもらわなければいけないことがある。それは、補強する糸の本数だ。望むだけ増やすことも可能だが、増えすぎれば幽体離脱することは難しくなる。それでは困るだろう」

「ええ。その辺の知識はある程度持っています……。そうですね、では三本に」

「たった、三本!?」

　声を裏返らせながら、きらほが叫ぶ。

「どうしてここでけちっちゃうの？　それじゃあ二本しか増えてないじゃない。もっとパーッと盛大に増やそうよ」

「大丈夫。今は三本で十分だから。いきなり君のように太く……いや強くなったら、アストラル体が驚いてしまうからね」

「でも……」

　きらほは心配そうに俯うつむいた。

「桜さくら乃の。これは手術を受ける患者が決めることだ。たしかに三本は心こころ許もとないが、緊急の処置としては問題ない。逆に、もしこれですぐに一本になるようなら、何本補強しても同じことだ」

「彼の言う通りだ。大丈夫。もう二度とこんな風になったりはしない」

　福井はきらほを安心させるように微笑ほほえむ。

　執刀医と患者にそう言われては、きらほに反論の余地はない。

「分かった。でも朝永。三本でもメチャクチャ強力な補強をして」

　きらほが祈るような目で見つめると、朝永は当然だと言わんばかりに頷うなずいた。そして、拍かしわ手でを打つ。

「よし。では、オペを始めよう」



『アリアドネの糸』の補強手術は、肉体とアストラル体の両方が手術の対象となる。そのため、アストラル体に効力のあるナルケと通常の麻酔が同時に福ふく井いに施され、手術は始まった。

　意識のない福井にアストラルプロジェクションを行う。二体の分離が終わると、アストラル体は魔方陣の中で仰あお向むけのまま、肉体は部屋と廊下の間に置かれた座卓の上に寝かせた。二つの体の間にはもちろん、あの蜘く蛛もの糸のような『アリアドネの糸』が伸びている。

「少し狭いな」

　福井の横で座禅を組みながら朝とも永なががこぼす。呉ご鐘しようの鞄かばんから出したゴム手袋を装着し、きらほにも渡す。きらほは朝永の横に正座する。

「なんだか立ってないと落ち着かないね」

「すぐに慣れるだろう。それよりも、アストラル体の汚染が気になるな」

　朝永は部屋を見渡しながら言う。事前に呉鐘が部屋の四隅に呪じゆ符ふを張って周囲の浄化を行ったが、あくまで簡易的なものだという。白しら川かわ医院の手術室のようなクリーンルームには及ばない。

「まずアストラル体腹部を開いて、『アリアドネの糸』を発生させるリンカーと呼ばれている器官に処置を行う。三番の剪せん刀とうを」

　きらほは台所から持ってきたパレットに並べられた道具の列から、大きめの鋏はさみを取って朝永に渡す。朝永はそれで福井の上着を切り、腹部を露出させる。

　贅ぜい肉にくのない均整のとれた体が現れる。『アリアドネの糸』はへその中から生えるように伸びていた。

「二番のメス」

　朝永はへそのすぐ上に大胆な横一線を入れた。

　きらほは鳥肌が立つ。人の体を切ったり割いたりするのは、たとえそれが本物の肉体でないと分かっていても恐怖がある。

　左側腹部から右側腹部まで横断するように切ると、今度はメスを上方向に動かす。さらに上腹部を最初と逆方向に横断し、腹部にコの字の手術創をつくった。

　コの字の底を鉤かぎで掴つかむ。

　緊張する。これほど大きな手術創を見るのは初めてだ。

　ペラリと開く。

（おおおお――――――）

　きらほは胸の中で感嘆の声を上げた。

　お腹なかの中には宇宙が広がっていた。

　瞬く星が散りばめられた漆黒の空間。アストラル体の内側に納まっているようにはとても見えない巨大な宇宙である。

「桜さくら乃のがこれを見るのは初めてだったな」

　メスをきらほに返しながら、朝とも永ながは言う。

「アストラル体は、頭部にはアストラル体を統括する中枢、胸部には時を表す主刻時機構マスタークロツク、腹部には空間を表す宇宙が存在する。アストラル体と肉体、或あるいは精神的世界アストラルプレーンと物理的世界フイジカルプレーンの掛け橋となる部分、それがこの部位だ」

「遠くで星みたいに光って見えるものはなに？」

「チャクラと呼ばれるアストラル体の活動に必要な臓ぞう腑ふ。『アリアドネの糸』のリンカーもあの星の中の一つだ」

「じゃあ、どうやって処置をするのよ」

　あまりに現実感のない空間なので距離感がいまいち掴つかめないが、どの星にも手が届くようには見えない。

「手た繰ぐり寄せる」

　そう言って、朝永はペンライトで中を照らす。

　漆黒の中を細い線がピンと伸びていた。へそを通過してきた『アリアドネの糸』だ。

　朝永はペンライトを耳にかけると、闇やみの中に手を入れた。

　宇宙が揺れる。水に石を投げ入れたかのように空間全体がぶれたのだ。

『アリアドネの糸』に向かってゆっくりと手を伸ばし、親指と人差し指で摘つまむ。

　引く。ライトに照らされた糸が動いた。

　きらほは、手繰り寄せる、の意味が分かる。朝永は『アリアドネの糸』を引っ張って、その先にあるリンカーを引っ張ってくるつもりのようだ。

　朝永はゆっくり慎重に糸を引いていく。

　不思議なことに、手繰られた糸がどこに行っているのか分からない。へそから外に伸びている糸はツンと張られたままで、たるむ様子はない。どうも、へそから朝永が摘んでいるまでの場所がどんどん縮んで行っているようなのだ。

　しばらくすると、糸の先に丸いボールのようなものがボンヤリと見えてきた。ボールは次第に大きくなっていき、やがてその姿を完全に現す。

　銀色の球体である。鞠まり菜なの主刻時機構マスタークロツクが収納されていたものよりも二回りほど大きく感じる。球体の表面にはゴルフボールのような孔が沢山開いていて、『アリアドネの糸』はその一つから伸びていた。

「肉体とアストラル体、あるいは自己と世界を繋つなげておくために必要なチャクラ。もしかするとアストラル体の中で一番、重要な部位かもしれない」

　朝永はボールに五番のメスを立て、表面に大きな窓をつくる。

　窓を開くと、内側から黄金色の光が漏れてきた。

「！」

　きらほは息を飲みこむ。

　光の発生源は、ボールの中央に据えつけられた金色の小さな糸車だった。

　福ふく井いの『アリアドネの糸』はその糸車から伸びている。これがリンカーのようだ。

「『縁えにしの糸車』。人は生きているうちにこの糸車を回して、物理的世界フイジカルプレーンとアストラル体を結ぶ糸を出していく。桜さくら乃ののこのチャクラを開けば、沢山の糸が糸車から伸びているはずだ」

「朝とも永ながは、どうなの？」

　思わず、きらほは聞いてしまう。

　朝永は「さあな」とそっけなく答えると、ピンセットで糸車の車を掴つかむ。

　糸車を回転させる。

　車から糸が生まれ、リードの先から垂れた。糸の先端をピンセットで摘つまんで引く。

　糸が伸びる。ゴムのように伸びるわけではなく、同じ太さのまま、長さだけ延長される感じだ。

　朝永は糸を導いてチャクラの表面の孔から出すと、さらにもう一本、同じことを繰り返した。

「持針器。一番細い針と縫合糸を」

「はい」

　朝永はメスで開いたチャクラの窓を閉じると、あっという間に縫い合わせた。その間、数秒である。

「この二本の『アリアドネの糸』を補強に使うの？」

「ああ……。もう一本、ピンセットを頼む」

　朝永は左右の手にピンセットを持つと、孔から出た二本の糸の先を掴む。

「補強を始める」

　その二本を元からあった一本の糸に絡ませていく。左右のピンセットを繰り返し交差させながら、縒よったり、束ねたりしながら交互に絡み合わせる。それによって元の細い糸が、厚みのある紐ひものようになっていく。三本分かそれ以上あるようにも見える。

　いつも通りの神業のような手の動き。左右のピンセットを入れ替えながら、目にも留まらぬ速さで交差させている。ジッと見ていても、どうやって編んでいるのかきらほには理解できなかった。

　補強した糸をチャクラと一緒に遠くに送っていく。手た繰ぐり寄せた時とは逆で、今度は、へそから手元までの糸がどんどん伸びてくる。

　時間がかかりそうだ。人間離れした手の動きで補強しているといっても、移動速度はそこまででもない。相当な時間がかかって、やっと最初に出発したチャクラが遠くに見えなくなった。

『アリアドネの糸』があとどれだけ伸びるのか、外から見る限りでは皆目見当もつかない。恐らく、手繰り寄せただけ伸びるのだろう。

　カチカチ――とピンセット同士が擦こすれ合う音だけの時間が流れる。

　黙々と手を動かす朝永の額ひたいに汗がじんわりと浮かんでいた。

　無理もない。空調の無い環境下での作業。風を嫌って窓も開けていないので、部屋の中はかなり蒸し暑い。

「汗、ふこうか？」

「頼む」

　きらほは体を乗り出して、朝とも永ながの額ひたいにハンカチをあてた。

　朝永が手を休めて、小さく息をつく。作業は地味だが相当体力を使いそうだ。

　さらに時間が流れる。

　壁の時計を見ると、手術を始めてから一時間が経過しようとしていた。

　突然、朝永は手を動かすのを止めた。

「そろそろ端だ」

　朝永が、補強の終わってない側の『アリアドネの糸』を引く。

　ピクピクッ、とへそから外に出ている糸が反応する。糸が伸びきった証拠だ。

　朝永は補強に使った糸の一方を、ピンセットでへその裏側まで導いた。

　ピンセットの先端がへそから現れる。

　片方の手を腹部から出し、指をへそに入れてピンセットの先から糸を引き抜く。同様のことをもう一本にも行う。

　朝永はアストラル体から出した両手を小さく上げた。

「とりあえず……。これで、アストラル体内での作業は終わりだ」

　きらほに渡されたハンカチで顔の汗を拭ぬぐいながら、朝永は大きく息をつく。

「あの狭いのか広いのかよく分からない中で手を動かすのは、何度やっても慣れないな」

「疲れた？」

「まあまあな」

　朝永は首を動かしてポキポキいわせると、再び福ふく井いのアストラル体に向かった。

「補強の続きは腹部の縫合をすました後から行う。中目の糸と針を」

　コの字に開かれたアストラル腹部の表皮を元に戻し、縫合する。もう言うまでもなく一瞬だ。

　続けて、へそから出た二本の『アリアドネの糸』の先を再びピンセットで掴つかむと、アストラル体内と同じ要領で補強していく。スペースがある分、先ほどよりずっと速い。途中、中腰になりながら、すぐに座卓の上でうつぶせに寝かされた福井の肉体に達した。

　朝永は福井の上着の襟首をずらす。

　脊せき髄ずいのある場所辺りが小さく円形に隆起していて、『アリアドネの糸』はその頂上から生えるように繋つながっていた。

「この隆起部分がさっき少し話したエーテル体と呼ばれている場所だ。肉体とアストラル体との中継ぎを行っている」

　朝永はそのままエーテル体まで二本の糸を縒よっていくと、根元の部分にぐるぐる巻きにして縛りつけた。

「もう一度。今度は一番細目の糸と針を」

『アリアドネの糸』同士を縛りつけた周辺に縫合糸を念入りに巻き、さらにそれをエーテル体に縫いつけていく。糸の根元にこんもりとした幹ができる。

「よし」

　縫合糸を結んで余りの部分を切ると、朝とも永ながは声を漏らした。

「おつかれ――。…………オペ、終了？」

　きらほはアストラル体から続く『アリアドネの糸』を見返した。

　まだ弱々しいかな、ときらほは思う。やはり自分のと比べると見劣りする。しかし、手術前は目に見えないほど細かったのが、今ははっきりとその存在が見える。現時点ではこれでいいのかもしれない。

「いやまだだ。まだ最後の重要な仕上げが残っている」

　朝永は意味ありげに笑うと、ポケットから小指ぐらいのサイズの試薬瓶を取り出した。

　ガラスの筒の底に詰められた透明でネバネバの物質――。

「それって！」

　朝永が別荘の地下で白い海草から精製していた、あの糊のりである。

「結び目にこの糊を塗布してやれば、オペ終了だ」

　朝永がスパチュラを持って試薬瓶の蓋ふたを開ける。しかし、そのまま何もしないでじっとしていると、突然、きらほの方を向いた。

「……お前がやってみるか？」

「ほえっ？」

　呆ほうけた声を出す。今まで補助をしたことはあったが、医療行為に参加したことはない。

「でも、いいの？　私、不器用だよ」

「まあそれほど難しい作業ではないから大丈夫だろう」

「う―――ん。じゃあ、分かった。やらせて」

　朝永から渡されたスパチュラと試薬瓶を両手に握る。

「どのくらい塗ればいいの？」

「適量だ」

「分かった、適量ね」

　きらほはスパラチュラを試薬瓶の中に入れ、底に溜たまった糊を掻かいた。しかし糊は瓶の底に粘着して、少々掻いたぐらいでは外に出てこない。

　瓶を逆さにして、少し振りながら掻いてやる。と、

　ドバッ――。

　いきなりまとまって落ちた。上う手まくエーテル体の上に落ちると、縫いつけられた『アリアドネの糸』の周りを覆い隠す。

「やった、ラッキー！」

「ラッキーじゃない！」

　朝永がきらほから試薬瓶を奪い取る。

「適量と言っただろう？　貴重なものなのに。あ―――」

　空になった試薬瓶を見ながら、朝とも永ながは悔やむような声を出した。

　きらほはばつの悪い顔をする。

「ごめん。今度、また一緒に探してあげるから……白い藻」

「いや…………いい。これも桜さくら乃のらしいといえば、桜乃らしいだろう。それにこれだけ塗ってあれば、少々のことがあってもここから切れはしない」

　朝永は小さく肩を落としながら、微笑を浮かべた。

「さあ、これでオペは終了した。あとはアストラル体と肉体を融合するだけだ」

「じゃあ、今度こそおつかれさま」

「ああ、お互いな」

　朝永と一緒にきらほは立ち上がる。もう一度、福ふく井いの二つの体と、それを結ぶ『アリアドネの糸』に目を落とす。

「ねえ、朝永……」

「なんだ」

「ケンくん、もう大丈夫かな？」

「それは福井次第だ。この状態はアストラル体と肉体が完全に切れないための最低の条件に過ぎない。もしこの先、福井が絶望するようなことがあって、その時までに『アリアドネの糸』を自力で増やすことができていなければ、再び手術前と同じ状態に戻るだろう」

「そう……だよね」

　福井が手術を受けようと思った理由は向こうの世界で花火を見て、世界の美しさを感じたからだろう。でも、その気持ちはいつまで続くだろうか。福井はかつて、きらほと一緒に祭りに行き、同じように花火を見ることで世界との繋つながりを望んだ。しかし、それは長くは続かなかったという。

　同じことにならないだろうか？　再び世界に絶望することになりはしないか？　そしてその時、きらほは福井の傍そばにいない可能性が高いのだ。

「ただ……それほど悲観的ではないと、俺おれは思う。幽体離脱症候群の患者の手術を行う時、『縁えにしの糸車』を回してもなかなか新しい『アリアドネの糸』が出てこないことが多い。しかし、福井の場合、二本ともすぐに糸が現れた。だから、福井には世界との絆きずなを見つけようとしている意志があるような、そんな気がした。……まああくまで、俺の勘だがな」

　紅い瞳ひとみを細くしながら朝永は言う。

　一応、勇気づけようとしてくれているのだろう。きらほは嬉うれしく思う。

「いつもクールなドクター朝永にしては、楽天的じゃない。どうしちゃったの？」

「フン、誰だれかさんの悪影響さ」

「私はそんな楽天家じゃありません」

　軽口を叩たたきながら、きらほは、そうだ、きっと上う手まくいく――、と胸の中で呟つぶやいていた。福井はこれから違う世界に行ってしまう。もしかすると二度と会えないかもしれない場所に。そこできっと、世界との絆を見つけられる、と。

　でも、もし。

　もし、またきらほに頼ってくるようなことがあれば、その時は、応えられるように頑張りたいとも思う。

　きらほは希望の光を宿した瞳ひとみで朝とも永ながを見上げた。



　その時――。



　ヒュヒュヒュ――っと。遠くで何かが飛んで行くような音がした。

　続いて炸さく裂れつ音。

　きらほが窓の傍そばへと近づき、外を指差しながら叫ぶ。

「朝永、見て、花火だよ！」

　朝永も「ああ」と言いながら、きらほの横に立った。

「綺き麗れいだねえ」

　向こうの世界で見た花火と変わらない色とりどりの大輪。時代や世界が変わっても、変わることのない音と光のショー。

「たまや――」

　きらほは小さく呟つぶやいた。

　朝永は無言のまま、花火を見つめている。

　きらほは振り返って二人の福ふく井いを見る。

（ゴメンね、ケンくん）

　小さな背徳心を感じながら、朝永の手に手を絡ませた。

　朝永は拒もうとはしない。

　再び花火が上がる。

「ねえ、朝永……。東京に戻ったらこの夏休みの間に花火を見に行こうよ。今回の旅行のメンバーで。浴衣ゆかたを着て」

　朝永の横顔を見上げた。

「うん？　……う――ん。まあ、考えておこう」

　その態度が可愛かわいくて、きらほは朝永の手を力いっぱい握りしめた。

　痛そうに片かた眉まゆを上げる朝永。

　そんな朝永を見ながら、きらほは、自分と世界との間に新たな絆きずなが生まれたことを感じていた。

「かぎや――」

　花火はいつまでも、夏の夜空を彩っていた。



「一体、どこに行ってらしたんですか！！！！」

　別荘に戻ると、玄関から飛び出すように鞠まり菜なと委員長が現れた。

「ゴメン。思っていた以上に遅くなっちゃって」

　きらほがすまなそうに手を立てると、鞠まり菜なは腕を組んでプイッと横を向いた。

「きらほが行ってしまったと思ったら、朝とも永ながまで……。どれだけ心配したと思っていますか？　もう、知りません」

「そうだ。鞠菜はかなり狼ろう狽ばいしていたぞ。東京から特殊部隊を呼集するというのを思いとどめさせるのに苦労したんだ」

　委員長も疲れた表情をしていた。

「狼狽なんてしていません。ただ……電話ぐらいしてくれればいいと」

「ごめん。理由も言わずにいなくなったりして。連絡もしなくて」

　きらほは頭を下げる。

　鞠菜がジロリと目だけきらほの方に向けた。

「……それで、問題は解決したんですの？」

「うん。たぶん、ひとまず」

「ひとまず……ですか。でも、なら、よかったですわ」

　自分のことのように、安あん堵どの表情を浮かべる。

「うん、ありがとう。でもあともう一つ、鞠菜ちゃんに謝らないといけないことがあるの。…………花火、見てきちゃった」

　その途端、鞠菜が胡う散さん臭くさそうな顔をした。眉まゆ根ねをヒョコヒョコと寄せながら、きらほとその後ろに立つ朝とも永ながを交互に見る。



    

  
    
      



    

  
    
      「どういうことですの？　まさか……二人で花火を見に行っていただけ、ってことはないでしょうね？」

「それはないよ。ただ、帰る途中にちょっと見ただけ」

「それでも羨うらやましいですわ！」

「まあまあ機嫌を直して。その代わり、とっておきのニュースがあるの。明日、朝永が帰る時間を遅らせて、ギリギリまで砂浜で泳ぐって！」

　膨らんでいた鞠菜の頬ほおが、プシューって空気が抜けるように小さくなる。青い瞳ひとみをキラキラさせて朝永の方を見上げた。

「本当ですか!?」

「俺おれはそんなことは……」

　言いかけた言葉を途中で止める。きらほが足を踏みつけたのだ。

「ほらね。明日は一日中、泳ごう！」

　きらほは鞠菜とハイタッチする。

　朝永はそれでも何か言おうとしていたが、口を閉じてやれやれ、という顔をした。

「じゃあ、私も、明日は少しだけ体を焼くかな」

　委員長がそんなことを呟つぶやいていた。



    

  
    
      　エピローグ



　青々とどこまでも広がる空。

　はるか遠くの海の端からモクモクと生える、まるで綿菓子のような入道雲。太陽光は肌に痛いぐらいに照りつけ、砂浜はキラキラと輝いていた。

　波際でビーチボールを追うきらほと鞠菜のはしゃぐ声が響いている。朝永は海にゴムボートを浮かべて、グラサンをしてその上に横になって寝ていた。

　砂浜では巨大なパラソルの下で、デニム生地のベリーショートパンツと白いキャミソール姿の委員長が、横になって本を読んでいる。

　そんな夏の日の午前――。

「若いもんはええのお」

　テカテカと輝かせた禿はげた頭を撫なでながら、呉ご鐘しようは岬の上から砂浜を眺めながら呟いた。

「お前さんも行ったらどうだ？　男一人の女三人。どう見ても……バランスが悪い」

　呉鐘は振り返ると、同じようにその光景を眺めていた癖毛の青年に言った。

「勘弁してください。呉鐘さんが行かれるのなら考えてもいいですが。丁度、男女の人数的にもバランスがとれる」

　福ふく井いは苦笑いを浮かべると、切れ長の目を細めた。

「そうしたいのはやまやまだが、拙僧には妻がおるからのお。若い水着の女人と戯れるわけにもいくまいて」

　残念そうに言う呉ご鐘しようの横に、福ふく井いが並んで立つ。

　丁度、きらほと鞠まり菜なが朝とも永ながのゴムボートを襲撃して、ひっくり返しているところだった。キャッキャと、二人の歓声が上がっている。

「朝永くんと彼女にお礼を言いに来たのですが……、どうやらお邪魔虫になりそうですね」

　福井は肩をすくませた。

「あの男は礼なんぞ欲しがらんさ。金さえ貰もらえればな。師匠である拙僧から、当たり前のようにむしり取るんじゃから」

「そのお金ですが……。少しずつ返させていただきます。と言っても、金銭面の待遇がどうなっているか、さっぱり聞かされていないんですけどね……」

「それでよく、世界を捨てる気になったもんじゃ」

「ホント、そうですよね」

　福井は癖毛を掻かいた。

「……一つ、聞いてもよいかな？」

「ええ。一つどころかいくらでも聞いてください。ただし、結社以外のことに限ります」

「それは分かっておる。知りたいと思っておるのは、お主がどうして世界を捨てようと思ったかじゃ」

「それですか」

「きらほ殿に期待した世界との繋つながりを、感じられなかったからと言っておったそうじゃな」

「ええ。僕が期待していたのは彼女と幼い頃ころにこの場所で味わった、刺激的な体験だったんです。でも、残念ながら二年間の間にそれはなかった……」

「しかし本当に、それだけを期待して、きらほ殿と交際しておったのか？　昔のことは関係なく、きらほ殿との間に、なにか絆きずなを感じておったんじゃないのか？　そうでなければ昨日、拒否された時、あそこまで絶望しなかったはずじゃ」

　福井は驚いた表情をすると、俯うつむいて黙りこんだ。

　ややあって、ポツポツと話し始める。

「そうですね。僕は二年前、再会した彼女自身との絆を感じていたかもしれません」

「じゃあ、どうして絶とうとしたんじゃ。そんな過去の記憶に捕らわれるより、きらほ殿との絆を強くすることで、世界との繋がりを強めるわけにはいかなかったのかの？　きらほ殿もそれを望んでいたはずじゃ」

「たしかに……。でも、僕はそんな考え方はできなかった」

　寂しそうな顔を上げる。

「たぶんですけど、怖かったからかな。彼女と再会するまで、誰だれかとの絆を強めようとしたことが、なかったわけではありません。でも、どれも上う手まくいかなかった。彼女との関係も同じようになるのが怖かったんですよ。だから絆きずなを強くすることよりも、導いてくれることを望んだんだと思います」

「なるほど、そういうことか」

「でも……。今考えてみると……、実は同じことだったかもしれませんね」

「同じ？」

「ええ。世界との絆を強める場所に導いてもらうことも、彼女との絆を強くすることも……。というのはですね。昔、きらほちゃんと花火を見ている時、確かに花火は感動的だったけど、僕は最後まで花火を見ていたわけじゃない」

　照れくさそうに鼻を掻かいた。

「たぶん、途中からはずっと、花火に見とれている彼女を見ていたと思うんです。初めての花火に彼女は興奮して、頬ほおを赤くしていて……。僕は彼女の瞳ひとみの中に映った花火を見ていました」

　しばらく間をおいて、呉ご鐘しようは「ふむ……」と呟つぶやいた。

「それに気がついて、どうするんじゃ？　再びきらほ殿との絆を強める気かの？」

「そんな空気の読めない男に見えますか？　僕は一度、世界と袂たもとを分かった人間です。今更そんなことはしませんよ。それに……彼女は、僕がいなかった間に、新しい絆をつくってしまったらしい。それも強力な」

　砂浜のきらほを見つめながら、福ふく井いは少し寂しそうな顔をする。

　呉鐘がその肩をポンと叩たたく。

「まあ、若いうちはいろいろと見えんこともあるもんじゃ。すぐ近くに追い求めていたものがあっても、気がつかないことさえある」

「ええ。肝に銘じておきます」

「この町には、まだいるつもりかの？」

「今朝、携帯を見たら、僕を出国させる準備ができたことを知らせる連絡が入っていました。用意ができ次第、海外に飛ぶ予定です。僕を尾行するのは構いませんが、くれぐれも気がつかれないように」

「無論」

「あと一つだけ……」

　福井は呉鐘の顔の前で人差し指を立てると、茶目っ気のある笑いを見せた。

「もしかすると、僕を追っても、白しら川かわさんには会えないかもしれませんよ。結社の人間でも、ほとんど会えないらしいですから」

「むっ」

「どうしても、白川さんに会いたいのでしたら、ここに局留めで連絡してください。運がよければ、会う時間をセッティングしてくれるかもしれません」

　福井は呉鐘に一枚の名刺大の紙を渡す。そこにはドイツの町の郵便局の名前が書かれていた。

「かたじけない」

「いえいえ、手術費を立て替えていただいたお礼です」

　そう言って踵きびすを返すと、福ふく井いは潮風で揺れる芝しば生ふの上を去って行った。

　その背中を見ながら、呉ご鐘しようは思う。

　もう福井は大丈夫じゃないか。あの茶毛の少女がいなくても、新しい何かを見つけるのではないか――と。

「いかん、いかん。拙僧としたことが。何を甘いことを……」

　呉鐘は頭を撫なでると、福井の去った方向に歩き出した。



　　　　　　　　　　＊



　きらほは窓枠に肘ひじをついて、夕日で茜あかね色いろに染まった海を眺めていた。

　別荘からの帰りの列車。上りの急行の最終の便である。

　横では鞠まり菜なが頭をきらほの肩に預けて、スースーと寝息を立てていた。

　はしゃぎすぎて疲れたのだろう。最後まで海から上がろうとしなかったのも鞠菜だった。

　鞠菜の前の席で委員長も目を閉じていた。こちらは本当に寝ているのかどうか、ちょっとだけ怪しい。鞠菜に続くように寝てしまったから。もしかしたらまた変な気をきかせているのかもしれない。

　きらほは胸の前で握り締めていた携帯電話のディスプレイを見た。さっきから何度も何度も見ているメールのメッセージ。



〈昨日はありがとう。朝とも永ながくんにも、ありがとうと言っておいて。また会おう〉



　本当に短いけど、きらほはそれだけで十分だった。特に最後の言葉が嬉うれしい。

〈うん、会おう〉、と書いて返信した。

「なにをニヤニヤしている？」

　きらほの前に座っている朝永がボソリと言った。

「ニヤニヤなんかしてないよ」

　きらほは携帯電話を鞄かばんに収めながら、むくれてみせた。

「ねえ朝永……。また来年も、ここに来られたらいいね。四人で」

「……そうだな」

　朝永は少し考えるような顔をして、それから答えた。

　目を瞑つぶる。

「俺おれも疲れた。寝る」

　きらほは微笑ほほえみ、「じゃあ、私も……」と、目を閉じた。

　瞼まぶたの裏側には、真っ赤な大きな花火が映っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      桜さくら乃のきらほの夏色救急箱　おわり



    

  
    
      
あとがき





　ご無沙汰しております。月つき見み草そう平へいです。

　桜さくら乃のきらほの第三弾、「桜乃きらほの夏色救急箱」をお送りいたします。きらほが夏休みに体験した不思議なできごととは……。シリーズの締めくくりとなるお話です。



　今回の舞台は新宿の喧けん噪そうを離れて、そう「海」！

　月見はかれこれ十年以上、地表の七割を占有し、すべての生命の源などと標ひよう榜ぼうされているあのでっかい水溜たまりで、泳いでいません。大学に進学するまでは毎年のように山口県萩はぎ市の菊きくケが浜はま（アニメ“〝奥様は魔法少女”〟の舞台）に行って体が真っ黒になるまで泳いでいたというのに、今では海水がしょっぱかったか甘かったのかも忘れそうな勢い。そもそも遊泳するだけなら塩素臭いプールで十分じゃないですか。フナムシやクラゲもいないし。大きい所なら焼きソバを売っている売店もありますよ。砂も混じっていません。

　

　夏休みと言えば……。小学生時代、月見は夏休みの宿題を最初の三日で終わらせていました。とにかく三日間だけは、ラジオ体操から帰ってから寝るまでひたすら机に向かって算数ドリルやら漢字の書き取りをします。宿題が終わってからが自分にとって本当の夏休みでした。義務は早目に終わらせて、後事に憂いを残さない。なんとも可愛かわい気げのない小学生ですね。

　ただしこの方法はやり終えた宿題を約一ヶ月間放置することになるので、せっかくの成果物を紛失してやり直すことになったり、内容を忘れて新学期のテストで困ったりするので諸もろ刃はの剣（素人しろうとにはお勧めできない）。ちなみに桜乃きらほは宿題は最後の一週間でやるタイプです。委員長に手伝ってもらう姿が目に浮かびそう。



　さて。

　本書は夏真っ盛りの八月に書きました。クーラーの効いた部屋で蝉せみの声を聞きながら机に向かっていると、ふとその昔、必死に夏休みの宿題をやっていた時のことを思い出してノスタルジックな気分になります。そのうち生活が落ち着いたら、また萩に行きたいなあと思いました。

　――できれば暑い夏に。



　最後になりましたが、桜乃きらほを応援してくださった読者の皆様、ありがとうございました。素晴らしい挿し絵できらほワールドを作り上げてくださった裕ゆう龍りゆうながれ様、お世話になった編集のＳ様、Ｍ様に千の感謝を。

月見草平
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